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「かみさま？」

「そうや」

　あれは、弟子でし入りした直後のことだったと思う。

　当時六歳の俺おれと四歳の銀ぎん子こちゃん（まだ姉あね弟子でしとは呼んでいなかった）を、師匠ししょうは日帰りの旅行に連れて行ってくれた。

　師匠の運転する車の後部座席に銀子ちゃんと並んで座った俺は、福ふく井い県の山奥から出てきたばかりということもあり、初めて見る関西の景色に心を奪われていた。

　……が、関西生まれの銀子ちゃんは景色なんかにはまるっきり興味を示さず、さっさと俺に将棋の相手をするよう命令。

　二週間先に入門していた銀子ちゃんの命令は絶対だったし、俺も将棋が指したかったから、すぐに従った。

　そういうわけで俺達は銀子ちゃんがいつも抱えていたマグネット式の折り畳み将棋盤を使って、後部座席でずっと将棋を指していた。今なら脳内将棋盤で済ますけど、当時はまだ盤駒ばんこまを使わないとちゃんと将棋が指せなかったのだ。

　五局くらい指し終わった頃だったろうか。

　車が停まって、師匠が言った。

「着いたで」

　到着した場所は……不思議な香りのするところだった。俺達よりも少し年上の女の子が待っていて、一緒に案内をしてくれた。女の子なのにオモチャの刀を振り回す不思議な子だった。

　そこで師匠は俺達に、もっと不思議な話をしたのだ。

　神様の話を。

「この世界では、将棋の神様に嫌われると上に行くことはできん」

「つよくなれないんですか？」

「強くはなれる。せやけどいくら強くなっても将棋の神様に嫌われたらプロ棋士きしにはなれん。ましてや名人には」

「つよくなってもプロになれない……？」

　俺はその話を聞いて震え上がった。

　だって俺は、師匠みたいになりたくて。

　プロ棋士になりたくて大阪おおさかまで来たのだ。

　それなのに『将棋の神様』なんていうわけのわからない存在のせいでその道が閉ざされる可能性があると聞かされれば震えもしよう。

　強くなる方法は知ってる。

　いっぱい将棋を指せばいい。努力すればいい。

　けど……。

「将棋の神さまに好かれるにはどうしたらいいんですか!?」

　俺は師匠のズボンにすがりついて必死に教えを乞こうていた。

　師匠は震え上がる俺の頭を優しくなでながら、将棋の神様に好かれるための方法を一つ一つ教えてくれた。

　それを聞いて、俺の不安は次第に小さくなっていった。

　だが銀子ちゃんは違った。

「……かみさまなんて、いないもん」

　当時の銀子ちゃんは（というか今もだが）人の言うことに基本的に反発する極めてかわいげのない子だった。

　外見は本物の天使みたいで、俺は初めて銀子ちゃんを見た時に人間だと思わずに、絵本なんかで読んだことのある妖精とか精霊とか、とにかく人間よりもすごい、神様めいた存在だと本気で信じていたほどだ（銀子ちゃんが何も喋しゃべらずに離れた場所からずっとこっちを見ていたというのもある）。

　──プロ棋士の家には将棋の妖精が住んでるんだ！

　初めて見た銀子ちゃんの存在が、俺の中のプロ棋士への敬意をさらに搔かき立てた面は確かにあった。すげー！　プロすげー！　みたいな。

　そんなわけで俺は将棋の神様の存在をすんなり信じることができたんだけど銀子ちゃんにとって銀子ちゃんの外見は見慣れたものだったため超次元の存在に対しては否定的だった。

　自分が奇跡の結晶みたいなくせに、銀子ちゃんは神様とか奇跡とかを絶対に信じようとしなかった。そのくせゾンビやお化けは人一倍怖がったけど（今もですが）。

「かみさまなんて、いないもん」

　固い声で銀子ちゃんは繰り返す。

　そんな銀子ちゃんに、師匠は怒るでもなくこう言った。

「おるよ。神様はちゃんとおる。銀子と八や一いちを今も見守ってくれとる」

「じゃあ、しょうぎのかみさまは、どこにいるの？」

　銀子ちゃんの声はどんどん固くなっていった。

『おしえてくれないと、ぜったいに信じない！』

　プラスチックの携帯将棋盤をギュッと胸に抱きながら挑むような目で師匠を見上げる銀子ちゃんは、無言でそう叫んでいた。

　まだ短い付き合いだったが、銀子ちゃんがこのポーズを取ると絶対に譲らないことを俺は知っていた。

　だから、どうなるかハラハラしながら見守ってたんだけど──

　師匠はにっこり笑って手を置いたのだ。

「ここと」

　将棋の神様が宿る場所に。

「ここや」







　それから俺達は、その不思議な場所で実際に見た。

　将棋の神様が降りてくる瞬間を。

　その日から、俺も銀子ちゃんもずっと信じてる。

　将棋の神様の存在を。
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「九頭竜くずりゅう八一やいちさん……ですね？　今日はどんな？」

　診察室で向かい合ったお医者さんは、いかにも頭の良さそうな、眼鏡をかけた女性だった。

　椅子に腰掛けた俺おれはその女医さんに訴える。


「…………消えないんです」



「何がですか？」


「…………盤が……」



「え？」

　不思議そうな顔をする女医さんに、

「……頭の中から将棋盤が消えないんです……！」

　両手で頭を抱えながら俺はそう訴えた。切実に。

「ふむ」

　女医さんは手元のカルテを覗のぞき込んで、

「ご職業は……『将棋のプロ』ねぇ。なるほどなるほど」

　うんうんと頷うなずきながら質問してくる。

「じゃあずっと将棋のことを考えてらっしゃる？」

「普通の人よりは……そうだと思います。でも、ずっとじゃないです。今までは切り替えようと思えば簡単に頭の中から盤は消えたんですけど……今はそれが、勝手にスイッチが入るみたいな感じになってて……一度スイッチが入ると自分の意思じゃあ消せなくて……」

「なるほど。落ち着かないと」

「そんな程度じゃないんです！」

「と、おっしゃると？」

「……時間が飛ぶんです」

「？？？」

「ちょっと将棋のことを考えてたと思ったら、一日が終わってたりして……」

「はあ……」

「そんなことが続きっぱなしで……もう目の前の将棋盤が現実のものなのか頭の中のものなのかの区別すらつかなくて……ぜんぜん眠れないし……」

「将棋のプロというのは考えるのがお仕事ですからね。考えすぎて少しナーバスに──」

「だからもうそんなレベルじゃないんですよ！　自分の意思で何かを考えてるって感じじゃないんです！　時間の感覚すらまるで無くなっちゃってて……何とかしてくださいッ!!」

「そうですか……」

　女医さんは考え込むように沈黙してから、こんな質問をしてきた。

「小さな女の子は好きですか？」

「は？」

「小さな女の子です。お好きですか？」

「え？　ま、まあ……人並みには……」

「日常的に幼女と接触する機会がある？」

「はあ……あの、実は弟子でしと同居していまして……いや、変な意味じゃなくてね？　将棋の世界では稀まれにあることなんですけどね？」

「小学生？」

「四年生です」

「その……お弟子さん？　は、一人だけですか？」

「内うち弟子でし……同居してる弟子は一人です。もう一人別の弟子もいて、そっちも同じ小四です。あと弟子の友達がたまに家まで遊びに来たり……その子達も小四と小一で。いや別に小さな女の子を敢あえて選んでるとかじゃなくて、内弟子がそれくらいの年代だから集まってくる子も必然的にそうなっちゃうんですけど」

「そうですか……うん。なるほどなるほど」

　カルテに何かを書き込んでいた女医さんは納得したように頷いてから、こっちに向き直ってこう言った。

「ロリコンですね」

「……はい？」

「病名です。ステージ５の『ロリコン』。重症です。ただちに入院してもらいます」

「え？　……ええっ!?」

　ロリコンで入院!?　そんなことってあるのか!?　ロリコンは病気なのか!?

　ってか──

「そもそも俺はロリコンじゃない!!」

「自覚症状は無し……と」

　カルテに素早くペンを走らせる女医さん。何だかとっても深刻そうだぞ!?

　そしてどういうわけだか……こんな感じでお医者さんから言われると自分が本当にロリコンでそれが大変な病気のように思えてきたぞ！

「治るんですか先生!?　俺は普通に戻れるんですか!?」

「厄介やっかいな病気ですからね。完治は無理です。死ぬまで治りません」

「そ、そんな……『バカは死ななきゃ治らない』みたいな……」

「実際、不治の病ですから。ですが治療により症状を抑えることはできます」

「集団カウンセリングとかですか？　アルコール依存症の治療みたいな……」

「しませんよそんなこと。ロリコンが群れてもろくなことになりませんから」

　女医さんはロリコン漫画雑誌の編集長みたいなことを言った。

「じゃあどんな治療を？」

「外科手術です」

「げっ……!?」

　ロリコン宣告されたうえいきなり手術を告げられた俺は、信じられない思いで女医さんの顔をまじまじと見た。

　その時、ふと気付く。

　女医さんが……異様に若いのだ。

　いや、若いとかそういう問題じゃない。これはもう『若い』というより『幼い』というレベル。どう見ても小学生くらいにしか──

　ん？

　この女医さんって……

「……天衣あい？」

「触らないでちょうだいね？　ロリコンが感染うつるから」

　吐き捨てるようにそう言ったのは、間違いなく天衣だった。

　白衣を着てタイトスカートを穿はいた俺の二番目の弟子──夜叉神やしゃじん天衣は、脚を組み替えながらナチュラルに師匠ししょうを罵ば倒とうし、後ろに控えている看護師さんに指示を出す。

「さっそくオペの準備をしてちょうだい」

「はいです」

　そう答えた看護師さんを見てさらにビックリ。

「あ、綾あや乃のちゃん!?」

　白衣に身を包んだのは間違いなく貞任さだとう綾乃ちゃんだ。小学生だ。弟子の親友の眼鏡ッ娘こだ。

　ナース姿がめちゃめちゃ似合ってる。かわいい♡

「いやいやいや！　何をほっこりしてるんだ俺は!?　そうじゃなくて……お、おかしいだろ!?　どうして子供が病院で医者や看護師してるんだよ!?　お医者さんごっこにしては手が込みすぎて──」

「暴れないように拘束こうそくして。ロリコンは幼女を見ると信じられないくらい力を出すから」

「「はーい」」

　背後から複数の幼女の声が聞こえた。

　俺の後ろから手際よく手錠てじょうと足枷あしかせをして行動の自由を奪ったのは──

「ごめんねくじゅるー先生。ちょっと動かないでね？」

「ちちょー？　うごいたぁ……めっ!!　だおー？」

「澪みおちゃん!?　シャルちゃん!?　ふ、二人ともやめるんだこんなこと!!」

　くっ……椅子に拘束されて身体が全く動かせない！

「ロリコンの原因は脳と下半身にあるから、それを外科的に取り除くわ」

　女医の姿をした天衣は汚物を見るような目で俺の下腹部に視線を注ぐ。

「ま、もう手遅れだと思うけど」

「手遅れならやらなくていい!!　このままでいいからやめてくれ!!」

「ロリコンのままでいいの？」

「いいです!!　ロリコンでいいです!!　ロリコンのままでいさせてくださいっ!!」

「認めたわね。やっぱりロリコンじゃない。即手術よ」

　シャルちゃんがニコニコしながら恐ろしいことを言う。

「あぉねー？　しゃうねー？　しゅうちゅできうんだよー！」

「できないから！　シャルちゃんに手術は無理だからっ!!」

「できうよー？」

「っていうかその服も手術着じゃなくて……給食当番の格好だよね!?」

「めてゅ」

「ほいきた！　メス一丁!!」

「危ない！　刃物はシャレにならないからやめて!!　澪ちゃんも楽しそうにしないで！」

　シャルちゃんの小さなお手々に澪ちゃんがメスを置いた。

　幼女のように小さいが……その刃はぴかぴかに研ぎ澄まされている！

「ねえねえシャルちゃん。澪、いっぺん盲腸って見てみたかったんだよねー」

「もーてょー？」

「ほら、お腹の……たぶんここらへんにあるよ。くちで説明するのもめんどいし、ちょっと切って見てみようか」

「きりゅー」

　膝の間にしゃがみ込んで下腹部を刃物でツンツンしてくる二人のＪＳは給食の配膳をするかのような気楽さで俺の健康な部分にメスを突き立てようとする！

「お願いしますやめてくださいお願いしますお願いしますお願いしますぅぅぅ!!」

「うるさいわね。ロリコンはさっさと外科的に去勢きょせいされなさいよ」

「ご、ごめんなさいです……けど、ロリコンは悪い病気なので、治療が必要なのです……」

「澪がお腹を切るから、シャルちゃんは頭ね」

「しゃう、じゅがいこちゅみたいんだよー？」


「や、やめ…………やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」



　手術室に響く俺の絶叫。

　誰も助けてくれない。むしろ俺が叫べば叫ぶほど刃物を持った澪ちゃんとシャルちゃんは楽しげに笑い、綾乃ちゃんも何だか申し訳なさそうな顔をしつつギラギラと眼鏡を輝かせる。


　そして、幼女達が俺の身体に迫り────



「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!?」

　ガバッ!!

　と布団を跳ね飛ばしながら起きた瞬間、俺は全てを悟る。


「………………夢、か……」



　白衣の幼女に集団で医療行為を受けるという、恐ろしい夢だった。

　完全にお医者さんごっこ感覚だったからな……命がいくつあっても足りねェよ……。


「クッ……！　どうしてこんな夢を……!?」



　俺はロリコンじゃないしＪＳとお医者さんごっこをしたいわけでもない。

　そりゃあ確かに天衣の白衣姿はなかなか似合ってたと思うし、綾乃ちゃんとナース服の組み合わせは神だと思う。天真爛漫てんしんらんまんに刃物を振り回す澪ちゃんとシャルちゃんからは恐怖しか感じなかったけど、そのスリルを少し楽しんでいなかったかと問われれば『違う』と言い切る自信は無い。この背徳感こそＪＳの醍醐味……！

「い、いやいや違うぞ!?　昨日、久しぶりに病院に行ったから……それでああいう夢を見ちゃったんだぞ!?」

　誰もいないのに言い訳をしながら俺は汗ばんだ髪を搔かきむしる。

「……昨日もらった薬のおかげで久しぶりに眠れたと思ったら、これだよ……」

　七時間近く寝たのに倦怠けんたい感が一向に取れない。

　あの竜王戦以来、俺は今までに経験したことのない症状に見舞われていた。

　頭の中から盤が消えないのである。

　名人との戦いの中で急激に向上した読みの力が暴走し、生活のあらゆる場面で将棋盤が突然顔を出すようになっていた。

「番勝負をやってる間は何とかコントロールできてたのに……その緊張が解けた途端、制御できなくなるって……」

　不眠の他にも、横断歩道で信号待ちしている間に思考が将棋に切り替わって一時間くらい立ち尽くしているとか……いくら棋士きしに変人が多いとはいえこれじゃ単なる変質者だ。


「…………頭だけは異様に冴さえてるけど、身体の疲れが全く抜けない…………もう正月も終わって、ぼちぼち対局も入ってくるってのに……」



　その時、勢いよく寝室のドアが開き、

「師匠!?　すごい悲鳴が聞こえましたけど、どうなさったんですか!?」


「ああ大丈夫だ。ちょっと怖い夢…………を……？」



　目の前に現れた小学生の弟子。


　その手には────夢で見たような小さな刃物が握られていて。



「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいッッッ!?」

　絶叫と共に俺はベッドから転がり落ちた。
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「へぇ～。師匠、そんな夢をごらんになったんですね」

「まさに悪夢だったよ……」

　和室のコタツに座った俺は、ゲッソリした表情で夢の内容をあいに語る。

　もちろん俺がロリコン診断された部分は省いて『よくわからないうちにＪＳ研のみんなに手術されそうになった。こわかった』みたいに話した。

　ちなみにあいが持っていたのは包丁。

　まだ手が小さいあいは小さな包丁を使うので、俺はそれを手術道具と見間違えてしまったのだった。

　子猫がプリントされたエプロン姿で向かいに座りながら、あいは心配そうに言う。

「朝ご飯の準備をしてたら師匠の悲鳴が聞こえて……それで様子を見に行ったんです。よっぽどこわかったんですね？」

「怖いってのもあるけど……初夢があんなのってのも、何だかなぁ……」

「え!?　もう年を越して五日目ですよ？　これまで夢を見なかったんですか？」

「うーん……まあ、もともとあんまり夢は見ないし……」

　と、誤魔化ごまかしてはみるものの。

　実際は不眠が続いててまともに眠れていない。それで昨日、久しぶりに病院へ行ってみたんだけど……そのイメージが残っていたからなのかな？　あんな夢を見ちゃったのは。

　ううむ……頭がボーッとしてるから、考えもまとまらないなぁ……。

「ねえねえ師匠」

「ん？」

「わたしがどんな初夢を見たか……知りたいです？」

「ああ、うん。どんな夢？」

「当ててみてください！」

「そうだなぁ……あいのことだから詰将棋とか？」

「ぶぶーっ！　ちがいまーす」

「ええー。じゃあヒント」

「ヒントですか？　とっても幸せな夢です！」

「幸せ？　初夢で幸せ……富士山に登るとかかなぁ？」

「ぜんぜんちがいますっ！　もっともーっと幸せな夢です！」

「もっと幸せな夢？　初夢で富士山より幸せな夢なんてあったか？」

「しかたがないですねぇ。じゃあ発表しちゃいますよ？」

　言いたくて仕方ないという様子で、あいは『とっても幸せな初夢』の答えを教えてくれる。


「わたしの初夢は…………師匠と将棋を指す夢ですっ！」



　そう言うと、あいは「えへー♡」と幸せそうに笑う。

　ああ……かわいい……。

　フルセットまでもつれ込んだ竜王防衛戦が終わってからまだ一週間。史上最強の棋士である名人との七番勝負では、何度も心が折れかけた。

　けれどその度に、あいの存在が俺を奮い立たせてくれた。

　──この子が俺を救ってくれた……。

　改めてそれを強く感じ、胸がじんわりと熱くなる。

　この子と幸せな正月を迎えられたことで……タイトルを防衛できてよかったと、タイトルを防衛できたんだと、そのことが初めて実感として胸に迫った。

　俺が竜王で、あいは女流棋士になれて……。

　去年は色々いろいろとつらいこともあったけど、これまで生きてきた中で最も熱くて激しくて……幸せな一年だった。

　人生でこれ以上の幸せなんて他に無いんじゃないかと思えるほどに……。

「あっ！　おぞうにおぞうに～」

　台所の鍋がぐつぐつと音を立てているのを聞くと、あいは慌ててコタツを出る。

　そして湯気の立つお椀を盆に載せて持って来た。

「師匠！　わたしの作ったおぞうにを食べてみてください！　実家から届いた材料で作ってみたんです！」

「ふーん。素朴な感じだなぁ」

　あいが実家から持って来てくれた輪わ島じま塗ぬりのお椀には、澄んだ汁の中に丸い餅もちと青あお菜ながちょこんと浮かんでいる。不眠の症状が出てから食欲もほとんど無いんだが……。

　ほんのり香るダシの匂いに久しぶりに食欲を刺激され、とりあえず汁だけ啜すすってみる。

「ッ!?　……な、なんだこれ!?」

　めちゃめちゃウマいぞ!?

　慌てて箸はしを持つと、俺は雑煮ぞうにを一気に搔き込む。

「餅と青菜だけのシンプルな雑煮なのに……いままで食べた雑煮の中でもダントツに美味うまい!!　ダシか!?　ダシが違うのか!?」

「えへへ♡　これがあいの実家の味です」

「何のダシなんだ？　魚介ぎょかいってのはわかるけど……」

「アゴです」

「……顎あご？」

「トビウオのことですよ」

「トビウオって……あの海をぴょんぴょん飛び跳ねてる？」

「乾燥させたトビウオを昨日の夕方からお水につけておいて、それでおダシをとるんです」

「ほほー……トビウオって美味いんだなぁ」

　あの防衛戦以来バカになってる舌ですら刺激する鮮烈な『うまみ』は、これまでの人生で感じたことがないほどのもの。頭が久しぶりにスッキリした。

「おかわり！」

「えへへ。じゃあ次は、もうちょっと違うおぞうにをお出ししますね？」

　再び台所へ向かったあいは数分でおかわりを持って来てくれる。

　ただ、お椀の中にはさっきと違うものが入っていた。

「これは……岩のり？」

「はいっ！　能登のとのおぞうにには欠かせないんです！　地元では『ぼたのり』っていいます！」

「へぇ～！」

　あいの地元である和わ倉くら温泉は能登の海に面した温泉街。そんな海の街に伝わる雑煮だけに、ボタッと入った岩のりは凄いインパクトだ。雑煮の概念を覆される。

　けど……荒々しい磯の香りがトビウオの濃厚な出汁の味を引き立てるゾ！


「うまぁぁぁぁい！　もう一杯！」



「はぁい♡　おもちは二つでいいですね？」

　トテトテと可愛らしい足音を立てながらキッチンに駆けて行くあい。

　小さなその背中に向かって、俺は懐かしい思い出を語る。

「そういえば、あいが初めてここに来た時もフライパンでのりの佃煮つくだにを作ってくれたなぁ」

「おぼえててくれたんですかっ!?」

「そりゃ憶おぼえてるよ。小学生がどえらいもん作るなって思ったし」

　もう十ヶ月くらい前になる、あいと初めて迎えた朝。

　その朝のことは、今も鮮烈な記憶として心に残っていて──

「『こんな朝ご飯を毎日食べられたら幸せだな』って。本当にそう思ったよ」

「っ……!!」

　雑煮のお椀を盆に載せて戻って来ていたあいが、真っ赤になって固まる。

「い、いまのって……プロポーズ……みたい……♡」

「んー？　何て言ったー？」

「いえ！　ほ、ほめていただいて、とってもうれしいです……♡」

　あいは赤くなったまま、

「わたし……師匠にお料理を食べていただきたかったんです。弟子入りさせていただいても、家事くらいしかお返しできることがなかったから……」

「ありがとう。いつも本当に助かってるよ」

「えへへー♡」

　あいはとろけるような笑顔を浮かべると、

「そ、それに……あいの家庭の味に、はやくなれてもらいたかったから……♡♡♡」

「ん？」

「なんでもないですっ！」

　お盆で顔を隠しながら、あいがモジモジする。

　何を言ってるのかわかんないけどかわいいかわいい。幸せ～。

「そうそう。幸せといえば……」

　俺はコタツから這はい出ると、畳の上を這ったまま和室の隅に置いてある脚付きの将棋盤に抱きついて頰ずりした。

　昨日届いたばかりの、新品の七寸盤だ。

「ふっふっふ。いいなぁ……新しい盤はやっぱりいいなぁ……♡　うふふふふふ♡♡♡」

「師匠はその将棋盤がお気に入りですねぇ」

「宮崎みやざき県は綾町あやちょう産の日向榧ひゅうがかや、しかも天てん地ち柾まさの七寸盤だぜ？　このご時世これだけの盤はちょっと手に入らないからねぇ。盤屋から紹介された時は即決だったよ」

「あや？　てんち……まさ？」

「超レアの最高級品ってこと」

「なるほどー。竜王防衛した自分へのごほうびですね！」

「確かにご褒ほう美びではあるね」

　独特の強い赤味アテの利いた真まっ直すぐな木目をうっとりと眺めつつ、俺は頷いた。

　駒音を想像するだけでゾクゾクする……。

「高い買い物ではあるけど、棋士にとっては必要な投資なんだよ？　昔の大名人は『強くなるためにはどうしたらいいですか？』って聞かれて『いい盤駒ばんこまを揃えなさい』ってアドバイスしたっていうから」

「ええー!?　盤とか駒にそんな効果があるんですか!?」

「いい盤駒を揃えちゃったら、もったいないからサボらず将棋を指すようになるだろ？」

「あっ、そういう理由ですかー」

　思ったより薄い反応だ。いい盤駒じゃなくても毎日サボらないあいにとっては、あんまり関係のない話と思ったのかもしれない。

「でも師匠、これ以上どうやって強くなるんです？　人類最強の名人にも勝っちゃったのに」

「強さに限界なんて無いさ」

　確かに竜王戦第四局以降は連勝を続けてるし、自分としても強くなった実感はあるけど、だからといって自分が世界で一番将棋が強いとは思えない。名人を超えたとも思ってない。

　しかも。

　最近は人類だけが競争相手ってわけじゃないし──

「おっと！　もうこんな時間か……あい、美容院の予約はそろそろだったな？」

「はい。あの、ですけど……いいんですか？　そんなぜいたくしても……」

「もちろん！　今日は取材もたくさん入るから、精一杯おめかししないと逆にダメなんだよ。あいには思いっきりかわいくなってもらって関西将棋界をＰＲしてもらわないとな！」

　今日は一月五日。

　毎年この日は将棋界の仕事始めであり……大切な儀式があるのだ。
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「弟子むすこたち。そして孫やひ孫たち。新年おめでとう」

　関西将棋会館五階『御黒書院おんくろしょいん』に集まった関西棋界の面々や報道陣に向かって年賀の挨拶あいさつを述べたのは、八十歳の瘦せた老人だった。

　日本将棋連盟関西本部総裁そうさい──蔵王ざおう達雄たつお九段。

《ナニワの帝王ドン》の異名を持つ関西棋界の大重鎮である。

　タイトル獲得やＡ級在籍経験を持つ名棋士であり、詰将棋作家としても有名で、なおかつ若い頃は歌手やプロレス解説者としても活躍したという異色かつ偉大な人物。

　そもそも『関西本部総裁』なる役職は蔵王先生のためだけに作られた終身名誉職で、どれだけこの人が関西棋界に貢献こうけんしてきたかはその事実だけで説明不要だろう。

「……ししょー。あのおじいちゃん、えらい人なんです？」

「……そっか。あいは蔵王先生に会ったことなかったか」

　後ろにいたあいに耳打ちされ、俺は小声で説明する。

「……俺の師匠の、そのまた師匠のさらに兄弟子に当たるんだ。俺にとっては大伯父で、あいにとっては……ひいお爺ちゃんみたいなもんかな」

「……ししょうのししょうのししょうの……おにいちゃん？　なんだかすごいです……！」

「そう。一門の最長老で、現役棋士としても史上最年長。超すごい人なんだよ」

　何せ師匠の師匠は既に鬼き籍せきに入ってる。

　その兄弟子が生きて将棋を指してるだけでも凄いのに、俺と同じＣ級２組に所属する現役のプロ棋士ってんだから、これはもう人類の驚異だ。

「……とはいえ、さすがに棋力の面でも体力の面でも厳しくなっててね。今期の順位戦最終局をもって引退するって宣言したんだ」

「そうなんですか……なんだかさびしいですね……」


「…………そうだな……」



　実を言うと俺にとってはそうそう寂しがってばかりもいられない事情があったりするんだが……あいを困らせるといけないから、この場では黙っていよう。

　まあそういうこともあって、正月だけどどこか寂しげな空気が漂っている。特に年輩の方々の落ち込みっぷりは痛々しいほどだ。

　老いた帝王ドンはそんな一堂を見渡して苦笑すると、

「通夜つやみたいな顔すなや。せっかくの正月なんや、無礼講で楽しもうやないか」

　それが合図となって儀式が始まった。

　将棋界の新年は一月五日の『指し初め式』で始まる。

　読んで字のごとし。一年で初めて将棋を指すという儀式だ。

「今年もよろしくお願いします」

「こちらこそ。では一局……」

　なんて挨拶が部屋一杯に並べられた将棋盤の前で交わされている。

　さて俺は誰とどの盤で指そうかな……と思ってると、蔵王先生が手招きしながら言った。

「竜王。上座ここに座るとええ」

「え!?　けど、そこは蔵王先生が……」

「わしは指さん。正座も胡座あぐらもツラいよってなぁ」

　枯れ木のように細い手を振って、蔵王先生はさっさと対局室を出ようとする。

　囲碁いご界だと公式戦でも椅子対局があって、だから九十歳を超えて現役という棋士もいるけど……公式戦は必ず畳という方針を貫く将棋界では難しそうだ。

「下に行って先に始めさせてもらうわ。鋼介こうすけ、付き合え」

「はいはい。ご相伴しょうばんに与あずかります」

　清滝きよたき師匠が嬉しそうに帝王ドンに従う。二人とも将棋好きだが酒はもっと好きだ。

「聖市せいいちもおったらええのになぁ」

「月光つきみつさんは会長ですから。どうしても関東の指し初め式に出んといかんのでしょう」

「あの子にはそういう仕事は性に合わんやろ。目ぇも悪いのに可哀想かわいそうや……周りのお前らが不ふ甲が斐いないからやで」

「はい、はい。先生、とにかく一杯やってから話しましょう」

「そうやな……」

　師匠に支えられながら、蔵王先生は弱々しい足取りで四階へと降りていった。下には新年会の準備がしてあって酒もツマミもたんまりある。

「蔵王先生、歳を取ったなぁ……」

「寂しいけど引退もしかたないわな……」

　帝王ドンを見送った人々は口々にそう言いながら盤の前に腰を下ろす。

　ちなみに関東では一つの盤を使って一手ごとに入れ替わりながら指すという厳格なセレモニーだが、関西はたくさん盤を並べて好きな相手と好き勝手に好きなだけ指すのが伝統だ。

　基本、適当。それが関西。

「さて。俺の相手は誰かな？」

　竜王である俺は上座の中央に置かれた盤の前に腰を下ろし、誰かが座るのを待つ。

　普通ならタイトル保持者ホルダーの盤には長蛇の列ができる。いやー困っちゃうなー。新年早々疲れちゃうなー。つれーわー人気者だからつれーわー。

　……なーんて思ってたんだが。

「……行かないのか？」

「いやぁ、だって……」

「ちょっと……なあ？」

　みたいな会話を小声で交わしながら遠巻きにチラチラ見てるだけで、誰も来ない。

　何だろう？　何が『ちょっと……なあ？』なんだろう？

　これまでなら軽くイジッてくるような若手の棋士仲間もどこか一歩引いた感じで、よそよそしさすら感じる。

　タイトルに気き後おくれしてるのか？　けど去年も俺は竜王だったし、その時は「竜王に教えてもらおうぜ！」と次から次へ相手がやって来てしかも遠慮なしに最新研究をぶつけてきたおかげで俺は新年早々負かされまくり、その時に受けたダメージが後に続く泥沼の十一連敗に繫つながった面もあったんだが……今年は様子が変だ。

「姉あね弟子でしと桂けい香かさんは……？」

　首を伸ばして探すと、二人とも一段下がった『御おん下げ段だんの間』でアマチュアの方々と盤を囲んでいる。周囲には人だかりができるほどの人気だ。

　──もしかして竜王おれ……人気低すぎ!?

　そんな不安に襲われた、その時。

「あのっ！　一局お願いします!!」

「はいはいっ!!　ええもちろん喜んで──」

　やっと現れた対局希望者に一瞬だけ小躍りするものの、相手を見てガッカリする。

「なんだ。あいじゃないか」

「はい！　まだお相手が決まってないようでしたので」


「そうだけど…………う～ん……」



「どうしたんです？　わたしじゃダメ……ですか？」

「ダメってわけじゃないけど……普段は指せないような相手と指して欲しいんだよ」

「そうそう。あいちゃんにはもっといい相手がいると思うぜ？　たとえば振ふり飛び車しゃ党とかな」

　と、あいの頭にポンと手を置きながら別の男性もそんなことを言う。

《捌さばきの巨匠マエストロ》──生石おいし充みつる玉将だった。

「どれ。ここは俺が代わろう」

「いきなり巨匠マエストロが相手ですか!?」

「ゴキゲンだろう？」

　生石さんはニヤリと笑って畳に膝を突く。

「おっ！　竜王と玉将が対局するみたいやぞ！」

「玉将戦の前にタイトル保持者同士でぶつかり稽古か……！」

「関西ツートップが新年早々激突とは、今年も将棋界は熱くなりそうだな！」

　……やれやれ。仕方のないこととはいえ注目を浴びてしまっているぜ。

　年の初めくらいは穏やかにいきたかったけど相手が相手だ。いっちょ腰を据えて指すか！

　そう気合いを入れ直したが──

「……あい？　俺は生石さんと指すから、席を譲って……」

「イヤですっ！　絶対にどきませんからっ!!」

　あいは将棋盤にしがみつくようにその場にうずくまりながら叫ぶ。

「師匠はさいきん冷たいです！　家でもあんまり相手してくれないし……それは竜王戦で疲れてるからと思ってたけど……あいが九歳の頃はどれだけ疲れててもかわいいかわいいって毎晩いろんなことを教えてくれたのに、十代になったとたんに興味を失っちゃうんですかぁ!?」

　ざわざわざわ……。

「まあ……」「やっぱり噂うわさは本当だったのか……」「近づいちゃいけません！」

　参加者の皆さんが俺からさらに遠のいていった。風評被害だ！


「おいおいおいぃぃぃ！　新年早々誤解されるでしょそんな言い方したら!?」



「しりませんっ！　師匠のだらっ!!」

　そんなあいに、記者から声が掛かる。

「雛鶴ひなつるさん。もしよかったら夜叉神さんとお二人で盤を囲んでいただけませんか？」

「ええ!?　わ、わたしと天てんちゃんが……ですか？」

「はい！　今年の紙面はぜひ小学生の新女流棋士のお二人で飾りたいんです！　新年っぽさが出ると思うので！」


「わたしは…………いいですけど……」



　チラッ、と壁際に座っている天衣の表情を見るあい。

「イヤよ」

　取りつく島もないような返事をする天衣。相変わらず群れるのが嫌いなようで、この指し初め式に来たのも仕事だから渋々……って感じだ。俺は溜ため息混じりに口を出す。

「せっかく来たんだから指せばいいだろ？　取材だって、記念写真くらいに思えばいいし」

「わ、わたしも……天ちゃんと将棋、指したいなー……なんて」

　冗談めかした感じで、あいも天衣を誘う。

　人の良さそうな記者さんも熱心に頭を下げた。

「私は神戸こうべにある新聞社の記者でして。ぜひ地元の新星である夜叉神さんに紙面のトップを飾っていただきたいんです！」


「…………」



　天衣は自分の味方を探そうと周囲を見るが、残念ながら世話係の晶あきらさんはよく連盟道場で戦ってる小学生と死闘を繰り広げている最中なのでお嬢様に構ってる暇は無さそうだ。『持ち駒を手で握って見せない』という秘術を発動している。どっちが子供なんだ……。

　渋る弟子に、俺は少しキツ目に声を掛けた。

「天衣。これも仕事だぞ」

「……わかりました師匠せんせい」

　当てつけのように俺のことを『せんせい』と呼ぶと、天衣は空いている盤の前にさっさと腰を下ろした。あいも慌ててその後を追いかける。

　盤を挟んだ二人の姿を、あっという間にカメラが取り囲んだ。

　マイナビ本戦でベスト８に入った天衣はもともと研修会でＣ１に昇級していたこともあり、年末に女流資格申請をした時点で女流二級に昇級していた。

　十歳〇ヶ月で女流二級は新記録。

　十一月に十歳一ヶ月で女流二級となったあいの記録を一瞬で塗り替えたことになる。天衣の誕生日はあいより二ヶ月ほど遅いため、仮に出世のスピードが同じとしても歴史に名を刻むのは夜叉神天衣ただ一人だ。

　この将棋界せかいにおいて年齢とは才能を測る最高の指標。

　当然、取材の中心も天衣になる。

「夜叉神さんはマイナビ女子オープンの本戦で快進撃を続けておられますね！　このまま挑戦者となればマイナビドリームの実現となりますが、自信のほどは？」

「自分の力を出せればと思っております」

「力を出せれば勝てる自信があると？」

「全力を尽くさせていただきます」

　整った笑顔を見せつつ歯切れ良く答える天衣。

　模範解答……ではあるが、表面的過ぎる。形を整えてるだけって感じだ。

　天衣と初対面の記者さんは幸いにもそれを好意的に受け取ってくれたようで、

「なるほど……《神戸のシンデレラ》は将棋だけではなくコメントも成熟していますね！」

「はぁ!?　ちょ、ちょっと何よ《神戸のシンデレラ》って！　それ私のこと!?」

　さっきまでの澄まし顔はどこへやら。いきなり取り乱す天衣。

　盤の向こうで黙って聞いていたあいが羨うらやましそうに叫ぶ。

「いいなー！　天ちゃんだけ素敵なお名前をつけてもらってズルいよー!!」

「よくないわよ何なのその売れない演歌歌手みたいなのは!?」

「記者さん。こう書いてやってください。『将棋という魔法が私をシンデレラにしてくれたんです。この魔法が解ける前にガラスの靴を手に入れたいと思います……女王という名前の、私の靴を』って」

「なにバカなこと言ってるの変態師匠！　気持ちの悪いロリコンポエムで人のコメントを捏造ねつぞうしないで!!　絶対に書くんじゃないわよそんなの!!」

「天ちゃんいいなー!!　師匠から詩を捧げてもらえるなんて、うらやましすぎるよぉー!!」

「うらやましくなぁーいッ!!」

　子供たちの言い合う声と大人たちの笑い声が対局室に響き渡る。

　最初はしんみりした指し初め式は、いつの間にかいつもの関西な雰囲気に包まれていた。
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　五階で指し初め式を終えると、四階に降りて新年会だ。

　うちの師匠と蔵王先生は新年会が始まる前から既にかなりの杯を重ねており、さらに言えば師匠は明らかに酔い潰つぶれていた。

「どうした鋼介！　もう仕舞しまいか!?」

「ひぇ、ひぇんひぇい……まらまらのみまゥええええええええええええええ！」

　師匠、リバース。

「だらしない。聖市のぶんも飲むんやなかったんか？」

　八十歳の蔵王先生はまだまだ飲み足りないようで、コップに注いだ日本酒をがっぱがっぱと飲み干し続けている。

「さすが《ナニワの帝王ドン》……五十代の師匠を潰すとは……」

「お、おじいちゃんせんせー！」

　あいは青くなって師匠に駆け寄っていく。溜め息を吐きつつ桂香さんもそれに続いた。


「…………あれがうちの一門のトップなのよね……」



　天衣は冷ややかな表情を浮かべているものの、お付きの晶さんに師匠を介抱するよう指示を出してくれていた。やさしい。

　こんな感じで関西の総帥と重鎮が既に飲んだくれているので、新年会は早くも無礼講の様相を呈ていし始めていた。

　俺みたいに酒が飲めない未成年棋士は挨拶回りや取材対応を一手に引き受けることになる。

　特に取材を受けているのは《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》だ。

「空そら女流二冠！　明日は奨励会三段編入試験で試験官を務められますが、プレッシャーは感じますか!?」

「相手の辛香からこ将司しょうじアマ三冠はかつて奨励会に在籍し、三段まで昇段したものの年齢制限で退会になった方ですよね!?　勝算は!?」

「空さんご自身も三段昇段まであと一勝と迫っています！　明日は勝って史上初の女性奨励会三段誕生となるでしょうか!?」

「全国の白雪姫ファンに何か一言！」

　姉弟子は「はい」「いいえ」「全力を尽くします」の三フレーズをローテーションして取材に応えていた。さすが……。

　女性が三段になれば歴史的な快挙だし、十五歳で三段ならプロになれる確率もかなり高い。

　史上初の女性プロ棋士──空銀ぎん子こ四段誕生。

　そうなれば俺や名人みたいな中学生棋士より話題になるだろう。

　とはいえ最近じゃあ中学生棋士ってのも大して価値がなくなってて──

「八一さん、あけましておめでとうございます」

「創そう多たか。お疲れ」

　笑顔で挨拶してくれたのは、小学生の男の子。半ズボンから伸びる細い脚が眩まぶしい。

『私服だとだいたい女の子と間違われます』

　と言うだけあって、まだ幼いその顔は少女のようだ。

　女の子の服を着ればあいや天衣にも匹敵するような美少女に化けるだろうこの少年は、よく俺の記録を取ってくれる奨励会員。

　あいが来てからは連盟以外で会うことはほとんどなくなっちゃったけど、以前はよく俺のアパートに泊まり込みで将棋を指しに来たりしてた。

『八一さんって、本物のお兄ちゃんみたい』

『八一さんと一緒にここで暮らせたら素敵だろうな』

『ぼく、好きなんです。八一さんの……将棋が』

　そんなことを言いながら懐いてくれるかわいい後輩……なんだが、こと将棋においてはかわいいとか言ってられるような相手じゃなかったりする。

「椚くぬぎ二段！　ちょっとお時間よろしいですか!?」

「今年中に史上初の小学生棋士になる可能性もあるわけですが、自信のほどは!?」

「あちらで空二段と並んで写真をお願いできますか!?」

　創多を見つけた報道陣がさっそく駆け寄ってくる。

「……八一さん、すみません。ゆっくりお話をしたかったんですけど……」

「うん。行っておいで」

　苦笑しつつ送り出してやると、創多は取材用のスマイルを浮かべて報道陣の前に立ち、あっというまにカメラに取り囲まれてしまう。

　肝が据わってるというか注目されるのに慣れきってるというか。

　料理をお皿に盛ったあいと飲み物だけを手にした天衣が、そんな創多と入れ替わるように俺の隣に寄って来た。酔っ払いの介抱は終わったみたいだ。

「師匠？　今の子は……？」

「椚創多二段。十一歳だから、あい達より一学年上なのかな？」

「それで奨励会二段!?　ど、どんな化け物よ……」

　傲岸ごうがん不ふ遜そんな天衣お嬢様ですら『化け物』と呼ぶ。

　それほどに、小学五年生で奨励会二段というのは破格の天才。

　あいや天衣の才能は女流であれば破格といえる。史上最強クラスだろう。

　だが男女の枠を取り払ってしまえば……破格、とまでは言えない。

　あいの終盤力や天衣の構想力はもちろん奨励会でも武器になる。しかし奨励会には、それより遙かに特殊な才能を持つ猛者もさがひしめいている。

　その力は奨励会を抜けてプロになった者と比べても遜そん色しょくないほどだ。

　では、なぜ？

　どうして力は同じなのに、プロになれる者となれない者が生まれてしまうのか？

　その理由がふと俺の口から漏れた。

「……将棋の神様」

「ふぇ？　かみさま……？」

　あいが不思議そうに首を傾かしげ、天衣は胡散うさん臭くさそうな表情をした。

　詳しく説明しようとすると──

「何だ何だ？　俺が将棋の神様から見放されてるって話をしてるのか？」

　スーツを着た男性が明るく声を掛けてきた。

　俺は同じように明るい声で応じる。

「鏡洲かがみずさんはむしろ神様に愛されてるでしょ？　普通ならとっくに寿命が来てるのに」

「ははは。これはこれで苦しいんだぜ？」

　鏡洲飛ひ馬うま三段。

　年齢は、東西の奨励会員で最年長の二九歳。

　原則として二六歳という年齢制限がある奨励会だが、それを超えても勝ち越しを続ければ三十歳までは在籍できる。『勝ち越し延長』だ。

　その制度によって鏡洲さんは延命している状態で、それを『神様に愛されてる』と表現できるのはもちろん仲がいいからこそだし、鏡洲さんなら必ずプロになれるはずだという思いがあるからこその言葉でもあった。

　俺は鏡洲さんに二人の弟子を紹介する。

「女流棋士になりました、俺の弟子の雛鶴あいと夜叉神天衣です。今後は仕事でご一緒いただくこともあるかと思いますが、助けてやってください」

「は、はじめまして！」

「……よろしくお願いします」

　あいはガチガチに緊張し、天衣はぶっきらぼうに軽く頭を下げる。

「こちらこそよろしくお願いします。先生」

　鏡洲さんは直立不動の姿勢を取り、深々と頭を下げた。

　相手が小学生だろうが公おおやけの場では女流棋士を『先生』と呼ばなければいけない。奨励会員とはそういう立場だ。

「鏡洲さんは俺が奨励会で一番お世話になった人なんだ。記録の取り方からお茶の出し方まで関西将棋会館のルールは全部この人に教わったのさ。もちろん将棋も」

　大人から『先生』と呼ばれ動揺している弟子達に言う。

「女流棋士になれば奨励会員と一緒に公式戦の記録係をするのも仕事になる。二人も鏡洲さんから色々と教えていただくように」

「将棋も教わったの？　あなたが？　この人に？」

　鏡洲さんと俺を見比べながら天衣が尋ねる。

「そりゃそうさ。何せ俺が奨励会に入る前から三段だったんだから」

「あっという間に抜かれちまったけどね」

　謙遜けんそん気味ぎみに肩をすくめる鏡洲さんと俺の間には、力の差はほとんど無い。

　鏡洲さんは奨励会員にして『新人戦』という若手プロ棋士も参加する棋戦で優勝してしまったという実績の持ち主。俺も一度だけ出場したけど一回戦でコロッと負けてるからね……。

　奨励会員の優勝は前代ぜんだい未み聞もん。プロにとっては大いなる屈辱だ。

　つまり鏡洲さんはプロとして十分に通用する棋力を有している。

　だが、それでも……奨励会を抜けられない。

　将棋の世界は棋力が全てだが、しかし棋力以外の何かが作用しているとしか思えないのが奨励会でもある。

「ところで八一。頼まれてたヤツだけど、見つかったぜ」

「本当ですかッ!?」

「ああ。知り合いの知り合いが保存してたのが偶然、な」

　チラッと弟子達の方を見ながら、鏡洲さんは声を潜めて続ける。

「データ化して鵠くぐいちゃんに渡しておいたが……そういえば鵠ちゃんの姿が見えないな？」

「あの人はほら、ホンモノの貴族だから宮中の儀式に行ってるらしいですよ」

　俺は鏡洲さんにスマホを掲げて見せる。

『皇居なう～』

　という畏おそれ多い感じのメッセが写真付きで届いてた。和服姿の供御飯くぐい万智まち山城やましろ桜おう花かが宮中で伏見稲荷ふしみいなりの狐みたいな笑顔を浮かべている。

「この子……かわいいけど怖いよな」

「そうなんですよね。なに考えてるかわかんないし……」

「おまえ、気を付けた方がいいぜ？」

「えっ？　何が？」

　首を傾げる俺の肩を労いたわるようにポンと叩たたいて、鏡洲さんはビールを補充するため部屋を出て行った。

　今日の指し初め式の準備や宴会の運営を職員さんと一緒に支えているのは鏡洲さんみたいな奨励会員だ。人当たりがよくて親分肌な鏡洲さんは誰からも頼られる。

　俺もついつい色んなお願いをしてしまうが──

「……よく気がつくからこそ、ああやって他人より多く動いてしまう……そのせいで他の奨励会員より将棋に使う時間が減って、出世が遅れる……」

　神様がいるんなら、ああいう人こそプロにしてあげてほしい。

　けど将棋の神様は嫉妬しっと深くて残酷だから、将棋以外のことも器用にこなせる人には振り向いてくれない。俺みたいに将棋以外は何もできないバカの方が出世してしまう。いい人ほど苦しむのが将棋界だから。

　だとしたら……俺はあいと天衣に、どうなってほしいんだろう？

　女流棋士として。

　そして、人として……。

「あの……ししょう？　あの方とお話ししてたデータって何のことです？」

　あいが俺の服を引っ張りながら聞いてくる。意外と強い力だ。

「ん？　いや、あい達に話すようなことじゃないから」

「……えっちなデータですか？」

「駒だよ！　将棋駒の材料！　鏡洲さんは俺が探してた駒の文字のデータを見つけてくれたの！」

「駒の書体なんてわざわざ探してくるようなものでもないでしょ？」

　天衣が汚いものでも見るような目で言う。こいつもエッチなデータだと思ってるな。

「……ちょっと特殊な書体でね。せっかく注文するんだから世界で一つだけのオリジナル駒を作ってもらおうと思ってさ」

「おりじなる……の、こま？　そんなの作れるんですか？」

「もちろん。ああいう職人さんにお願いすればね」

　俺は少し離れた場所で談笑している集団を指で示す。誰もが『関西盤駒の会』と染め抜かれた揃いの半被はっぴを着ていて、これからお祭りを始めそうに見えなくもない。

「あれは盤師さんや駒師さんの団体だよ」

「ばんし？　こまし？」

「要するに将棋盤や将棋駒の職人ってことでしょ」

　首を傾げるあいに、天衣が『そんなこともわからないの？』って感じで言った。

「将棋駒で有名なのは山形やまがた県の天童てんどう市だけど、ここ関西でも古くからの誇りと伝統を守り続けてる職人さん達がいるんだ。どんなに高度な将棋を指しても立派な盤駒がないと伝統文化としての将棋は守れないからね」

「へぇ～！　そんなお仕事もあるんですね！」

　素直に感心するあいとは対照的に、天衣は冷笑気味に切って捨てる。

「斜陽しゃよう産業でしょ。ネット対局も増えてるし、対面でもタブレットを使った方が時間のカウントも含めて楽だし。リアルの盤駒なんてそのうち消えてなくなるんじゃない？」

「……まあ、そういう考え方もあるけど──」

　天衣の鋭い舌鋒ぜっぽうにどう対抗しようか考えていた、その時。

　──おおおおおおおおおお!!

　──ぽおおおおおおおおおおお!!

「「ぽお？」」

　部屋の外から聞こえてくる謎の叫び声。


　あいと天衣は揃って首を傾げるが────俺は何が『来る』のか即座に理解していた。



「やばいッ!!　桂香さん！」

「は、はい!?」

「子供達を連れて逃げてください！　早く!!」

「逃げるって……誰から!?　どこへ行けばいいの!?」

「どこでもいいから！　とにかく一秒でも早くこの建物から離れるんだッ!!」

　俺の剣幕に圧倒され、桂香さんは「わ、わかったわ！」とＪＳの手を摑つかむ。

　事態が全く理解できていない天衣とあいは、

「ちょっと!?　何なのよいったい！」

「師匠!?　誰が……誰が来るんですか!?　ししょー！」

　避難する子供達の声を聞きながら、俺はこれから現れるであろう存在に立ち向かうための覚悟を固めていた……！
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「おち●ぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　正気を疑うような絶叫が轟とどろき渡る。

　声の主は──弟子達と入れ替わるように室内に闖入ちんにゅうしてきた、着物姿の美女。

「銀子！　銀子はどこだ!?　銀子を出せッ!!」

　右手に持った一升瓶をラッパ飲みし、左手に握り締めた日本刀を振り回しつつ血走った目で姉弟子を探すこの女性は、しかし単なる痴女ちじょなどではない。
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　史上初の女性タイトル保持者──本因坊ほんいんぼう秀埋しゅうまい。

　女流、ではない。

　男性プロも参加する囲碁の七大タイトルの一つを初めて獲得した女性。

　将棋でいえば名人位にも匹敵する『本因坊』のタイトルを二十代の若さにして獲得した正真正銘の大天才なのだ！

　本名は別にあるがタイトル獲得後は慣例に則って本因坊秀埋の雅が号ごうを名乗り、そこから『シューマイ先生』と呼ばれるようになった。

　プロになるためのハードルが将棋より低い囲碁界では女性プロも珍しくない。

　しかし女流タイトルではなく男女共通の七大タイトルに絡むほどの活躍を見せる女性棋士となると、日本では歴史上このシューマイ先生ただ一人。

　その人気は囲碁の盛んな中国・韓国・ヨーロッパ諸国でも高く、女性の社会進出が叫ばれる昨今、ジャンヌ・ダルクのように戦う女性の象徴的存在となっていた。

　囲碁と将棋は兄弟分なので交流も深く、俺も姉弟子も幼い頃からこの人のことをよく知っている。

　尊敬する先輩だ。

　同性として分厚い壁に挑む姉弟子には特別に目を掛けてくれてるみたいで、こうして飲み会やタイトル戦の前夜祭や就位式にちょくちょく顔を出してくれるんだが──

「お●んぽぉ！　おち●ぽおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　その棋風と同じく、シューマイ先生の性格は極めて破は天てん荒こう。

　酔ってると今みたいに卑ひ猥わいな四文字を叫びまくって手がつけられなくなる。そしてシューマイ先生は基本的にずっと酔ってる。この人が酔ってないのは年に数日で、テレビ棋戦でも酔ったまま対局したこともあるほどだ。

　てかやっぱ単なる痴女だわこれ。


「ぎんこぉぉぉ！　私だぁぁぁぁ！　秀埋だぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」



「せ、先生！　私はここに……」

「おお銀子！　いたか銀子！　てっきりどこかでおち●ぽしてるかと思ったぞ！」

「しっ、しませんそんなこと！」

「なにィ？」

　シューマイ先生は意外そうな顔をした。

「だが今日はみんなでお●んぽする日なんだろう？　ヤリ初め式とかいう……」

「指し初め式です!!」

「ほら見ろ！　おち●ぽをさす日なんだろう!?　だからわたしは棋院の打ち初め式を欠席してまでここに来てやったんだ！　さあ早くおち●ぽさせろ！」

「将棋です！　囲碁は『打つ』ですけど将棋は『指す』んです！」

「何だと!?　将棋はおち●ぽさしながらやるのか!?」

「だからしませんそんなことっ!!」

　真っ赤になって否定する姉弟子。

　他の相手なら蹴りを叩き込むだけだが、シューマイ先生のことを心の底から尊敬している姉弟子は、普段と違って年相応の女の子みたいに真っ赤になるだけ。

　恥ずかしさのあまり近くにいた俺の後ろに隠れようとする。

「ええ!?　お、俺を生いけ贄にえにしないでよ！」

「いいから……！」

「よくないって！　ちょっ!?　後ろから押すのやめてってば！」

「……!!　……!!」（ぐいぐい）

　俺の後ろに隠れようとする姉弟子と、それを止めさせようとする俺。

　そんな二人の様子はきっと傍から見たらイチャついてるようにしか見えなかったんだろう。

　シューマイ先生の目が吊つり上がり、悔しそうに地じ団だん駄だを踏む。

「くそッ!!　正月から八一とお●んぽしてたのか!?　うらやましい!!　十代のバッキバキに勃●したおちん●を上と下のお口で咥くわえてやがったのか!?　そうなのか銀子!?」

「「してませんッ!!」」

　俺と姉弟子は同時に叫んだ。

　シューマイ先生はともかく、周囲の将棋関係者からも『あの二人……やっぱり……』みたいな目で見られるのが耐えられない！　恥ずかしい!!

「なにィ!?　お●んぽしてないだとぉ!!」

　なぜかシューマイ先生は激怒した！　メロスのように。

「処女膜も破れなくて才能の壁が破れるか!!　銀子おまえはなぁ、そうやって目の前に美味そうなおちん●が我慢汁を垂らして待ってるのに咥えないから、いつまでたってもプロという壁を破れないんだよッ!!」

「っ……」

　姉弟子が言葉に詰まる。そこで詰まらないで変態が調子に乗るから……。

「普通にやってたらダメなんだよ！　強烈な……強烈な努力が必要なんだよ!!」


「ッ……！」



　──強烈な努力。

　それはシューマイ先生の口癖だった。

　シューマイ先生の人柄はご覧の通り強烈だが……それ以上に強烈なのは、本因坊秀埋が囲碁のために文字通り全てを擲なげうって来た、その努力。

　その努力があるからこそ泥酔していても並のプロでは歯が立たないほどに強く、誰もが心を打たれるほど美しく激しい碁を打つ。

　だからこそ、この紙一重の人物は、これほどの奇行を犯し続けてもなお棋士達から絶大な尊敬と敬愛を集め続けるのだ。

　女性として初めて棋界の高い壁を越えた本因坊秀埋は、自分に続こうとしている銀髪の少女に日本刀の切っ先を突きつけ、真剣な表情で語り掛ける。

「いいか銀子。女というのは男よりも弱い。体力的に明らかに劣るし、長時間の対局ではそれが思考を鈍にぶらせることにもなる。女は男より弱いんだ。その弱さを克服するには努力しかない……強烈な努力だ」

　先生にとって碁は生き方そのものであり、つまり命。その人物がどう生きてきたのか、打ち手の人生がそのまま表現されるものだと訴える。

　盤上では技術のみが表現されるという現代将棋の考え方とは相反するものの、泥臭く粘り強い関西将棋とは親和性のある考え方だ。

「……が、普通の努力を超えた強烈な努力をするには一つだけ絶対に必要なものが存在する。これだけは伝えたい……私と同じ道を歩もうとするお前には、必ず必要になるはずだから……。強烈な努力をする、そのためには──」

「ためには……？」

　偉大な先達せんだつの言葉を一言も聞き漏らすまいと姉弟子が前のめりに尋ねる。

　シューマイ先生はこう宣のたまった。

「おち●ぽが必要なんだよほぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっっっ!!」

　途中までいいこと言ってたのに台無しだよ!!

「シューマイ先生！　とにかく下の宿泊室でお休みください！」

「早く棋き院いんに連絡して引き取ってもらえ！」

「気を付けろ！　刃物を持ってるぞ!!」

「警察だ！　もう警察に突き出しちまおう！」

　一升瓶と日本刀を振り回して暴れまくるシューマイ先生を我慢の限界に達した連盟職員が寄って集たかって取り押さえ、ずるずると部屋から引きずっていく。


「ギャアアアア────ッ!!　お────●────ん────ぽおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお────────」



　だんだん小さくなっていくシューマイ先生の卑猥な絶叫。

　衝撃醒めやらぬ中、人々はヒソヒソと囁ささやき合う。

「……囲碁が強くなかったら完全にアレな人だろ……」

「っていうか、どうして日本刀なんか持ってるんだ……？」

「中国の国家主席と対談した時も『中国語でお●んぽは何て言うんだ？』って絡み続けて軍に処刑されかけたらしいからな……」

「そのまま処刑されてりゃよかったんだ……」

　めちゃくちゃ言ってるなあ。完全に同感だけど。


「あ、あの…………姉弟子？」



「……」

「気にしなくてもいいですからね？　そ、その……おち……ぽとか、しょ、処女……とか、そんなの将棋と全く関係ないんですから。あの人はたまたま頭がおかしいだけで、そうじゃなくても強い人なんていっぱいいるんですから」

「……」

「あ、明日は大事な対局もあるんですから、さっさと忘れましょう！　中継も入るんでしたよね？　それだけ世間的な注目度も高いってことですから、ヘタな将棋は指せない……あっ、いやいや！　だからこそ変な発言に惑わされず普段通りに指せばいいと言いたくてですね！」

「……」

　俺は必死に宥なだめるが、姉弟子は俯うつむいたまま何も答えなかった。そりゃ新年早々あんなのに絡まれりゃ複雑な気持ちにもなるわなぁ……。

　こうして関西将棋界の新しい年は波乱を感じさせる幕開けを迎え──




　そしてこの『シューマイ先生新年会襲撃事件』の影響は、俺と姉弟子との間に想像もできないような事態を引き起こすことになる。
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「女流二冠が来たぞ！」

　指し初め式の翌日。

　連盟の入り口で待ち構えていた報道陣は、私を見つけると一斉に駆け寄ってきた。

　──やっぱり、裏口から入ればよかったかな……。

　あっという間にカメラに取り囲まれながら、私は自分の判断を多少、悔いていた。

　注目を集めるのはわかっていたから。

　だって今日は──

「四二年ぶりに行われた奨励会編入試験の試験官として辛香からこ将司しょうじさんとの対局に臨まれるわけですが、現在の心境はいかがですか!?」

「辛香さんは今日、空さんとの対局に勝てば奨励会に復帰。負ければ再び夢が絶たれます。そういう勝負は普段の対局とは違うものでしょうか!?」

「アマ棋界で無双している元奨励会三段を相手に勝算はありますか!?」

　寄せられる質問は様々さまざまだが、私が口にすべき答えは一つ。

「現役の奨励会員として恥ずかしくない将棋を指したいと思います」

　それだけ言って頭を下げると、私は報道陣の間をすり抜けて建物の中に入った。

「……相変わらず愛想がない」

「ま、誰にでも公平に愛想がないからな」

「あの冷血っぷりなら今日も快勝かねぇ」

　背後から追いかけてくる声にも心は微塵も動かされない。もう慣れた。

　守衛さんに挨拶して、自販機で水とスポーツドリンクを買う。

　エレベーターで三階まで上がり、棋士室に寄って電子機器を全てロッカーに入れる。これが対局前の私のルーティーンだ。

「あ、空二段。おはようございます」

　棋士室から出て対局場へ上がろうとすると、髪をアップにしてスーツを着た万智さんに会った。今日は記者モードだ。

　ニタニタと棋士室をチラ見しながら、こんなことを言ってくる。

「今日は竜王、来ないみたいですよ。お弟子さん達と初はつ詣もうでに行くそうですから」

「……知ってます」

　別に知ってたし。そもそも『例会の日に連盟に来るな』って八一に命令したのは私だし。だから来るなんて最初から思ってないし。ムカつく……。

　腹が立ったから万智さんを無視して一人で対局場へ上がる。

　対局室に入ると、下座に着いて熱心に盤を磨く中年男性の姿があった。

　今日の私の相手──アマ三冠の辛香将司さん。

『元もと奨しょう』。

　つまり元奨励会員だ。

　私とは在籍期間が被かぶっていないからどんな将棋を指すかは知らないけど……わずか十四歳で奨励会員として最高位の三段まで昇った人だという。

　あの生石充玉将と同学年で奨励会も同期。

　しかも三段になったのは生石先生よりも早かったといえば、この人がどれほどの才能を持っているかは察しが付く。かつては将棋星人の一人……。

「あ！　おはようございます!!」

　辛香さんは私の姿を見ると、満面の笑みで、対局室には似つかわしくないほどの大きな声で挨拶してきた。

「……失礼します」

　私は躊躇ちゅうちょすることなく上かみ座ざに着く。

　私は奨励会員。対する辛香さんは、かつて奨励会三段だったとはいえ、そして二十歳以上も年上とはいえ、現在はアマチュア。この対局場では私が上位だ。

　上座に着く覚悟はもちろん、辛香さんが仮に上座に着いていようと動揺することがないよう、既に心は練ってきた。

　連盟の前で私を待っていた報道陣も対局室に入り、観戦記を担当するらしい万智さんも盤側ばんそくに座る。

　奨励会編入試験とは、年齢的に入会が叶かなわない人を特例で三段リーグに編入するための試験。

　アマ大会での実績と、現役奨励会員との試験対局で勝ち越すことが条件だ。

　試験とはいえ公式戦扱いで、勝敗は試験官である奨励会員の成績にも反映される。

　女流タイトル戦以上に報道陣の注目を浴びる中、私達は対局前の準備を終え、あとは駒を並べるだけという状態に至った。

　そして上位者である私が、盤の上に置かれた駒箱に手を伸ばしかけた瞬間。

「そうだ！　ちょっといいですか？」

　辛香さんが思い出したように叫んだ。

「……？」

　駒箱に伸ばそうとした手を止める。

　辛香さんは盤側に置いた鞄に手を突っ込みながら、申し訳なさそうな表情で、

「ごめんね空さん。一つ、お願いがあるんやけど」

「何でしょう？」

「この駒を使ってもいいかな？」

　鞄かばんから辛香さんが取り出した駒袋を見た瞬間──血が凍るような寒気を感じた。


　────『退会駒』。







「っ……！」



　その駒を見た時、私の心が初めて揺れた。頰を全力で張り飛ばされたような衝撃を受け、頭がぐわんぐわんと揺れる。

　かつて奨励会では……退会する際、激励の意味を込めて駒を贈ったという。

　私が奨励会に入会した頃にはもう無くなっていた風習だ。

　廃止された理由は定かではない。

　一説には奨励会員の数が増えすぎ、全ての退会者に駒を与える費用を賄まかなえなくなったからと言われている。

　しかしこの駒を喜んで貰もらう人間など果たしていたのだろうか？

　ある人物は受け取りを拒否し、ある人物は対局場にバラ撒き、またある人物は奨励会在籍中に付けていた棋譜きふノートと共に焼いたと伝わる。

　そしていつしか、退会駒の風習は消えた……。

　その風習がいつ消えたのか。不思議なことに、それは誰も知らない。

　夢に破れて奨励会を退会していく人々がそうであるように、ひっそりと、誰にも知られることなく……いつの間にか消えていた。

　けれどこの人は、その駒を今も持っている。

「いいかな？　そんなに悪い駒じゃあないと思うんだけどな」

　盤上にザラザラと散らされた駒。

　一枚一枚の角が丸みを帯びるほど磨き込まれたその駒を見て、私は辛香将司という人物の執念に圧倒されていた。

　──人当たりのいい中年男性。

　──一度は将棋の夢を諦めた元奨のアマ強豪。

　──その夢を諦めきれず再びチャレンジする、希望の星……。

　そんなイメージはもう塵ちりのように消えた。

　今、私と盤を挟んでいるのは……現役の奨励会員だ。


　退会してからもずっと奨励会という地獄に囚われ続ける────将棋星人。



「どうかな？　この駒、使ってもいいかい？」

　上位者を前にして、私は頷くしかなかった。


「…………どうぞ」



「ありがとう！」

　辛香さんはニッコリ笑うと、私の方へ王将を押し出した。


「…………」



　触れた駒は、驚くほどに冷たくて……。

　燃え上がっていた私の闘志を、じわじわと冷ましていく。

　対局が始まってからも、その駒に触れた私の指先は凍傷になったように凍いてつき、痺しびれ……少しずつ動かなくなっていった。

　冷たさはまるで毒のように私を冒して。


　その毒が全身に回る頃────私は駒を投じていた。






「うれしいです……！　ホンマに、うれしい……！　またこの舞台に戻ってこられたんやなって……いまはもう、胸がいっぱいです……！」

　目の前では、辛香さんが目頭にハンカチを押し当てていた。

　私が駒を投じた瞬間に報道陣が雪崩なだれを打って対局室に侵入し、バシャバシャとフラッシュを焚たいた。

　撮影するのは辛香さんよりもむしろ、上座で俯く私の姿……。

「ホンマ、ギリギリの戦いでした……最後の最後まで勝てるとは思えませんでした。指運ゆびうんの勝利やったと思います……今でも勝てたことが信じられへん……」

　辛香さんの言葉は、涙に語尾が震えている。

　盤側の万智さんがインタビューする声も聞こえた。

「辛香さんは奨励会を退会後、サラリーマンをしながらアマチュアとして腕を磨いてこられたわけですが……今後も将棋と仕事の両立を？」

「仕事はもう辞めました。続けながらやれるほど甘い世界やないことは、僕が一番よくわかってますから」

　きっぱりと迷い無くそう語る辛香さん。

　その言葉を聞いた瞬間、敗北の疵きずを抉えぐられたような痛みが走る。

　学校と将棋を両立させようとしている自分を、甘いと断罪されているように感じた。

「空さん、ありがとう！　次は三段リーグで戦いましょう！」


「…………はい」



　報道陣から握手する写真をせがまれ、私は盤を挟んだまま辛香さんの手を握る。

　その手は驚くほど乾いていて、冷たかった。


　──……私との対局で全く緊張しなかったってことか……。



『最後の最後まで、勝てるとは思えませんでした』

　大ウソだ。

　とっくの昔に勝利を確信して、このインタビューで何を言おうか考えていたのだろう。

　敗者を……私をどうやって持ち上げようかを。

「一局指しただけやけど、空さんの実力は本物です！　僕が三段リーグにいたころの三段よりよっぽど強い！　彼女なら絶対に史上初の女性三段になれるし、まだ十五歳なんやから史上初の女性プロ棋士だって夢じゃないと思います！」

　満面の笑みで心にも無いことを喋しゃべりながら、辛香三段は関西人らしくオチを付ける。

「ま、十四歳で三段になっても結局退会した僕が言ったところで説得力ないか！」

　ドッ！　と報道陣が湧いた。

　この人は私を持ち上げれば持ち上げるほど自分の価値が増すことを知っているのだ。空銀子に勝って奨励会に舞い戻り、そしてプロになる。そのストーリーが自分の商品価値を……プロとしての価値を増すと知っているのだ。

　見据えているのは三段リーグではなく、プロになった後。

　見ている地平がそもそも私とは違ったのだ。

　戦う前から勝つことだけを考えていた。私のメンタルが弱いことを見抜き、そこを突いて、予定通り勝つ。勝負師として完全に上を行かれた。

　──相手は昔、三段だったんだから……。

　そんなことを一瞬でも思った自分を殺してやりたかった。
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「ちちょー♡」

　金色の小さな天使がふわふわとこっちに駆けてくるのを、俺おれは両手を広げて受け止めた。

「はっはっは！　シャルちゃんは着物もすごく似合うねぇ」

「しゃうねー？　ちもにょ、らいしゅきなんだよー!!」

「似合ってる似合ってる。とってもかわいいよ？」

「ちちょ、だっこー」

「よーし！　ほら、高い高ーい！」

「きゃー♡♡♡」

　着物姿のシャルちゃんを抱き上げてメリーゴーランドみたいにクルクル回してあげると、嬉しそうに声を上げてくれた。振り袖がまるで天使の羽のよう。

　指し初め式の翌日。俺はＪＳ研のみんなと一緒に初詣へ出かけていた。

「シャルちゃんは日本の神社へ初詣に行ったことはあるのかな？」

「んーん。しゃう、はちゅもーではじめてなんだよー」

　それからシャルちゃんは頰を染めてモジモジしながら、

「あのねー？　しゃうねー？　はじめてだから……ちちょといっしょがよかったの！」

「そうだね！　俺もシャルちゃんと一緒で嬉しいよ♡」

　そう答えてあげると、シャルちゃんは「はわー♡」と幸せそうに笑ってくれた。

　やばい……かわいい……。

　こんな風にシャルちゃんと一緒に笑っていられるなんて、正月から本当に幸せだ。幸せすぎて怖いくらいだ。

「よかったですね師匠ししょう。シャルちゃんの初めてをもらえて」

　あいが笑顔で祝福してくれる。微妙に俺の足を踏んでいた。下駄げたで。

「ところで師匠？　知ってました？　わたしも師匠と初詣に行くの初めてなんですよ？」

　し、幸せすぎて……怖い……。

「九頭竜くずりゅう先生。明けましておめでとうございますです」

「あ……おめでとうございます、綾あや乃のちゃん」

　シャルちゃんに続いて、着物姿の貞任さだとう綾乃ちゃんも丁寧ていねいに挨拶あいさつしてくれる。

「ナース服も似合ってたけど着物も似合うねぇ」

「？　ナース服……です？」

「ああいや、こっちの話……」

　いかんいかん。また夢と現実をゴッチャにしてしまった……。

　話を逸そらす意味もあり、綾乃ちゃんの隣の子にも声を掛ける。

「澪みおちゃんも。明けましておめでとう」

「おっ、おめれとうございまひゅっ！」

　おや？　何だか返事が固いぞ？

　舌も回ってないし、最初に会った時みたいな反応だ。懐かしいけど……。

「九頭竜先生。今日はどこの神社にお参りするです？」

　綾乃ちゃんがウキウキと尋ねてきて、俺はシャルちゃんを抱っこしたまま小考する。

「そうだねぇ。大阪おおさかの初詣といえば住吉大社すみよしたいしゃか『今宮戎えべっさん』だけど」

「えふぇ……ちゃー？」

　シャルちゃんが俺の腕の中でぽわぽわと首を傾かしげた。かわいい♡

「『十日とおか戎えびす』っていうんだけどね？　一月九日から十一日にかけて『商売繁盛、笹持って来い！』っていう掛け声を聞きながら、無料で配られる福笹ふくざさに小判とか鯛とかを象かたどった『吉兆きっちょう』っていう縁起物を付けるんだ。で、それを持って帰るってわけ」

「「おもしろそう！」」

　京都きょうとに住んでる綾乃ちゃんや石川いしかわ県から来たあいが目を輝かせる。

　大阪は、何と言っても商売の街。

　だから人が集まるのも『商売繁盛』のご利り益やくがある場所だ。住吉も今宮戎も開運招福・商売繁盛の神様。百万人単位で参拝客が訪れる。

「けど、あんま混雑するような所へ行くと危ないからね。今日は近所の神社にしておこう」

「「はーい！」」

　抱っこしていたシャルちゃんを降ろして手を繫つなぐと、俺達は神社に向かって歩き始めた。


「……っ！」



　あいが、シャルちゃんと繫いでるのとは逆の手をすかさずキープしてくる。

　他の子に師匠を取られまいとする一番弟子でしの独占欲だろうか。こちらとしても、そんな幼い弟子が自分を慕ってくれるのは嬉しい。

　けど。

　──もう一人前の女流棋士きしなんだ……そろそろ師匠おや離れしてくれないと……。

　先頭を歩く綾乃ちゃんが振り返って言う。

「東とう京きょうの将棋会館だと隣が神社だから便利です」

「そうだね。昨日の指し初め式は、夏休みにみんながお参りした将棋堂も開放されて、プロ棋士や女流棋士が参拝したっていうし」

　東西の指し初め式の様子は、さっそく連盟のＨＰにアップされていた。

　そんな純和風の行事にも中世ヨーロッパの宮廷きゅうていから「ハロー」と飛び出してきたような格好の歩夢あゆむと釈迦堂しゃかんどさんは水に浮かべたコルク栓みたいに浮きまくってたんだが……。

　ちなみに今月は釈迦堂さんの女流名跡みょうせき防衛戦が始まる。

　そのことで歩夢に『師匠の勝利をお祈りしたか？』と軽い感じで尋ねたところ、

『ふっ……我にとって神とは祈りの対象に非あらず！　ただ乗り越えるためだけの指標に過ぎぬ！　そもそも我が師マスターの勝利は既に約束されし運命の一つ。祈りを捧げる必要など全く無い……が、戯たわむれに賽銭さいせんなど放り込んでやったわ！　戯れに、な！』

　という本年も変わらぬウザいメッセが来た。結局祈ったんかい。

「あっ！　神社が見えてきたです!!」

　いつもは人も少ない小さな神社だけど、さすがに正月はごったがえしている。

　みんなで並んで参拝してから、俺は手を叩たたいてこう言った。

「よーし！　みんな、おみくじを引こうか！　先生のオゴリだ!!」

「「わーい!!」」

　子供にとって初詣の最大の楽しみは『おみくじが引ける』ってことだろう。

　俺や姉あね弟子でしも師匠と初詣に行ってはおみくじをねだったものだ。

　ちなみに師匠は勝負師だけあって験げんを担ぐ傾向があり、おみくじは大吉が出るまで引き続けるタイプ。こういう棋士は割と多い。

　俺は出た運勢はそのまま受け容れるタイプで、姉弟子は俺より悪い運勢が出た場合は俺のおみくじを強奪するタイプだ。鬼やね。

「やったー！　あい、大吉だったよー！」

「しゃう、きてぃだったよー？」

　おみくじの結果に一喜一憂いっきいちゆうするＪＳ達。特に『勝負』や『恋愛』が気になるらしい。あいが『出産』にまでこだわっていたのが気になるところだが……。

「さて、俺はどんな運勢かな？」
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「これは……『吉』？　なのか？」

　吉だとしたら縦棒が消えてる。印刷ミス？　これって運勢的にどうなんだろう？

　大吉を見せびらかしに来たあいが、首を傾げている俺の腕の中に自分の頭をすぽっと潜り込ませながら、

「師匠？　どうなさったんです？」

「ああ。多分、印刷ミスか何かだと思うんだけど──」

「えっ!?」

　ん!?　ど、どうした!?

「す、すみません……横から見たら、その……カタカナで『ロリ』って書いてあるみたいに読めて……」

「おわっ!?　ま、マジだ……傾けるとロリって読める!!」

『吉』から縦棒を一本取っただけで『ロリ』になるとは、正月早々大発見である。

　まさか……神様までも俺のことをロリコンだと言うのか!?　他の運勢が適当なのに縁談だけ『幼いほどよし』とかやたら具体的だし！

「ろりー？　ちちょ、ろりってなぁに？」

　キミのことだよ！　とは口が裂けても言えない。

　綾乃ちゃんが、微妙に俺と距離を取りながら遠慮がちに尋ねてくる。

「あ、あの……九頭竜先生？　もう一度引かれますです？」


「………………遠慮しとくよ」



　また変なの引くとイヤだし、このおみくじはこのままこの神社に納めて、日を改めて別の神社でおみくじを引こう……。

「そ、そうだ！　おみくじはやめて、絵馬えまを書こう！」

　話題を変えるために人数分の絵馬を買い、それから油性ペンも借りる。

　みんなに配るとおみくじ以上に喜んでくれた。さっそくペンを走らせている。

　むしろ問題は俺だ。

「うー……ん？　何て書けばいいのかなぁ？」

　防衛戦の前なら『竜王防衛！』と書けばいいけど、それも終わった直後。

　直近の目標といえば順位戦昇級なんだろうけど……竜王ともあろう者が最下層のＣ級２組からの昇級を一年の目標ってするのも何だかショボい感じがするしなぁ……。

　どうも最近は、胸にぽっかり穴が開いたみたいだ。

　考えても眠気ばかりが湧いてくるし、とりあえず『一門全員が健康でいられますように』と当たり障さわりのないことを書いておいた。

　あいは『師匠とずっと一緒にいられますように♡』。

　綾乃ちゃんは『研修会で昇級できますよう』。

　シャルちゃんは『ちもにょたくしゃんきう』。どうやら着物がすごく気に入ったみたいだ。

「ちちょー。かいたえま、どうすぅの？」

「神社に奉納するんだ。ほら、あそこに掛けるんだよ」

「……しゃう、とどかないよー？」

「じゃあ抱っこしてあげよう。そーれ！」

「わぁー♡」

　シャルちゃんを抱き上げる。こういうのは自分の手で奉納しないとご利益ないって言うしね！　必要な措置そちだね！

「はいはいはい！　師匠！　あいも届きません！」

「え？　けど同じくらいの背の綾乃ちゃんは届いて──」

「届きませんっ!!」


「…………ソウダネー」



　十歳の弟子を抱き上げる。そんなに重くないからいいんだけどさ……。

「澪ちゃんは何て書いたです？」

「え!?　み、澪は……内緒！　内緒だよ！」

　ちょっと離れた場所でモジモジしている澪ちゃんに綾乃ちゃんが声を掛けると、澪ちゃんは慌てて絵馬を背中に隠して、

「ほ、ほら！　こういうのは人に言わないほうがご利益がありそうじゃん!?　あ、あはは」

　普段なら「見せて見せてー！　あ、澪の絵馬はこんな感じなんだけど～」とか言いながら他の子のを無理やり見ようとするくらいのことはしそうなものだけど……。

　俺は腰を屈めて綾乃ちゃんに耳打ちする。

「……澪ちゃん、何かあったの？」

「……今朝からソワソワしてたです。今日はずっと変なのです……」

　澪ちゃんは結局、誰にも見られないよう一人だけ離れた場所に絵馬を奉納していた。
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　初詣が済むと、今度は俺のアパートで『初ＪＳ研』だ。

「「おじゃましまーす!!」」

「えへへ♡　いらっしゃいませー」

　鍵を開けて一足早く入ったあいは、三つ指ついてみんなを迎える。

　去年あいが来るまでこの部屋はムサ苦しい奨励会員や若手棋士の溜たまり場だった。鏡洲かがみずさんや創そう多たと徹夜で将棋を指したりバカ話をしたりしてて……この部屋に来る女子なんて姉弟子くらい。それが今やＪＳあふるる花園だ。

「……たった一年で変わるもんだなぁ」

　ご近所さんからは相当いろいろなアレを言われてるだろうけど目の前ではしゃぐＪＳの姿を見ればそんなアレも気にならない。はいはい俺ロリコン俺ロリコン。

「ねえみんな！　竜王戦でハワイとかあいの実家に行った時の写真があるけど……見る？」

「「見たい見たいー!!」」

　あいが操作するタブレットの周りに集まって、キャッキャウフフとお喋しゃべりの花が咲く。

　こりゃもう将棋の研究会じゃない。女子会だ。

　しかも平均年齢ヒトケタの幼い女子会。『幼女子会』である。

「ま、今日くらいはいいか」

　俺は苦笑しつつ、キッチンに回って飲み物とお菓子の用意をしてあげる。確かまだハワイ土産みやげのクッキーとかが残ってたはず。

「ハワイのドレス、すっごくかわいいです！」

「えへへ♡『むーむー』っていうんだよ！　綾乃ちゃん、あとで着てみる？」

「いいんです!?」

　清滝きよたき師匠のお小遣いで買ったムームーのことか……孫まご弟子でしやそのお友達にこんなに喜んでもらえるならきっと師匠も本望だろう。スマホゲームに課金するより遙かに有意義だ。

「こっちのお着物も、とっても綺き麗れいです！」

「これはあいの実家でした前夜祭の様子だね！」

「前夜祭というより、まるで披ひ露ろう宴えんみたいです……素敵……♡」

「もぉ～♡　綾乃ちゃん、それは言い過ぎだよぉ♡♡♡」

　確かにあれは前夜祭というより披露宴だった。思い出すだけで変な汗が出る……。

「しゃうもね？　ちちょとけっこんちきで、ちもにょきうー！」

「そうだね！　どこで式を挙げようか？」

　キッチンからダッシュで和室に戻った俺は、未来の妻を抱き上げてくるくる回しながら式のプランを検討する。

　弟子入りを断る代わりに俺はシャルちゃんをお嫁さんに迎えると約束した。

　弟子は二人とも一人前の女流棋士になったし、そろそろシャルちゃんのことも真剣に考えてあげないといけないよね！

「ハワイで泊まったホテルには教会も建ってたし、あそこで誰にも邪魔されず二人だけの結婚式を挙げるのも──」

「師匠？　六歳児とお式を挙げられる場所なんて、この世界の片隅にだってありませんよ？」

「あっハイ」

　あいちゃん笑顔だけど笑顔じゃないこわい。

　そんな賑やかなＪＳの中で、


「…………」



　ただ一人、澪ちゃんだけは輪から外れた場所でずっと俯うつむいて黙り込んでいた。

「どうしたんだい澪ちゃん？」

　さすがに心配になった俺は、隣に座って話しかける。

「朝からずっと静かだけど、体調が悪いのかな？　それとも何か悩みがあるの？」


「………………あのぉ……実は……」



　澪ちゃんはしばらく言うか言うまいか迷うように口元もモゴモゴさせてたけど、最終的には俺の目を見て、

「み、澪……女流棋士になりたいんですっ!!」

　一気に叫んだ。溜めていたものを吐き出すように。


「あのっ、澪……この前の竜王戦で、くじゅるー先生と名人の将棋をネットで見てて……自分もこんな勝負ができたらって！　あんなすごい将棋は指せないってわかってるけどっ！　でもなんか、胸が熱くなっちゃて…………なりたいんです！　女流棋士にっ!!」




「…………そうだったんだね……」



　やけに一生懸命お祈りしたり、絵馬を他のみんなに見せようとしなかったのは、これが理由だったのか……。

　突然の告白に対し、他の子達の反応も様々さまざまだ。

　あいは純粋に驚いたような表情を浮かべている。

　綾乃ちゃんは『やっぱり……』といった表情だ。シャルちゃんはポカンとしたまま、どちらかといえばクッキーの最後の一枚を食べたそうな表情をしていた。かわいい。

　俺はといえば……ちょっと泣きそうになっていた。

　自分の将棋を見て何かを感じてもらえて、それで嬉しくないわけがない。

「だからその……どうやったら早く女流棋士になれるのか、先生に相談したくて……もっともっと強くなるために何をやったらいいかとか……」

「澪ちゃんはまだ小学四年生だろ？　それで有段者なんだから十分な実力だと思うよ？」

「け、けど！　もうすぐ五年生になるし……それに……」

「それに？」


「…………あいちゃんや天てんちゃんは、もう女流棋士になってるし……」



　あいも天衣あいも研修会に入会したのは澪ちゃんよりも後。

　あいに至っては将棋を始めてまだ一年ちょっとだ。

　自分とは才能が違うからと割り切れるほど、澪ちゃんは大人じゃない。客観的には決して追いつけないと思えるほど力の差がある相手に対しても嫉妬しっと心を抱き、挑戦したいと口にする。

　無謀かもしれない。

　けれど俺は、そんな気持ちを澪ちゃんが持っているからこそ、女流棋士を目指すことができるんじゃないかと感じた。だから──

「……うん。澪ちゃんの気持ちはわかりました」

　居住まいを正して彼女と向き合うと、

「でもまず知っておいて欲しいのは、早く女流デビューすることが全てじゃないってこと。焦ってもそれで強くなれるわけじゃないということは理解して欲しい」

「……？」

「あいは事情があって早めに女流棋士の申請をしたけど、余裕があるならもうちょっと待ってからデビューさせたかったのが本音なんだ」

「ええ!?　ど、どうして……？　早ければ早いほうがいいんじゃないんですか？」

　澪ちゃんはびっくりしている。あいもハッと俺を見た。

　確かに、この世界で最もわかりやすい才能の指標しひょうは『若さ』だ。

　天衣の『史上最年少女流棋士記録』が持て囃はやされていることからも、すぐにデビューしたくなっちゃうのが当事者としての心情だろうけど──

「プロも女流も、公式戦での成績が悪いと引退しなきゃいけない。知ってるよね？」

「もちろん……はい」

「男鹿おがさんのことは知ってるかな？」

「メガネの女の人ですよね？　会長の秘書の」

「そう。男鹿さんは今は連盟の職員だけど、元は女流棋士だった」

　男鹿ささり女流初段。

　あの人がなぜ引退したかというと──

「中学一年生でデビューしたはいいけど、明らかに実力が足りなかった。おまけに学校に通いながらだったから将棋の勉強も十分にできなくて……連盟への就職を機に引退を決めたんだ」

　規定上はもう少し現役を続けられた。

　しかしもともと月光つきみつ会長に憧れて女流棋士を目指した男鹿さんにとって、連盟職員として会長の近くで働けるのであれば女流棋士の身分にこだわる必要はない。実にあっさりと勝負の世界から足を洗った。

　かくして六年間の現役生活の末、女流一級で引退。規き程ていにより女流初段を贈られた。

「女流棋士が大変なのは、プロ棋士みたいに対局の機会が多くないっていうのもあるんだよ。公式戦が少なければ実績を上げるチャンスも少ないし……何より、強くなれる機会が少ない。だから生き残りたかったら、強くなってから女流棋士になるしかないんだ」

　プロの世界では、チャンスは有限。

　そのチャンスをどうモノにするかも勝負師として重要な資質だ。

　俺なんかその典型例だろう。竜王戦だけに勝ち星が集中したからこそタイトル保持者ホルダーになれた。もし全ての棋戦で満遍まんべんなく星を散らしていたら単なる雑魚ざこでしかなかった。チャンスを活かしたからこそ雑魚が最上位に立てたのだ。

　この世界ではそれが『勝負強さ』と呼ばれる。

　結果が全ての将棋界では結果を出すことこそが強さなのだ。

　たとえそれが、将棋の神様の気まぐれによるものだとしても……。

「澪ちゃんが本気で女流棋士になりたいと考えているなら、俺はこれから厳しいことを言う。受け止められるかい？」


「…………はい！　聞かせてください!!」



　しっかりと正座をして、澪ちゃんは俺を促す。

「澪は……澪は、くじゅるー先生の全てを受け止めてみせますっ!!」

　よし。

　澪ちゃんの覚悟が本物だと確信した俺は、自分の意見を述べた。

「日本一になりなさい」

「にっぽん……いち？」

「小学生名人戦は知ってるね？」

「は、はい……」

「小学生で無理なら、中学生でも高校生でもいい。とにかく学生のうちにアマチュア女子で日本一になりなさい。トーナメントを勝ち抜ける強さを手に入れることができたら、きっと女流棋士としても通用するから」

　プロ棋士を目指す奨励会は小学生での入会が主流。

　だから小学生名人は別として、プロを目指す人間が学生将棋でどれだけ結果を出そうと評価されることはない。

　しかし女流棋界では、中学や高校時代はアマチュアで活躍してから女流棋士になる人が多かったりする。研修生は身分としてはアマに分類されるため、研修会で腕を磨きながら対局の場を求めてアマ棋戦に出場するということもできるのだ。

「俺の見立てだけど、今からしっかり勉強すれば澪ちゃんなら必ずアマチュア女子で日本一になれるはずだよ」

「く、くじゅるー先生……！」

「もちろん、師匠の暮坂くれさか先生ともよく話し合って決めること。プロの世界に入るなら師匠の言うことは絶対だからね。本来ならまず暮坂先生に相談を──」

「せっ……先生！」

「うん？」

「すきですッ!!」

「ええ!?」

　相談に乗ったらＪＳに告こくられた!?

「よぉーし！　みんな、早く将棋指そうよっ!!」

　いきなりのことで固まっている俺をよそに、澪ちゃんは着物の袖をまくり上げて将棋盤を引っ張り出した。

　最近届いたあの盤だ。

「澪、もっと強くなる!!　もっともっと強くなって日本一にならなくちゃいけないんだもん!!」

「そうです澪ちゃん！　その意気です!!」

「しゃうも、ふりゃんしゅいちになぅよー！」

「よっしゃー！　シャルちゃん、澪と二人で日仏制覇だーっ！　おーっ!!」

「おー♡」

　目標を見つけたことで、澪ちゃんからは迷いが消えた。

　さっきまでと何かが変わったわけじゃない。強くなったわけでもない。

　けど何も決意をしなかった澪ちゃんと今の澪ちゃんなら、一週間後、一ヶ月後、一年後には大きな差がついているはずだ。

　目指すものが明確になることで、人は輝きを増す。

「……眩まぶしいな、小学生は」

　輝きを取り戻した澪ちゃんの笑顔を眺めながら、俺はそう呟つぶやいていた。

　澪ちゃんは目標を見つけた。

　──じゃあ……俺の目標は？

　名人に勝ち、竜王位も防衛した。その俺が次に目指すべきものとは……？

　将棋を憶おぼえてから初めて感じる漠然とした不安に近い感情に怯おびえる俺の横で、あいもまた漠然とした不安に怯えているようだった。


「…………澪ちゃん……どさくさにまぎれて師匠のこと好きって…………やっぱり澪ちゃんも師匠のことを…………また増えちゃった…………師匠のだらぶち………………！」



　……なんで俺にヘイト溜めてんの？

「ま、まあまあみんな！　そろそろ将棋を指そう！　研究会なんだから！　な!?　なっ!?」


「むぅぅ～～!!」



　あいはハリセンボンみたいにトゲトゲぷくぷく顔を膨らませてたけど、

「澪ちゃん！」

「うん！」

「負けないからねっ!!」

「うん!?」

　謎の宣言をして澪ちゃんと盤を挟んだあいは、駒箱を開けて王将を取ると、いつも以上に気合いの入った手つきでそれを持ち上げ──

　バヂンッッ!!

　と、挑戦状を叩きつけるように王将を盤に打ちつけたその瞬間。


　ピッキ────………………ンッッ！



「わっ！」

　耳慣れない音が鳴り響き、澪ちゃんは座布団の上で正座したままジャンプする。

　そして将棋盤を指さして叫んだ。


「あ、あいちゃんが……将棋盤を割っちゃった────ッ!!」




「「ええ────っ!?」」



　驚いて盤面を覗のぞき込むと……確かに割れてるぅぅ！

　必要以上に気合いが入ってはいたけど、まさか盤を割るとは……。


「もっ…………もうしわけございませ──────んっっっ!!」



　土下座どげざしたまま後ろ向きに座布団から飛び退のいて、あいは俺に謝罪する。涙声だ。

「わ、わたし……とんでもないことを……！　あたらしい盤なのに……」


「ん～～……」



　俺は傷を触りながら破損の程度を確認しつつ、

「……これはもう使えないなぁ」

「ひっ」

　あいはしゃっくりみたいな声を出した。

「ひ……ひひょう？　このしょうぎばんって……たしか……しゅごいおねだん……？」

「んー？　天てん地ち柾まさの日向ひゅうが榧かやで七寸盤だからね。どんなに安く見積もっても五百万くらいは……」

「はわわ……はわわわわ……!!」

「どうすっかなぁ？　まぁまずは傷の写真を撮ってあの人に確認してもらって……店に送り返して……」

「ごめんなさい！　もうしわけございませんっ！　あいが……あいが乱暴に扱ったばっかりにそんな高価な将棋盤を使い物にならなくしちゃって!!」

「ん？　いや、使い物には──」

「も、もう……からだでおかえしするしか……！」

　ぬぎっ。

　あいは俺の言葉を聞く前に着物を脱ぎ始めた！

　そんなあいの行動に呼応するかのように、

「じゃ、じゃあ澪も！　からだでお礼をしますっ!!」

　ぬぎっ！

「澪にだって責任あるし……それにさっき、くじゅるー先生には超お世話になったしっ!!」

　澪ちゃんは勢いよく立ち上がると、帯を引っ張って自ら「あーれー」とか言いながらクルクル回って脱衣開始。

　楽しそうなその姿に共鳴したのか、

「しゃうもー！　しゃうもちちょにおりぇいしゅうよー」

「ええ!?　だ、だったら……うちも……？」

　ぬぎぬぎっ。シャルちゃんと綾乃ちゃんも脱衣を開始する。ええええ!?


「ちょ、ちょっとみんな待って！　脱がないで！　着物は一度脱いだらもう着られないから脱がないでぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっ!!」



　初詣、初研究会、そして初脱ぎ……。

　初めて尽くしのお正月はＪＳの脱衣という謎の結末を迎えたのだった。
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「……ってことが昼間にあってさぁ～。困っちゃうよなぁ～？」

「正月早々ロリコン変態自慢？　耳が腐るからやめてくれない？」

　指導対局の感想戦をしながら初ＪＳ研の話をすると、夜叉神やしゃじん天衣はそう吐き捨てた。

　今日は今年初レッスン。

　雇い主でもある天衣のお祖父じいさんに年賀の挨拶をするのも兼ねて、久しぶりに六甲ろっこう山麓さんろくの夜叉神邸にお邪魔していた。

　指し初め式でも会ってるから、天衣と会うのは久しぶりってわけでもない。

　けど、それ以前……竜王防衛戦の頃は全くといっていいほど会ってなかった。終わってから女流申請の事務処理をするために会って、俺のタイトル防衛についても「勝ったんだ？　ふーん」だけ。

　好意的に捉えれば、忙しい師匠を気遣ってくれてたんだろう。

　まあでも単に会うのが面倒だったんだろうなぁ……。

「……あいは師匠離れができなくて困るけど、天衣おまえは逆に離れ過ぎちゃってるのが心配だよ。意地を張らずにもっと師匠おれに甘えてくれていいのに」

「ありえないから」

「おう……」

「前も言ったと思うけど、私は競争相手と馴れ合うつもりはないの。女流棋士として最低限の義務は果たす。けど、それ以外は自由にさせてもらうから」

「つれないなぁ。会長を振ってまで俺の籍に入ってくれたじゃないか」

「家族ゴッコに興味はないわ」

　天衣はバッサリ切り捨てる。

「指し初め式でも感じたけど、確かに関西は関東に比べてファミリー感が強いと思う。でも結局は競争の世界でしょ？　互いに仲良く助け合うなんて、そんなの欺瞞ぎまんよ。他人を蹴落とす罪悪感を誤魔化ごまかしてるに過ぎないわ」

「家族ゴッコ、ねぇ……」

　師匠として、この頑かたくなな態度は不安だ。

　確かに天衣の態度は勝負師として一理ある。昔はそれでよかった。

　けど共同研究が当たり前になった現代において完全な一匹狼は『研究グループ』という群れに駆逐される運命だ。

「……もっとも、最近はまた少し様子が変わりつつあるが……」

「何が変わったって？」

「ん？　いや……」

　言葉を濁すと、俺は孤高を好む天衣の性格について再び考える。

　この子が『家族』という言葉に過剰に反発するのは、もしかしたら、両親を失ったことが関係しているのかもしれない。

「ところでさ。女流棋士になったことをご両親には報告したのか？」

「お墓参りには行ったわ」

「そうか……何か言ってくれたか？　おめでとう、とか」

「別に何も言わないわよ。霊魂れいこんとか存在しないし」

　肩をすくめて天衣は言う。

「あるのは生きていた痕跡こんせきだけ……思い出とか、遺品とか」

「ご両親の遺のこした棋具きぐなんかはないのか？　将棋盤とか駒とかさ」

「お祖父さまが全て処分してしまったわ。それを使うと、私が悲しい顔をするからって」

「じゃあ今の盤駒ばんこまは──」

「新しく買ってもらったの。使い心地は変わらない」

「そうか……」

「盤駒だけじゃないわ。棋譜きふや研究ノートなんかも棺ひつぎに入れて全部一緒に焼いちゃったみたいね。私は葬儀の前後のことをほとんど憶えていないんだけど、知りたいのなら晶あきらにでも──」

「あ、いや！　悪かった」

　つらい記憶を思い出させてしまったことを謝ると、俺はすぐに話を変える。

「そうそう！　女流棋士になったことだし、何かお祝いを──」

「いらないわよ別に」

「そうか？　たとえば記念に盤駒とかどうだ？」

「盤駒だけ良くなっても将棋が強くなるわけじゃないでしょ？」

「いい盤駒を揃えると、使わないともったいないと思うから将棋が強くなるんだぞ？」

「関係ないわよ。今だって毎日勉強してるんだから」

　確かに……。

「私は強くなりたいの。才能や実力は他人からプレゼントしてもらうようなものじゃない。だから何もいらない」

「そうか。おまえは強くなりたいんだな？」

　俺は駒を片付けながら頷うなずくと、

「なら、そろそろ『デビュー』させてやろう。もうその資格はある」

「？　女流デビュー戦なら、まだ先だったと思うけど？」

「公式戦の話じゃないよ」

　ニヤリと笑い、俺は言った。

「棋士や奨励会員しか入れない特別な場所──関西将棋会館の『棋士室』に連れて行ってやる」
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「やあ。銀ぎん子こちゃんおはよう」

　階段を使って連盟の三階に上がると、初老の男性に声を掛けられた。

「峰みねさん……おはようございます」

　関西将棋会館で最も古株の職員さんだ。

　私や八や一いちが小さな頃からずっとニコニコ見守ってくれてる人で、私達はこっそり《校長先生》と呼んでいる。

「早いね。今日は何の記録？」

「順位戦です。Ａ級の」

「それは遅くまでかかりそうだねぇ」

　労いたわるように峰さんは言った。

　先日の編入試験で不出来な将棋を私が指したことはもちろん知ってるはずだけど、それには触れない距離感がありがたい。

　奨励会員の仕事で最も重要なものは『記録係』だ。

　プロや女流棋士の公式戦は必ず誰かが棋譜を取る。その棋譜を取る人間が記録係。

　他人の対局を盤側からただ観ているのは退屈だし、将棋指しとして屈辱を感じることもあるけど、その一方で昔から最高の修業方法であると考えられてきた。

　対局者の息づかいを感じながら、対局者と同じように考える。

　その対局者が強ければ強いほど得られるものは多く、おまけに対局終了後の感想戦では対局者同士の検討に加わることができるという特権すら与えられる。

　関東と比べて対局数が少ない関西では、記録の仕事は争奪戦。もったいなくて退屈なんてしてられない。

　それに記録係は単に棋譜を取るだけじゃない。持ち時間の管理、秒読み、対局前後の準備とそれなりに忙しい。最近は棋譜もタブレット入力するから電子機器の知識も必要だし……。

　辛から香こさんに負けた二日後。

　私は記録係をするために再び連盟へ来ていた。強くなるために。

「今日の対局は絶対に記録を取りたかったんです。みんな取りたがったから最後は振り駒で決めて……」

「生石おいし先生の対局だろう？　《捌さばきの巨匠マエストロ》は大人気だからね。もうすぐ玉将戦の防衛戦が始まるけど、その記録係もすぐに埋まったから。銀子ちゃんも生石さんが目当てかい？」

「……はい」

　頷く時、私は一瞬だけ目を伏せた。

「生石さんの相手は誰だっけ？」

「帝位です」

「ああ……あの人か」

　峰さんは少し困ったような表情を浮かべる。

「うん、それは大変な対局だ。帝位は……こう言っては失礼かもしれないけど、何を考えてらっしゃるかわからないところのある方だからね」

「……失礼のないようにします」

「今日の記録が銀子ちゃんでよかったよ。美味おいしいお茶を淹いれてくれるから」

「ありがとう……ございます」

　関東は大量に作り置きしたお茶を出すけど関西では記録係が自分でお茶を淹れるから、誰が淹れるかで味の差が激しいのだ。ヘタだと何度も淹れ直しを要求されることもあるし、対局者が自分で淹れてしまったこともあった。

　ただ……『お茶が美味うまい』と褒められるのは複雑だ。

　昇段スピードが早ければ早いほど記録を取る機会は減り、お茶を淹れるのがヘタなままプロになるから。八一は典型的なそのパターン。

「ところで今日は平日だけど、学校はいいのかい？」

「創立記念日なんです」

「そう。銀子ちゃんの学校は創立記念日が年に何日もあるんだね」

「……今日は本物ですから」

《校長先生》にかかれば、私のウソなんか最初からお見通しだ。

　それでも見逃してくれるのは、将棋に対する私の姿勢を評価してくれてるから。

　関東ではこういうのは許されなくなってきてると聞くけど、関西はまだ、気合いや根性を重視する泥臭い気風が残っている。

「それじゃあ、準備がありますから」

「うん。頑張って」

　峰さんに頭を下げると、私は五階の対局室へ。

　御上段の間の中央に盤駒や座布団を準備して、盤側には記録用の長机も設置する。非力な私には結構な重労働だ。

「ふぅ……これでよし」

　その後、記録用紙や持ち時間の早見表、タブレット等の記録グッズを準備。

　最後の仕上げは駒磨きだ。

　よく乾いた布で駒を一枚ずつ磨く。

　最初は、上位者の使う王将から。そして次は玉将……というように、磨く順番もちゃんと決まってる。別に順番を守らなくても、誰かが見てて叱られるわけじゃないけど。

「でも……将棋の神様は見てるから」

　ほぼ無意識にそう唱えながら、表と裏だけではなく全ての面を磨いていく。

　駒を磨き終わったら、次は盤も同じように磨く。

　決して上かみ座ざ側からではなく、下しも座ざ側に座って。……将棋の神様は見ている。

　そして綺麗になった盤の上に駒箱を置いた時、背中に人の気配を感じた。

「あっ！　……おはようございます」

　慌てて振り返ると、私はその場から退のいてお辞儀をした。

　それを見下ろす長身瘦そう軀くの男性。

「……」

　その人は小さく無言で会釈えしゃくだけすると、次の瞬間には私の存在など一切忘れたかのように、さっきまで私がいた場所に……下座に腰を下ろした。





『帝位』────於鬼頭おきと曜よう。






　関東所属なので直接会うことは極めて稀まれ。

　だけどもちろんその顔は、それこそ物心つく前から知っている。

　将棋界に存在する七大タイトル。その一冠『帝位』を保持する人物にして、Ａ級にも在位する超トッププロ。

　Ａ級在位やタイトル保持が当たり前とされる『Ｓ級』棋士の一人であり、あの名人の次に棋界の覇権を握ると考えられていた、天才の中の天才。

　だがこの人は一度、その地位から転落した。

　タイトルも、Ａ級の地位も、プロ棋士としてのプライドも信用も、文字通り全てを失い……命すらも失いかけた。

　そして甦よみがえった。

　それどころか以前よりも遙はるかに強くなって、しかし以前よりも遙かに多くのものを失って、このＡ級の座に戻って来たのだ。

　まだ対局開始まで三十分以上もある。私は息苦しさを覚え、理由をつけて席を外した。

「……お茶をお淹れします」

　返事は無い。


　──……評判通り、無口な人。



　対局室を出て給湯室へ向かいながら、障子の隙間から帝位の背中を見る。

　盤の前に無言で座る帝位は、まるで機械のように静かに思考を開始しているようだった。

　生石先生の将棋じゃない。

　私は今日、この人の将棋を、最も近い場所で観たかったのだ。

　そこに強くなる方法が……人類を超える方法が隠されているはずだから。
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『公園デビュー』ってのがある。

　単に子供を公園に連れて行くってだけのことなんだが、これに失敗するとその後の人間関係形成にとって大きなマイナスとなる、子育て中のママさんにとっては超重要なイベントだ。

　俺もまた、そんな超重要なデビューの日を迎えていた。


「だ、大丈夫かなぁ……？　大丈夫かなぁ……？」



　小学校が終わるくらいの時間からずっと気を揉もみつつ連盟一階のエントランスでウロウロしていると、ちょうど階段を使って降りてきた女性に声をかけられる。

「どうなさったんです九頭竜先生？　いつにも増して挙動不審な感じですけど」

「く、鵠くぐいさん……」

　観戦記者の鵠さんだ。

　その正体は女流タイトル保持者にして《嬲なぶり殺ごろしの万智まち》の異名を持つ供御飯くぐい万智山城やましろ桜おう花かに他ならない。

　普段は「どす」とか「おざります」とか妖しげな京言葉を操る人気女流棋士なんだが、観戦記者としての仕事がある日はビシッとスーツで標準語な常識人になるため俺としては常にこの状態でいて欲しい。スーツだと巨乳も強調されて見応えがあるし……じゅるり。

　おおっと！　今はそれどころじゃなかった。

「じ、実は今日……弟子を初めて棋士室に連れて行こうと……」

「あー『棋士室デビュー』。それはそれは」

　同情するような表情で頷く鵠さん。

『棋士室』とは、連盟三階にある細長い部屋のこと。

　そこはプロ、女流、奨励会員、それから観戦記者だけが使用することを許された自習室のような場所。

　朝早くから夜遅くまで若手がぶつかり稽古を繰り返す修業の場であると同時に、貴重な交流の場でもある。

「お弟子さん、女流棋士になられましたものね。棋士室に出入りする資格は得ましたけど……とはいえ実際あの部屋に出入りしても、将棋を指してくれる相手がいないとあまり意味がありませんしねぇ」

「そう！　そうなんですよ！」

　女流棋士になれば棋士室に出入りするのは自由。

　だけど居場所があるかはまた別だ。

　公園と同じで、そこにいる人々に受け容れられなければ何の意味も無い。俺としては弟子達が一人で修業に行けるような状態を作ってやりたいんだけど……。

「鵠さんはどうでした？　上手うまくいきました？」

「私はすんなりいきましたね。棋士室に出入りしてた奨励会員の方々は、子供教室とか研修会で教えてくださってた方が多かったので」

　奨励会員は基本的にバイト禁止。

　だが連盟から紹介される、将棋に関する仕事はその限りではない。

　そのため子供教室の講師や各種将棋イベントの手伝い、道場や売店のアルバイト、研修会での指導など、連盟で将棋を指していれば何かしら奨励会員との接点はできる。

　ただ……あいと天衣は例外だ。

「雛鶴ひなつるさんと夜叉神さんは連盟に通うようになってから女流棋士になるまで一年未満と超短期間でしたからね。奨励会員と知り合うような機会もなかったでしょう」

「そうそう！　そうなんですよ！」

「しかも竜王が何から何まで過保護に構い過ぎましたから。師匠おや離れは難しそうですよねぇ」

「そ、そう見えました……？」

「見えましたとも」

　鵠記者は力強く断言した。

「むしろ竜王があれだけ猫かわいがりしてる弟子と勝手に話したり将棋を指したりしたら竜王ししょうの逆鱗げきりんに触れるんじゃないかと怯えている奨励会員もいるくらいです」

「お、俺の存在が……弟子の棋士室デビューを阻んでいると……？」

「それだけロ……じゃない。弟子を大事にしてると思われてるんじゃないですか？」

「今ロリコンって言いかけたでしょ!?　まさか奨励会員はみんな俺のことロリコンって思ってるんですか!?」

「ところで竜王の棋士室デビューはいかがでした？」

　鵠さんは露骨に話を逸らす。

「俺？　俺は鏡洲さんとかが優しくしてくれたから上手くいったんですけど……」

「誰か失敗したデビューがあったんですか？」


「…………姉弟子が……」



「ああ……そうでしたね……」

　姉弟子が棋士室を初めて訪れたのは四歳の頃。十年以上前だ。

　当時はまだ棋士室の雰囲気も緩いところがあり、奨励会員や若手棋士の修業の場というよりは休憩室のような感じだった。練習将棋もやってるが、その隣で世間話をしたり野球中継を観てるような……だから姉弟子は俺と一緒に師匠に連れられて、ちょっと見学するような感じで棋士室を訪れた。すごくドキドキしたのを憶えてる。

　俺は男の子ということもありすぐ相手を見つけて駒落ちで将棋を教えてもらった。関西奨励会名物の十秒将棋。もちろんボコボコにされたけど、すげー楽しかった。

　けど女の子で、しかも極度に人見知りする姉弟子は上手く馴染めなかった。

　師匠の後ろに隠れて気の立った猫みたいに周囲を威い嚇かくし、珍しく棋士室にいた生石さんに向かって『おまえ、生石か？』と食ってかかって『うちの師匠をいじめるな!!　振ふり飛車びしゃなんて消えてなくなれっ!!』と言い放ったのがこの時だ。

　みんなの記憶に残るという意味では最高のデビューだったんだけど……。

「……ただでさえ目立つ上にあのデビューのおかげでさらに悪目立ちして振ふり飛び車しゃ党から総スカン食らって『空そら銀子を潰す会』とか結成されるし……」

「ありましたねぇそんなのも」

「うちの弟子達にはそんな失敗させたくないんです！　……とはいえ天衣お嬢様の傍若無人ぼうじゃくぶじんさは姉弟子に匹敵するし、あいの強情さも姉弟子に匹敵するし……」

「……竜王ラブラブなところもそうどすなぁ」

「ん？　何か言いました？」

「大丈夫ですよ。聞こえるようには言わなかったので」

　鵠記者はニッコリ微笑ほほえんでから、

「不安ならまた別の日にすればいいじゃないですか。もっとちゃんと準備して……」

「準備ならしましたとも！　完璧に！　この上なく！」

「どんな？」

「姉弟子が記録係やってて棋士室に絶対いない日を選んだんです！　今日しかないんです!!」

「なるほどそれは今日しかない」

　うちの弟子と姉弟子が棋士室という狭い空間で一緒になるということは、種類の違う毒虫を一つの箱に放り込むのと同じだ。必ず誰かは死ぬ。場合によっては全員が死ぬ。

　だから何とかして鬼の居ぬ間にデビューをやり遂げたいんだけど……。

「そっ、そうだ！　鵠さんがあの子達を棋士室に案内してあげてくれませんか!?」

「私が……ですか？」

「だって鵠さんと月つき夜よ見み坂ざかさんっていつも棋士室でクダ巻いてる、あの部屋の主ヌシみたいなもんでしょ!?　その鵠さんが認めたなら、うちの弟子達もすんなり馴染めるんじゃないかと！」

「そんな、人を牢ろう名な主ぬしみたいに……」

「似たようなもんでしょ!?　お願いします！　この借りはいずれどこかで返しますから!!」

　俺は両手を合わせて拝むように頭を下げる。

　だが。

「イヤです」

「なんで!?」

「だって──」

　鵠さんはメガネを外して俺の耳元に口を寄せ、

「……こなたより、他の女の子のことを大事にしておざりますもん」

　唇が耳に触れるほどの距離でそう囁ささやくと、妖艶ようえんに微笑んでから、自販機でペットボトルのお茶を二本買って階段を上っていった。

　あまりの色気に呆然ぼうぜんとしていた俺が再び意識を取り戻したのは、

『天ちゃんと福島ふくしま駅で合流しましたー！』

　という、あいからのメッセージを受け取った時だった……。




　棋士室には駒音と対局時計チェスクロックの電子音だけが淡々と響いている。

「こんちゃーっす」

　俺は軽く挨拶して入室。

　練習将棋を指している奨励会員が三組。その誰もが、竜王が来たというのに返事すらせず将棋に没頭している。ここはそれが許される空間だ。

　人ではなく将棋こそが最も尊いとされる空間──関西本部棋士室。

「よっ。さすがタイトル保持者は重役出勤だな」

「八一さん♡」

　長細い部屋の奥で継ぎ盤を挟んでいた二人の奨励会員だけが俺の挨拶に応えてくれた。

　鏡洲飛ひ馬うま三段と椚くぬぎ創多二段だ。年齢差は二十歳近いがこの二人は仲が良い。

　俺は部屋の外でモジモジしていたあいと天衣を手招きする。

「ほら。突っ立ってないで入った入った」

「お……おじゃまします……」

「……失礼します」

　いきなりＪＳが二人も入ってきて、対局していた奨励会員達も一瞬だけこっちを見たが、すぐ視線を盤に戻す。ここはＪＳよりも将棋が尊い、世界でも数少ない空間……。

「やあやあお二人さん。こっちおいで？」

　気を利かせた鏡洲さんが笑顔で手招きしてくれた。

　師匠として俺は、あいと天衣の頭に手を置いて強制的にお辞儀じぎをさせる。

「今日はこの二人の棋士室デビューでして……」

「よっ、よろしくおねがいいたしますっ！」

「ちょっと！　子供じゃないんだからお辞儀くらい自分でできるわよ！」

　あいは従順に頭を下げてから俺の手をきゅっと握り、天衣は頭に置かれた手を邪険に振り払った。弟子の個性を伝えることはできたようだ。

　鏡洲さんと創多は懐かしそうに言う。

「ははは。まあ棋士室デビューは誰でも緊張するもんさ」

「そうですよね。ぼくも緊張したなぁ」

「いや創多は全然リラックスしてたろ」

「でしたっけ？　忘れちゃいました」

　創多はクスクス笑っている。確かに十一歳とは思えない落ち着き振りだ。

「来てくれてちょうどよかったよ。今日の対局を創多と検討してたんだけど、手が全く進まなくてね。せっかくだから棋士室デビューのお相手を務めさせていただこうかな？」

　鏡洲さんはあいと天衣に向き直ると、

「夜叉神ちゃん。一局どうだい？」

　ダンスの誘いをするように、天衣に手を差し出す。

　創多が不思議そうに首を傾げた。

「どうしてそっちの子なんです？」

「ん？　まあちょっと……興味があってな」

　それを聞いた天衣はまじまじと鏡洲さんを見て、こう尋ねる。

「あなた……ロリコンなの？」

「どうしてそうなるんだい!?」

「だってうちの師匠と仲がいいんでしょ？　なら興味があることも同じ……」

　それは俺が幼女に興味ある人だと言ってるのかな!?

「し、失礼なこと言うな天衣！　せっかく奨励会三段が将棋を指してくださると言ってるんだから、素直に勉強させていただきなさい！」


「…………」



　天衣は改めて、値踏みするように鏡洲さんを観察すると、

「あなた何歳？　少なくとも二十代後半よね？」

　いきなりとんでもないことを口走った。おおおおい!!

「いくら三段でもその年齢まで奨励会で燻くすぶってる人間に筋の悪い将棋を教わろうとは思わないわ。教えてもらうならそっち一択でしょ。椚二段……だっけ？」

「ぼくは構わないですよ」

　創多はすぐに頷く。

　鏡洲さんは苦笑しつつ天衣に席を譲った。俺は鏡洲さんに頭を下げ天衣を睨にらみつけるが、お嬢様は師匠の怒りなどそよ風程度にも感じてない。やれやれ……。

　創多が俺の顔を見ながら尋ねる。

「手合いはどうしましょうか？」

「振り駒で」

　俺が応えるより早く天衣が言った。おふぅ……。

　奨励会二段と自分が同格だと主張しているのだ。ちょっと女流棋戦で勝ってるからって驕おごってる……わけではなく、天衣お嬢様の場合はこれが通常営業である。

「……この子はマイナビ本戦で関東奨励会の登龍花蓮のぼりょうかれん二級に完勝したこともある。平手でもそう不ぶ様ざまな将棋は指さないと思うけど」

「へぇ。それはすごいですね」

　俺の言葉に、創多は明るく微笑んだ。

　さすがに王将と振り駒は相手に譲って一応の敬意を見せると、後手番を引いた天衣は対局時計のスイッチを押す。その手つきからは気合いが迸ほとばしる。二段相手にも勝てると思っているし、勝ちに行くつもりだ。ヒリつくような緊張。俺の手を握るあいの手にも力がこもる。

　時計が動き始めると、初手を指す前に創多が口を開いた。

「夜叉神さん」

「なに？」

「初手で『意味の無い手』って何だと思いますか？」

「はぁ？」

「先手の利を放棄するような、一手パスするみたいな手ですよ」

「何よいきなり……３八金とかじゃない？」

「なるほど。他には？」

「知らないわよ。７八金とか？」

　パチン。

　創多は初手を指した。天衣は猫のようにカッと目を見開く。

「なッ……!?」


　初手────３八金。



「舐なめてるの……？」

　瞳孔が開くほど目をカッと見開いた天衣に、創多は片頰だけ上げる笑みで応えた。不敵だ。


「…………」



　天衣は相手の挑発とも呼べる手を咎とがめるべく速攻を決めようと飛車先の歩ふを突く。

　さて、創多の二手目だが──

「「えっ!?」」

　天衣だけじゃない。

　観戦に回っていた俺、あい、鏡洲さんに加え、隣で将棋を指している奨励会員すらもその手を見て思わず驚きの声を上げていた。

　──７八金。

　天衣が無駄と断じたその手を創多は連続して指したのだった。二手パスしたのと同じだ。


「………………………………殺す……」



　いつものツンツンした『殺す』じゃない。

　明確な殺意を込めた、ゾッとするほど低い声で、天衣は盤の向こうを睨んだ。そして相手の心臓を刃物で突き刺すような手つきで飛車先の歩を突き伸ばす。

　序盤の駒組みを見たあいが目をぱちぱちさせた。

「ふわわー！　先手の金が万歳[image: ]してますー！」

「ねー……万歳してるねー……」

　プロ公式戦で初手３八金は存在しない。そして初っぱなから守りの要であるはずの金を玉ぎょくからそれぞれ反対方向に遠ざけるなんて、意味不明過ぎて指す人間はいない。

　そう……人間はこんな将棋を指さない。人間は。

　天衣は定跡じょうせきに反するそれらの手を、将棋のセオリー通りに咎めようとする。

　が。

「ど、どうして……!?」

　七十手ほど進んだ段階で、既に天衣には攻撃手段がほとんど存在しなかった。

『完かん切ぎれ』と呼ばれる状態である。

　天衣が行った端攻めを、創多は軽やかにかわして全て無効化してしまったのだ。

　普通ならもう投了するところだが──

「……このままで終われるわけがないでしょ!!」

　天衣は歯を食いしばって飛車を切り飛ばすと、受けに回って徹底抗戦の意思を示す。得意の受けで創多のミスを覗うかがおうということだろうが……。


「…………」



　創多は駒台から摘み取った持ち駒を、指でクルクルと回し始めた。

　駒と戯たわむれるようなその動作と呼応するかのように、

「こう、こう、こう……」

　俺の隣で、もう一人の弟子が小刻みに前後に揺れる。局面から詰みの匂いを嗅ぎとったんだろう。


「こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこ────」



　ビシィッ!!

　あいがまだ前後に揺れている途中で、創多は弄もてあそんでいた駒を盤上に打ち付けた。

「っ!?」

　盤上に示された一手を見て、あいも俺も驚きに目を見開く。

　──あいが読み切るより先に!?

　そこから創多は全てノータイムで進めて行き……はっきりと、天衣の玉を詰ました。

　やはり、読み切っていたのだ。俺やあいよりも早く。

　逃げ場のない場所まで玉を追い詰められた段階で、天衣は歯は軋ぎしりと共に駒を投じた。

「くっ!!　……ないわ」

「うん？　何がですか？」

「私の負けだって言ってるのよッ!!」

「ふふ。ありがとうございました」

　創多は片頰を上げて礼を返してから、

「タネ明しをすると、ぼくはもともと初手で３八金を指すつもりだったんです」

　もともと……？

「いきなりぼくが３八金を指したらさすがに警戒してしまうから……でもああいう聞き方をすれば、だいたい３八金か７八金を挙げてくれるでしょ？」

　知ってしまえば単純な手品だ。

　天衣は自分で『３八金』と言ったつもりだったが、実は創多に言わされていた。そしてまんまと創多の得意な形に飛び込んでしまった……。

「なるほどな。俺の弟子を煽あおって指し手をコントロールしてたわけか」

「ええ。鏡洲さんを軽く見られたのは正直なところ腹が立ちましたし、関東の二級に勝った程度で奨励会を舐めてもらっても困りますから」

「ッ……!!」

　かわいい顔で辛辣しんらつな言葉を吐く創多。天衣は悔しそうに唇を嚙かむ。

　だが真に辛辣だったのは次の言葉だ。創多は本気の眼差しでこう言い切ったのだ。

「もっとも、ぼくは初手３八金も７八金も本当に最善手だと思っていますけどね」

「３八金が最善手……？」

　この発言にはさすがに俺も驚いたし、負かされた天衣は自分がバカにされたと思ったようでますます目つきを鋭くした。やべえ。

「あー……まあその、なんだ」

　何とも言えない空気が流れる中、俺は無理やりまとめに入る。

「天衣もあいも、奨励会員の強さと将棋の奥深さがよくわかったと思う！　この棋士室に来ればこんな強い人達とも指せるから、もっと強くなるために積極的に利用して──」

「ししょー」

「ん？　どうしたあい？」

「ここはプロの先生もよく来られるんですか？」

「そうだね。俺みたいな若手が中心になってるから、あいも慣れれば入りやすいと思うよ」

　あいは顔を輝かせて俺の手を握ると、

「じゃあ師匠も普段ここで練習将棋を指してらっしゃるんですね!?」

「？　まあそうだね」

「じゃあじゃあ、わたしは師匠と練習将棋を指したいです！」

「へ？　俺と？」

「だって師匠は竜王だから一番強いんですよね？　だったら師匠に教えていただきたいです！　それが一番べんきょうになるはずです！　あいの棋士室デビューの相手は師匠がいいです!!」

「おお？　……ん？　あれぇ？」

　師匠離れを促すため棋士室ここに連れて来たはずだったけど……気付いたらもっと俺と将棋を指す約束をしていた。どうしてこうなった？

　俺は今日、弟子達の棋士室デビューを成功させるために来たはずなのに──


「………………殺す……絶対……」



　天衣は周りと仲良くなるどころかますますツンツンしちゃったし、


「これからずぅ～～っと、おうちだけじゃなくて連盟でも師匠と一緒にいられるんですね♡　もっともっと、もーっと！　師匠と将棋が指したいですっ♡♡」



　あいはますます俺にべったり。

　失敗だ！

　棋士室デビューは大失敗だ!!


「ええっと……そのぅ…………あのぅ…………」



　やることなすこと全てが裏目に出るという状況の中で、俺は二人の弟子をどう導くのが正解なのか、その道筋が全く見えなくなってしまっていた。

　今日はまだ他にも二人に経験して欲しいデビューがあるというのに……！

　考えろ！

　この局面を打開できる起死回生の一手を──!!

「そ、そうだ！　この棋士室じゃあ四階や五階の対局室で行われてる公式戦をリアルタイムで見ることができるんだぞ！」

「そんなの携帯中継でも見られるじゃない」

「いやいや！　あれは言っても中継記者が付いたのだけがデータで配信されるやつでしょ!?　これは天井カメラテンカメの映像がそのまま見られるから！　生ナマだから！」

　バッサリ斬ってきた天衣の興味を何とか引こうと、俺は棋士室の奥にあるモニターを操作して見せる。

「ＩＰカメラだから連盟のローカルネットワークで管理してて、大阪の対局だけじゃなくて東京の対局も全部見られるんだ。対局してない状態だとほら、畳だけ映ったりするし」

「へぇ……これは面白いわね」

「そうだろ!?　棋士室って面白いね!!　ねっ!!」

　何とか棋士室の印象を良くしようとゴリ押ししてみる。

　けど、俺がゴリ押しするまでもなく天衣もあいも画面に引き込まれていた。

　この日の関西の対局は一局だけ。

　全棋戦で最も持ち時間が長いため、この対局はおそらく深夜まで続く。夕方になってもようやく駒がぶつかった二四手目の局面だ。異様なスローペース。

　双方が慎重になっている……が、それだけの理由がある対局でもあった。

　Ａ級順位戦七回戦──生石充玉将ＶＳ於鬼頭曜帝位。


「た、たいとるほるだー同士の対決ですっ……！」



「もうすぐ始まる玉将戦の前哨戦でもあるわね。絶対に負けられない一戦ってわけ……」

　対局者の名前を見て、あいと天衣はさすがに緊張した声を出す。

　将棋自体も独特だった。

「そんな対局で……向かい飛車？」

　天衣は画面に顔を寄せながら顔をしかめる。

「……あのババアが女流名跡相手に使った戦法ね」

　ババア＝桂けい香かさん。

「そうだな。振り飛車戦法の中でも乱戦になりやすい。力戦が好きで軽い捌きを得意とする生石さんにとっては相性のいい戦法ともいえる……が、どうです鏡洲さん？　生石さんの向かい飛車って」

「珍しいね」

　振り飛車党の鏡洲さんは《捌きの巨匠マエストロ》の熱烈な信奉者で、生石さんの対局日は必ず連盟に来る。今日も俺達が来るまではこの将棋を創多と検討していたはずだ。

「ゴキ中なかからの派生で向かい飛車にすることはあるが、この形を生石先生が指すのは珍しい」

　天衣は俺の顔を見ながら尋ねる。

「研究外し？」

「それもあるが、これは──」

　局面が進むにつれて……集中が加速していく。

　寝不足でふわふわしていた思考が一点に収束していくのを感じた。

　生石さんの構想が俺の将棋観を刺激したのだ。

　自分ではどうしようもないんだが、こうして外部から刺激を受けるとスイッチが入ったみたいに次から次へとアイデアが──未来への分岐が溢あふれてくる。

　将棋が……止まらない……！

「……この続きは下で話そうか」

「「した？」」

　あいと天衣が同時に尋ねる。

　実は今日、この子達には棋士室デビューの他にもう一つのデビューも用意していた。

「師匠？　下で何をするんです？」

「もったいつけずに教えなさいよ」

　知りたがる弟子達に、俺は答えを告げる。


「女流棋士の大切なお仕事────大盤おおばん解説かいせつの『聞き手』だよ」







[image: ]　　はじめての大盤解説






『ではこれより、Ａ級順位戦七回戦・生石充玉将と於鬼頭曜帝位の対局の大盤解説会を始めます。司会はわたくし鏡洲飛馬三段が務めさせていただきます』

　二階の道場ではマイクを握った鏡洲さんが慣れた司会振りを披露している。

　その道場と非常扉を挟んだ階段の踊り場で、俺は天衣に詰なじられていた。

「……ちょっと！　こんなこと聞いてないわよ!?」

「そりゃそうさ。言ってねーもん」

「どうして言わないのよ!?」

「だっておまえ、事前に伝えたら絶対に逃げてたろ？」

　獅子ししは千尋せんじんの谷に子供を突き落とすという。

　今の俺もそんな気持ちである。人前で喋るのはとにかく回数をこなして慣れるしかない。女流棋士にとって聞き手は絶対に避けられない仕事。やるなら早いほうがいい。


「はぅぅ～……き、きんちょうしますー！」



　あいは両手で髪を整えながら怯えた子犬みたいにソワソワしている。

　一方、天衣はイライラと舌打ちしつつ俺を罵ののしる。

「このクズッ！　不意打ちでこんなことさせるなんて、あなた本物のクズよ！」

「ありがとう。最高の褒め言葉だ……」

　非常扉をちょっとだけ開けて、俺は道場の中を覗き見た。

　道場の盤駒は片づけられ、今はパイプ椅子が並べられていた。大盤解説の準備をしてくれたのは鏡洲さんや創多といった奨励会員だ。席はお客さんで埋め尽くされていた。

　こっちに目配せしつつ、鏡洲さんが解説者の紹介をする。

『本日の解説者は九頭竜八一竜王。そして最初の聞き手は──』

　さあ出番だ。

　俺はあいの手を引くと、非常扉を開けて、臨時の控室となっている非常階段の踊り場から道場の中へ。

　鏡洲さんの声が解説会場に響き渡る。

『最初の聞き手は、先日女流棋士になったばかりの雛鶴あい女流二級です！』


　パチパチパチ────ッ!!



「ふわわ……！　よっ、よろしくおねがいいたしますっ!!」

　盛大な拍手で迎えられたあいは、おでこが膝にくっつく勢いで深々とお辞儀をする。軟体かわいい。

『ご来場の皆さんには説明不要かと思いますが、雛鶴女流二級は竜王の一番弟子。そして今日が雛鶴先生の聞き手デビューとなります！　本日ご来場の皆さんは大変ラッキーですね！　貴重なデビュー戦をぜひご堪能たんのうください』

「えー、そういうことですので、皆さんお手柔らかにお願いします」

　鏡洲さんのアナウンスを俺が引き取って、解説開始だ。

　大盤の向かって右に俺、左にあいが立つという一般的な立ち位置。

　だが緊張気味のあいはお客さんのことまで気が回らないみたいで、怯えた子犬のように俺だけを見てしまっている。

　──あいの緊張が客席に伝わって空気が固いな……。

　まずは軽妙なトークで場を馴染ませると共に弟子の緊張をほぐしてやるのが師匠としての務めだろう。

「あいは……いや『雛鶴さん』って呼ばないといけないですね。二人で話すと、どうも家にいる時と同じ感じになっちゃって」

　アハハハハ……。

　客席から控え目な笑い。軽くほぐれた感じだ。もう少し！

「雛鶴さんは今日が大盤解説デビューですけど、そもそも将棋を始めてまだ一年ちょっと。それでもう女流二級というのは本当に凄い才能ですね！」

「ふぇ!?　あ、あの……あいも、いえいえ！　わ、わたしも……こんなにはやく女流棋士になれるなんて、自分でも信じられなくて……」

「なるほど。では師匠の育て方がよかったと」

　ドッ!!

　早くもバカ受け。摑つかみはＯＫだ！

「けど雛鶴さん。そんなに早く女流棋士になっちゃったなら、大盤解説とかを見る機会もほとんど無かったんじゃないですか？」


「は、はい…………あの、実はあんまり……」



　自信なさげに俯くあい。

「でも師匠が解説をしていらっしゃるのを拝見したことがあります」

「ほうほう。どこで？」

「東京の将棋会館です」

　あ、踏んだ。

　その瞬間、俺は絶対に踏んではいけない地雷を勢いよく踏み抜いたことを悟った。

　緊張していたあいの口調が謎の熱を帯び始める。

「ニコニコ生放送で、棋帝戦の解説を女流棋士の先生と一緒になさってるのを見学させていただきました。ええ、鹿ろく路ろ庭ば先生と楽しそうに解説していらっしゃるのを」

「そんなこともありましたね。ではさっそく初手から本局の解説を──」

「師匠は鹿路庭先生のおっぱいばかり見てらっしゃいました」

「はぁ!?　そ、そんなの見てねーし！」

「見てらっしゃいましたよね？」


「…………そりゃ、チラッと目に入るくらいは……」



「『竜王胸見杉ワロタ』ってコメントが流れるくらいには食い入るように見てましたよね？」


「…………」



「鹿路庭先生だけじゃないですよね？　桂香さんとか供御飯先生とか、師匠はとにかく胸の大きな女性がお好きなんですよね？」


「い、いやぁ～……ははは。なかなか鋭い攻めだなぁ！　じゃあ初手から解説を──」



「話をそらさないでください。今は師匠がおっぱいの大きな女性が好きかどうかの話をしているんです」

「いやでもこれ将棋の解説会……」

「これも立派な将棋の解説です！　将棋界の頂点に立つ竜王のことを解説してます！　お客さまも聞きたいですよね!?」

「そうだぞー！」「逃げるな竜王！」「ロリコンじゃなかったのかお前！」

　大人しい関東のお客さんに比べ、関西のお客さんはこっちが喋ってる間も普通にこうやって突っ込んでくるのが特徴だ。

　盛り上がるから普段はありがたいんだけど……今日だけは黙ってろ!!

「つ、次の一手！　次の一手クイズいきましょう！」

『え!?　このタイミングでか!?』

　いきなり俺に振られてビックリする鏡洲さん。

　そりゃ確かにビックリするだろう。大盤はまだ一手も動いていない。つまり初手だ。予想とかそういうレベルの話じゃない。棋譜中継を見てれば知ってる。

　けどもうそうするしかないんだよぉ！

『そ、それでは次の一手クイズを……ええと、生石玉将が初手で何を指すのか……というか、指したのか？　を？　来場者の皆様に予想？　していただきます……』

　大盤解説会のお楽しみといえばコレ！

　対局者が次にどんな手を選ぶのかを当てるゲームだ。

　正解者には棋士のサイン色紙や扇子せんす、棋き書しょ等が当たるというのが一般的で、珍しい棋士グッズをゲットできる貴重な機会でもある。

『九頭竜先生。候補手を三つ挙げていただけますか』

「そうですねぇ。では──」

「師匠が選びそうな女性のタイプを当ててください！」

「え!?」

「候補は次の三つですー」

Ａ　小学生

Ｂ　巨乳女流棋士

Ｃ　その他

「そういうクイズ!?　次の一手ってそういうクイズだったっけ!?」

　開票の結果は『Ａ　小学生』が圧倒的だったという。




『お待たせしました。それでは大盤解説を再開いたします。なお、事情によりここからは聞き手が交代となりましたのでご了承ください』

　少し長い休憩の後。

「……天衣。準備はいいか？」

「あなたこそ大丈夫なの？　汗がすごいわよ？」


「…………ダイジョウブデス……」



　……聞き手が交代するのは予定通りなんだが、まさか開始十五分で交代になるとは思わなかった。初手を解説する前に交代なんて前代ぜんだい未み聞もんだ。

　なお、荒ぶったあいちゃんは桂香さんに頼んで師匠の家に連れ帰っていただきました。桂香さんの胸を見るあいの目つきはちょっと怖かった。

『次の聞き手ですが、こちらも本日が大盤解説聞き手デビューとなります』

　鏡洲さんのアナウンスを合図に、俺と天衣は道場の中へ。


『竜王の二番目の弟子にして史上最年少女流棋士、初出場のマイナビ女子オープン本戦で現在も大活躍中の────夜叉神天衣女流二級です！』



　パチパチパチパチ──ッ!!

　あいの時より拍手が大きいのは、天衣が関西圏の出身だからか。

　それとも──

『夜叉神さんは地元の神戸こうべでは大変期待されておりまして、《神戸のシンデレラ》という素敵な異名を持つほどです』

「ちょっと！　それ絶対に言うなって念押ししたわよね!?　あんた死にたいの!?」

　狼狽ろうばいする天衣に向かって鏡洲さんはウィンクする。

　棋士室でやられたことへの仕返しだ。どんな些さ細さいなことでも、勝負師は絶対にやられっぱなしにはしない。天衣お嬢さまにとっていい教訓になったことだろう。

　出鼻を挫くじかれた形になった天衣に更なる追い討ちが。

「お嬢様！　こっち！　こっち目線お願いしますッ!!」

　黒服サングラスの女性がビデオカメラを構えながら大きく手を振っている。

　天衣のボディーガード・池いけ田だ晶さん（趣味は将棋、特技は射撃）だ。

　しかも晶さんは一人じゃなかった。

「この晶めが、道場で仲良くなったオッサンやガキどもを集めてお嬢様の応援団を結成いたしました！　ほら貴様ら、もっと盛大な拍手をお嬢様に贈るのだ!!　拍手を途切れさせるなッ!!」


「…………晶…………あとで殺す…………」



　ゾッとするような低い声だった。晶さん……無茶しやがって……。

　心の中でそっと手を合わせると、気持ちを切り替え将棋の解説だ。

「さて今回は《捌きの巨匠マエストロ》が先手ということで当然振り飛車のオープニングとなりました」

「振り飛車……ですけど、意外な戦型でしたね」

　天衣は敬語に切り替えて、俺と話を合わせてくれる。えらい。

「先手が三手目に中央の歩を突いたんですよね。この時点では先手中なか飛車びしゃになるかと思ったんですけど──」

「生石玉将が選んだのは、後手の飛車に自分の飛車を真っ向からぶつける『向かい飛車』でした！　夜叉神さんは居飛車いびしゃも振り飛車も指しますけど、この戦法は？」

「公式戦や研修会ではありません。研究もあまり……」

「ですよね。向かい飛車は乱戦になりやすい。だから大きな勝負で使うのはためらわれるんです」

「Ａ級順位戦は非常に大切な将棋ですし、お二人はこの後に玉将戦でぶつかるわけで、今日はその前哨戦なわけですよね？　師匠せんせいは生石玉将の意図をどうお考えに？」

「では少し手を進めながら解説しましょうか」

　天衣は聞き手の役目を意識して、話を受けるだけじゃなくてこっちに振ってくれるので非常にトークが弾む。えらい。駒の受け渡しなどもスムーズだ。さっきは駒の受け渡しどころか駒を動かすことすらしなかったからな。

「さて、ここです」

　到達したのは、棋士室で検討していた二十手目前後の局面。

「先手の左銀に注目してください。どんな狙いがあるか気付きませんか？」

「狙い？　……あっ！」

　少し大盤から距離を取って読みに集中していた天衣は、

「もしかして……『逆ぎゃく棒銀ぼうぎん』を!?」

「気付きましたね？　逆棒銀とは左の銀を使って飛車と一緒に相手の陣を破る戦法です。棒銀は矢や倉ぐらや角かく換がわりが有名ですが、振り飛車でも使う場合がある」


「ええ。角交換かくこうかん四し間けん飛び車しゃで…………まさか！」



　天衣は大きな目をさらに見開いて、

「向かい飛車に……角交換四間飛車の感覚を持ち込んでいる!?」

「そうです！　それが生石先生の新構想です」

　大盤の左銀を動かしながら俺は力説する。

「逆棒銀は決まれば破壊力はデカい。ですが狙いが単純なため対策もされやすく、角交換四間飛車では既に対策をされてしまっています。けど──」

「そうか……向かい飛車の駒組みであれば、これまで研究されてきた角交換四間飛車対策を無効化できるわね。すごい発想だわ！」

　興奮のあまり敬語が飛んでしまっているが、それだけにお客さん達にも生石さんの構想の凄さが伝わったようだ。客席に緊張感が増していく。

「夜叉神さんは角交換四間飛車も指しますよね？　先手の攻めをどう見ますか？」

「……パッと見ただけでは難しいわ。師匠の考えは？」

「現実的な成否は微妙かなと。構想は面白いんですが、後手が７六に角を打った場合──」

　これだ。

　これだよ！

　このスムーズなやり取り。そして将棋の解説だけに集中できる合いの手。

　天衣……無愛想だから聞き手とか無理と思ってたけど、むしろ向いてる!?

「ではここで於鬼頭曜帝位についてもお話ししましょうか。いくら関西の解説会とはいえ、生石さんの話ばかりじゃ依怙えこ贔屓ひいきになっちゃいますし」

「それで生石玉将が有利になるわけでもないしね」

　ドッと客席が沸く。いいぞ天衣！

　しかし次の質問が全てをブチ壊した。

「夜叉神さんは於鬼頭帝位のことをご存知ですか？」

「知ってるわ。《コンピューターに負けた最初のプロ棋士》でしょ？」

　ザワッ！

　温まっていた客席が一瞬で凍りつく。

　そして俺はみるみる血の気が引いていく……。

「あの時は《人類の恥》とか《将棋界を終わらせた戦犯》とか散々だったわよね。まあ得意戦法に組んだ割には王手すら掛けられず惨敗ざんぱいしたからそんな評価も当然だと思うけど」

「いや、あの……夜叉神さん？　その話題は──」

「別にいいでしょ？　もうソフトが人類を超えたなんて共通認識なんだし。名人だって戦えば普通に負けるでしょ。みんなそう思ってるわよね？」

　天衣が客席に向かって呼びかけると、

「その通りだ！」「よく言った！」「いや！　俺は名人を信じてるぞ！」

　など、それまでとは違った熱気が生まれつつあった。

　ソフトと人間に関すること……特にトップ棋士の於鬼頭さんがソフトに負けたというのは、プロや奨励会員じゃあ口にしづらい話題だ。

　天衣はそのタブーを易々やすやすと破る。

「あの於鬼頭って人、今じゃ人間相手の研究会も全部辞めてソフト研究に没頭してるんでしょ？　それで勝率も急上昇してるから若手も注目してるし。負けてよかったんじゃない？」

「お、おいっ！　何もそこまで──」

「とはいえ可か哀わい想そうといえば可哀想よね。どんな新しん手てを出しても『どうせソフトに教えてもらったんでしょ？』って軽蔑されるから。いくらタイトルを獲っても虚むなしいだけだと思うけど……でもソフトに頼るのが当然になれば周囲の評価もまた変わるかもね」

　タブー無視なトークに客席は火がついたように反応した。

「そうだ！　そこまでして勝って嬉しいのか！」「いや面白い将棋さえ見せてくれればそれでいい！」「プロなら自分で考えた手で勝つのが正しい姿じゃねーのか!?」「それを言ったらそもそも共同研究会ってのが──」

　もう対局そっちのけで『人類とソフトはどっちが強いのか』『将棋界はこれからどう変わっていくのか』を議論する場となってしまい……。

　収拾がつかなくなった解説会は「そろそろ小学生は寝る時間なので」という理由で途中終了となった。

　失敗だ！

　聞き手デビューも大失敗だ!!
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　小学生が帰宅するのとほぼ同時に生石さんは煙草に火をつけ、と金をにじり寄せた。

「どう見る？　竜王」

「詰めろは掛かりましたが……後手玉が詰むイメージはありませんね」

　棋士室に戻った鏡洲さんと俺はモニター前の継ぎ盤で検討する。

　生石さんの詰めろに対し、於鬼頭さんは角を打って王手を掛けてきた。いよいよ終盤戦。

「さて、どこに玉を逃がすかだが──」

　鏡洲さんが画面に顔を寄せて見守る中、生石さんは煙草を挟んだままの指でひょいと玉を右斜め上へと動かす。タイトル保持者の振る舞いとしては褒められたもんじゃないが《捌きの巨匠マエストロ》らしい痺しびれる手つきだ。

　ただその指は、少し震えているようにも見えた。

「３六玉？　……玉を逃がすなら４六かと思ったが？」

「４六玉だと、後手から５五銀と打たれて中央を制圧される筋があります」

　継ぎ盤の駒を動かしながら俺は答えた。

「３六玉は確かに王様が陥落前の城を見捨ててさっさと逃げるような手ではあるけど、この局面では決して悪い手じゃない」

「まるで何かに怯えてるような指し方だな」

　鏡洲さんの言う『何か』が何なのかは察しがついた。

「で、どう見る？」

「まだ若干、先手マエストロが指しやすいかと思います」

　今日何度目かの『どう見る？』に対して俺は自分の形勢判断を述べた。ここに来て、すごく目が冴さえている。

「後手は端はし歩ふを突いて玉の逃げ道を確保しました。先手玉へのプレッシャーにもなってますが、だからといってプレッシャー以上でも無い。先手の方針としては４六か６六の地点に金を打って中央を制圧し、詰まされにくい形を作れば良いかと」

「だな。それでおそらく互角以上──」

　鏡洲さんは先手の駒台から金を持ち上げて、６六の地点に打ち付ける準備をした。

　直後。

「「えっ!?」」

　先手の生石さんが選んだ手を見て、俺達は同時に叫んでいた。

「５七歩ゥ!?　６六金じゃなくてか!?」

　鏡洲さんは手にしていた金をポロリと盤の上に落とす。

「何をどう読んだらこんな……？」

「錯覚さっかく……でしょうね。そうとしか思えない」

　俺は生石さんの思考を盤上に表現する。

「おそらく於鬼頭さんが次に４九竜と、金を取りに来ると思ったんでしょう。それなら３二飛と敵陣に飛車を打ち込んで後手玉を詰ませます」

「けどそんなの５六竜とされたら逆に先手玉が詰んじまうぞ？」

「ええ。それを見落としたんだと思います」

「そんな単純な錯覚を、生石先生が……!?」

「信じられませんが他に理由がありません。ああ……やっぱり謝った」

　生石さんは取らせる予定だった金で、後手の竜を取る。これによって一連の手順は守りの金銀を自ら剝はがしただけのムダ手と化した。

　おそらく指した瞬間に５六竜で負けると気付いたんだろう。

　だから急な方針転換をした。将棋用語ではそれを『謝る』と表現する。

　しかし謝ったところで、もうどうしようもないほど局面は絶望的だった。


「…………あれだけ、序盤でリードを作ったのにな……」



　鏡洲さんは悔しそうに唇を嚙んだ。

「やっぱり序盤の構想が斬新すぎたのか？　生石さんですら指しこなせないほどに」

「それもあると思います」

　頷きつつも、俺の中には別の確信があった。

「思いますけど……敗因はきっと、それ以外にあります。生石さんは相手を警戒しすぎた。だから勝負所で息が切れてしまったんじゃないでしょうか」

　この負け方には見覚えがある。特定の相手との戦いでよく見るパターンだった。

　序盤で優位を築き。

　中盤でその優位を拡大し。

　しかし……終盤にミスが出て負ける。




　──人間がコンピューターに敗れるパターンである。




「投げられない……か」

　鏡洲さんがポツリと言う。俺はその言葉に対して頷きもせずモニターを見詰め続ける。同意など必要が無いほど自明の事実だから。

　三分後、生石さんは無言で頭を下げた。


「…………残念棒」



「ですね……」

　生石さんは自分の手番で持ち時間を消費したものの、結局は指さず投了とうりょうした。その場合、消費時間を棋譜用紙に記入する必要があるが、指し手は書くことができない。

　だから指し手の場所には『──』が引かれる。

　これは俗に『残念棒』と呼ばれるもので、すぐ投了すれば記入されることはない。

　棋士は投了する際は事前に準備をするため、投了そのものは時間を使わずあっさりと行う。

『形作り』と呼ばれる行為だ。

　しかし見落としや落手らくしゅで頓とん死しした場合には、そんな余裕すら与えられない。時間をかけて考えたものの結局は何も見つけられず、駒を投じる。

　棋譜に引かれた一本の棒にはそんな意味がある。

　悔しさが棋譜となって永遠に刻まれるのだ。

　これほどの屈辱は棋士として他に無い。美意識の強い生石さんならば尚更なおさらだろう。

「……この負けは引きずるかもな」

　そう呟いた鏡洲さんが荷物をまとめ始めたのを見て、意外に思って尋ねる。

「感想戦は見ないんですか？」

「見たいけど……あんな生石先生、見てられないだろ。つらすぎるよ」

　振り飛車党として、鏡洲さんが生石さんに抱く尊敬の念は俺より遙かに強いはず。それだけに今の生石さんの気持ちを思ってしまうんだろう。

「おまえはもちろん行くんだろ？」

「ええ」

「それがいい。あの空気は銀子ちゃんもつらいだろうから」

　それだけ言うと、鏡洲飛馬三段はコートを羽織って部屋を出て行った。

　気がつけば、あれほど人が多かった棋士室には誰もいなくなっていた。





[image: ]　　戦いの後






　対局室には近寄りがたい空気が充満していた。


「………………」



　投了を告げた生石さんは珍しいほど気が立っているようで、無言のまま盤を睨みつけてる。

　灰皿には吸い口が嚙み千切られた煙草が捨てられていて、それが生石さんの悔しさを強烈に表現していた。

「……失礼します」

　俺は小声でそう言って、盤からかなり離れた場所に座る。姉弟子と鵠さんがチラッとこっちを見たが、両対局者は盤だけを見ている。

　生石さんも於鬼頭さんも、互いに視線を合わせることはない。

『玉将』と『帝位』。
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　二人のタイトル保持者が見ているのは、今日の将棋じゃない。

　その視線の先には……もうすぐ始まる玉将戦があるはずだ。


「っ……！」



　やがて、生石さんが怒ったような手つきで、終盤の変化手順を示した。

「……」

　於鬼頭さんは何も言わずに、生石さんの示した手順に応じる。

　感想戦というよりも第２ラウンドとでも表現したくなるような、白熱したやり取りだ。

　生石さんの駒音は薪まきが爆はぜるように高く、激しい。

　於鬼頭さんの駒音は逆に、異様なまでに静かだった。

　無言で進む感想戦。

　普通の感想戦であれば、勝者が敗者に気を遣って、変化手順では勝ちを譲るようなこともよくある。

　だが、生石さんの示すありとあらゆる変化を於鬼頭さんは潰していく。

　それはまるで……何の感情も持たないコンピューターのように、無慈悲むじひで正確だった。




　結局、感想戦は一時間ほどで終了した。

　対局者は最後の最後まで無言だった。

「於鬼頭先生。後日で構いませんので、本局について追加取材をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「それはお断りします」

　駒を片付け終わると同時に立ち上がった勝者に鵠記者が取材のお願いをするものの、於鬼頭さんはそれを丁重に、しかしノータイムで断る。

　鵠さんは一瞬、面食らったかのように固まったが、

「先生！　そこを何とか──」

　それでも諦めきれないようで、対局室を出て行く於鬼頭さんを追いかけて行く。

　盤の前には生石さんが残された。


「「…………」」



　感想戦を見ていた俺と、そして記録係の姉弟子が、やはり無言で生石さんがどうするのかを見守っている。

　この敗戦は……正直、痛いどころの話じゃない。

　生石さんは順位戦で既に四勝してるから、おそらく降級はない。後こう顧この憂うれいなく防衛戦に臨める態勢は整ってる。

　だが、有望と思っていた研究は完かん膚ぷ無なきまでに潰されてしまった。

　生石さんの研究は底が見えてしまったのだ。

　一方、勝った於鬼頭さんの研究は……まだ底が見えない。

　番勝負の前に、この差は明らかに大きい。生石さんは第一局を前にして新たな戦法を選択する必要があるし、心理的にも厳しい立場に追い込まれてしまった。

　於鬼頭さんの研究がどこまで進んでいるのか？

　そもそも本局の対応は研究だったのか？

　研究だった場合、本筋から離れたこんなところにまで研究が及んでいるということは……。

「……座ってたって仕方が無い」

　生石さんはそう呟くと、膝を叩いて立ち上がる。

　そして帰宅の準備をしながら俺達に声を掛けた。

「八一。銀子ちゃん。明日、時間あるか？」

「俺は大丈夫ですけど……姉弟子は？　学校あるでしょ？」

「夕方からなら」

　姉弟子の返答を聞いた生石さんは、何かを考えるかのように遠くを見ながら頷く。

《捌きの巨匠マエストロ》はコートを纏まといながら用件を口にした。

「研究会をしたい。泊まりがけでやれるように準備をして来てくれ」
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「…………っはぁぁ～～、緊張するぅ……」



　スマホの時計を何度も何度も確認しながら、待ち合わせ時間よりもかなり早く京橋きょうばし駅に着いた俺おれは独り言を口にしつつ今後の手順を確認していた。

「まずは……あの時のことをちゃんと謝らないと。うん。最初は謝罪だ。とにかく許してもらえるまで謝り続けよう……」

　土下座どげざでも何でもする覚悟だった。そのために膝が汚れてもいいズボン履いてきたし。

　俺と姉あね弟子でしは現在、喧けん嘩かしている。

「……いや喧嘩というのはおかしいな。あれは俺が一方的に悪い」

　竜王戦第三局で惨敗した直後。

　心配して家まで来てくれた姉弟子に、俺は酷ひどい言葉を投げつけてしまった。

『たかが奨励会員に何ができるってんだよ』

　そんな最低の言葉を。

「……まあその直後に姉弟子も俺の顔面をグーで殴って転がして、脇腹に蹴りを数発叩たたき込んできたんだけど……」

　でもあれは俺が全面的に悪い。

「……将棋界は実力の世界。だから強い者は何を言っても許されるって風潮がある……けど、だからこそ人として大切なものは自分の意思で守らなきゃいけない……」

　かつて高位の棋士きしがこう言い放ったことがある。

『奨励会員は人間以下だ』

　それを聞いた年長の三段が、その棋士のところへ怒鳴り込んでこう反論した。

『確かに俺達は人間以下かもしれないが、そんなことを言うやつこそ人間じゃない！』

　その通りだと思う。

　プロだろうが奨励会員だろうが名人だろうが女流だろうがアマチュアだろうが、みんな同じ人間だ。将棋が強かろうが弱かろうが関係ない。そもそも将棋の強さなんて人間として立派かどうかの指標になるようなものじゃない。

　けど、同時に──

「……俺達は死にものぐるいで将棋だけを指してきた。指先から血が出るほど駒を並べ、奨励会で一生分の涙を流し……そうしてプロになった」

　努力せず、涙を流さずにプロになった人間はいない。

　だからその苦しみに対しては敬意を払ってもいいと思うし、そんな苦しみの果てに得た棋力というものは、自分で言うのも何だが本当に超人的だ。人間らしい生活を捨てたからこそ得ることができたものだから。

　だから……だからさ。

　だからこそ俺達は、そんな人間を辞めたプロ同士の戦いの中で抜きん出て勝ち続ける存在を、自分よりも将棋が強い人のことを、人間以上の何か特別なもののように感じてしまう。そう錯覚さっかくしてしまうのだ。

　あの名人が神に見えたように。

「……ま、とにかくちゃんと謝ろう」

　改めて気を引き締める。

　実は竜王防衛戦からこのかた、二人だけで会うのはこれが初めてだったりする。

「……取材とかイベントとかで忙しかったし……それに姉弟子、俺と二人になるのを何だか避けてるっぽい感じもしたし……」

　姉弟子が防衛を果たした女流玉座戦の観戦記を書いたりもしたし、話をする機会はいくらでもあったはず。なのに二ヶ月近くも言葉を交わしていない。姉弟子に無視された最長記録だ。


「つまり……まだ怒ってるんだよなぁ…………気が重いよぅ……」



　とはいえ希望がないわけでもない。

　竜王戦第四局の二日目の朝。

　姉弟子は俺が『対局が終わったら話す時間をもらえますか？』って言ったら『考えとく』と答えてくれた。横向いてたけど。

　だから許してくれる気はある……はず。

「……そもそもシューマイ先生が襲来した時とかにもちょっと絡んだりしてるし、昨日の感想戦でも俺のことを避けてるような素振りは無かった……気がする。多分……」

　そうこうするうちに待ち合わせ時間が近づいてきた。

　夕方の京橋駅北口。商店街のすぐ前だ。

　改札口は帰宅するサラリーマンや学生で溢あふれ始め、その中から見慣れたセーラー服を探すがまだ見当たらない。

「遅いな……まさか俺を置いて一人で行っちゃったなんてことは……」

　そろそろ来てもいい頃──

「八や一いち」

「えっ!?」

　不意打ち気味に声を掛けられ、俺は驚いた声を出す。

　目の前に立たれるまで気づけなかった……というか。

「あれ!?　姉弟子……ですか？」


「…………」



　黙ってこっちを見返す目を見て、初めてそれが姉弟子だと確信できた。
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　私服なのだ。

　クソ真面目な姉弟子は休日の研究会やＶＳもセーラー服で来る。

　しかも日光に弱いので夏だろうが冬服を着る。

　けど、今日の姉弟子は……ファッション雑誌で見るようなカジュアル系で、変装も兼ねてか帽子を被かぶっていた。まるでお忍び中の芸能人みたいだ。

　──やばい。めっちゃかわいい……。

　かわいすぎて頭の中が真っ白になってしまう。相手の奇襲を受けて対局前に考えてきた研究が全て吹き飛んでしまった時みたいに。今の姉弟子のかわいさは暴力的ですらある。

「……行くわよ」

「あっ……はい」

　先に歩き始めた姉弟子を慌てて追いかける。

　もう日が暮れてネオンの輝きだしたアーケードの中は──というかここは日中でも薄暗くてネオンが光っちゃいるんだが──女の子が一人で歩いていいような場所じゃない。

「姉弟子！　一人で行かないでください！」

　しかもそれが飛び切りの美少女ともなればなおさら。美しい花に群がる昆虫みたいに寄って来る怪しげな男共を牽制するため、俺は姉弟子の横に並ぶ。

『ゴキゲンの湯』はそう遠くはない。このペースで歩けば数分で到着してしまう。

　その数分内に俺がしなければいけないことは二つだ。

１．姉弟子に謝る。

２．今日の研究会について考える。

　この二点である。

　だがこの時、俺の頭の中を占めていたのは、そのどちらでもなかった。


　──……手を繫つないだら、まずい……かな？



　肩が触れるほど近くを歩いている姉弟子の横顔を、悟られないようソッと見る。


「…………」



　姉弟子は俺のことなど存在しないかのように前だけを見て無言で歩き続けている。

　どうなんだろう？

　ハワイでは姉弟子から繫いでくれたから、そのまま繫いで歩いた。

　──原宿はらじゅくの時は……どっちから繫いだんだっけ？

　釈迦堂しゃかんどさんにゴテゴテした服を着させられて、転びそうになった姉弟子を俺が支えた……から、俺から繫いだんだろうか？　それとも姉弟子から俺に手を伸ばした？

　──偶然を装って触れてみて、その反応を見てどうするか考えようか？　歩ふを突き捨てるように軽い感じで……そもそもこんなに近くで並んで歩いてくれてるんだから俺に対してもう怒ってないんじゃないだろうか？　いやいやそうはいっても世話になってる生石おいしさんに頼まれたから俺と一緒にいるだけの可能性もあるし表情も固いし口も利いてくれないしやっぱりまだ怒ってるのかも……手を繫ごうとして触れてみて思いっきり拒否されたらショックだしそれこそ許してくれなくなるかもだし……うう……。

　そんなことを考えているうちに結局、手を繫ぐどころか言葉一つ交わさないまま目的地に到着してしまったのだった。
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「俺は基本、敗局を振り返るってことはしない」

　生石さんの第一声がそれだった。

「特に大勝負の前は、負けた将棋を並べるとそれだけで気力も体力も使うからな。むしろ快勝譜を並べ直して気分良く臨むべきってのが持論なんだが」

　玉将戦七番勝負を直前に控え、京橋にある『ゴキゲンの湯』は銭湯も将棋道場も臨時休業となっていた。

　ガランとした二階の道場で俺達と盤を挟んでいる生石さんは、昨日よりやつれて見える。寝ていないのかもしれない。

　つい先日、タイトル戦を終えた俺が口を開く。

「とはいえ七番勝負は長いですからね……最低でも四局。穴があったら勝ち切るのは難しくなります。特に今回の相手は研究家で知られてますし」

「だったら於鬼頭おきとの野郎には中なか飛車びしゃ、四し間けん飛車、三間さんげん飛車、向かい飛車の振ふり飛車フルコースを喰らわせてやるさ」

　生石さんは上着のポケットからタバコを出そうとするが、その手を途中で止めて何となく駒を持ち、空打ちする。

　身体の弱い姉弟子がいるから遠慮してるんだろう。

　俺と二人きりなら何の遠慮もせずパカパカ吸うこの人も、女の子の親だけあってこういう部分では意外と気を遣う。

　……とはいえ昨日の対局では記録係をしてた姉弟子の前で吸ってたみたいだから、集中するとそんな配慮も吹っ飛んじゃうんだろうけど。

「ま、とりあえず昨日の将棋を検討しようか。さすがにあのままで放置するのは、そっちの方が精神衛生上よくないからな」

「「はい」」


　姉弟子と声が揃って、俺はちょっとドキッとした。はぅぅ～……っ！



　と、そんなどうでもいいようなことにすらドキドキしてる思春期な俺を差し置いて、生石さんと姉弟子は二人でさっさと検討を始める。

「分かれの部分はどうだった？」

「そこはもう、少し悪かったんじゃないでしょうか」

「構想自体が破綻してたか……使える手順だと思ったんだがな」

「やっぱり棒銀ぼうぎんは狙いが単純すぎて──」

　姉弟子と生石さんは早々に『失敗』の烙印らくいんを押そうとするが、

「いや」

　俺は思わず口を挟んでいた。

　隣に座る姉弟子が身体を固くする気配を感じつつ、言葉を続ける。

「生石さん」

「何だ八一？」

「昨日の生石さんの序盤を俺なりにアレンジしてみたんです」

　局面を戻しながら、俺は自分の精神が加速していくのを感じていた。

　ここ最近ずっと目の前にぼんやりと浮かんでいる将棋盤が急速にクリアになり……思考が純化されていく。

　身体は熱くなるのに、感情はどんどん冷たい計算の世界に支配され──

「受け切ってみてください」

　そう言ったところまでは憶おぼえている。

　俺の記憶が次にあるのは、生石さんが肩をすくめてこう言った場面だ。


「…………参った。降参だよ降参」



　いつの間にか三時間近くが経過していた。

　手元のペットボトルもほとんど空になってる。姉弟子が飲んだわけじゃないだろうから、俺が飲んだのか……。


　──……あの時と同じだ。



　名人と戦った竜王戦第四局の指し直し局。

　読みの速度を制御しきれず、時間の感覚が捻ねじ曲がっていた、あの時と。

　隣では姉弟子が、ほとんど化け物を見るような目で俺の顔を見ている。


「………………！」



　白い顔はさらに真っ青になり、長い睫まつ毛げが震えていた。ポカンと開いた口からは呻うめき声すら出ない。

　探るような口調で生石さんが言う。

「以前から考えてた研究手順……って、わけじゃないんだよな？」

「はい。昨夜、感想戦が終わってから考えてて」

　いつものように寝られなかったから、まるっと一晩中考えてた。色々と作業もしたし。

　生石さんはポケットからタバコを取り出しながら吐き捨てるように、

「……これを一晩でかよ。マジで……王だな」

　王？　竜王って言ったのか？

　まあいいや。

「こんな感じで、やっぱり使える発想だと思うんです。第一局には間に合わなくてもどこかで試す価値はあるんじゃないでしょうか？」

「しかしなぁ……」

「負けたから使いづらいかもしれませんが、それだけに相手も油断してると思うんです。そういう意味でも再登板させる価値はありますって」

「うーん……」

「ソフトを使って検証すれば研究時間も短縮できます。かなり精度の高い研究をぶつけることができると思うんですけど」

「ソフト、ねぇ……」


「たとえば────ほら」



　俺は自分の鞄かばんを漁あさると、中からタブレットを取り出した。

　起動させると、自宅のパソコンをリモートで操作して立ち上げ、昨夜からソフトを使って研究していたデータを開く。

　タブレットの画面にこんな文字列が表示された。

候補１ 深さ38/47 ノード数12007630879 評価値-32 読み筋▲７八金(69)△８七角成(76)▲同金(78)△５三銀(62)▲７五銀(66)△３三銀(22)▲８八金(87)△４四歩(43)▲５九金(49)△１四歩(13)▲５七角(46)△４五歩(44)▲７八金(88)△１五歩(14)▲７六角打△２二玉(32)▲８五歩(86)△４四銀(53)▲６四銀(75)△７二飛(82)▲７七歩打△７六飛(72)▲同歩(77)△８六飛打▲７一飛打△４二金(52)▲７九金(78)△８七飛成(86)▲８一飛成(71)△６七龍(87)▲７五角(57)△７四歩打▲８六角(75)△５六龍(67)▲９一龍(81)△７六龍(56)▲７七角(86)△６六歩打▲６八歩打△３二金(41)▲８四歩(85)




「……なんだこりゃ？」

「昨日の対局の、三十手目の評価です。次の一手に７八金を示して、その後の展開も読んでいます」

「棋譜きふの書き方がおかしくないか？　やたら『打うつ』があるし……それに、指し手の後ろについてる括弧かっこは何だ？」

「括弧の中の数字は、その駒が直前にどこにあったかを示してます。コンピューターはそうやって盤面を理解するんです。だから持ち駒を打つ場合は、盤の中にその駒は存在しなかったんで全部『打』を付けちゃうんですよ」

「ふぅ……ん？」

　生石さんはピンと来てないみたいだ。『どうしてそんな厄介やっかいなことするんだ？』って感じの顔をしてる。

　脳内将棋盤を持つ人間と比べ、コンピューターは数字と記号だけで思考しなければならないためこうなるんだが……。

「百二十億局面ほど読ませましたが評価はほぼ互角です。昨日の将棋は序盤から激しくなりましたけど、これなら悪くない」

「ほぼ互角ってのが気になるな。先手なら序盤でポイントを稼げないと作戦負けじゃないか」

「ソフトは振り飛車の評価が低いんです。生石さんには言いにくいですが、そのソフトがほぼ互角の評価をつけるんだから割と有望な戦法なんじゃないかと」

「随分と好き勝手言ってくれる……」

　ヤバい。調子に乗って喋しゃべりすぎた。

　どれだけ振り飛車に逆風が吹こうとも我が道を貫き続ける《捌さばきの巨匠マエストロ》は人間相手の研究会すら否定したほどの孤高の存在だ。

　自分の将棋を勝手にソフトに掛けられたと知ってカチンと来たのかも!?

「い、いや！　まあ俺も、本格的にソフトを使って研究したのはこの前の竜王戦が初めてではあるんですけど──」

「っ……」

　隣に座る姉弟子が少し身体を固くした気がした。

　や、ヤベェ……そういえばあの時『姉弟子よりソフトのがマシ』みたいなこと言ったんだったわ……後で殺されるフラグ立ったわ……。

「と、とはいえソフトの示す評価値や最善手は、そのまま採用できるわけじゃありません！」

「そうなのか？」

　不思議そうな生石さん。そんなに怒ってなさそうだ……よかった……。

「ソフトの将棋は人間と異質すぎるんです。人間とは比較にならないほど手が読めるソフトはノーガードの斬り合いを厭いとわない。コンピューター将棋は、コンピューターの演算力があって初めて成立するんです」

　けど人類が積み上げてきた現代将棋の発想は違う。

「人間は終盤でミスをする。だから少々ミスをしても挽回ばんかいできるよう相手より玉ぎょくを固く囲う。それが現代将棋の出発点です。そもそもの出発点が違う以上、ソフトの示す最善手をそのまま採用することはできない」

　姉弟子も口を開く。

「ソフトって飛車先の歩を切るのを『手て損ぞん』って判断するわよね。あと、角の価値を低く評価してるから躊躇ちゅうちょ無く切ってくるし」

「桂の価値も低く見てるけど、それは歩の価値を高く見てることの結果、相対的にそうなってるんだと思います」

「その影響でプロや奨励会の対局でも桂損けいぞんの仕掛けが流行ってるわよね」

「そうそう！　そうなんですよ！」

　姉弟子と自然に会話ができてることが嬉しくて、俺は横を向いて話し始める。

「関東じゃあ人間同士の将棋を研究するより、今はそういうソフト発の手筋を話し合う研究会が流行はやってるっていうし」

「関西も棋士室に以前ほど人が集まらなくなったわよね？」

「研究も対局も、人間とやるより正確だし。あと手軽ってのが大きいですよね。予定を合わせる必要もなければ移動時間も取られない」

「これまでは明らかに無理と思われてた攻めが成立することがわかって、ベテランの先生はやりにくそうにしてる。感覚が全然違うから」

「人間と価値観が違うのは全くその通りだと思いますよ。将棋を覚えた瞬間からソフトをいじってた創そう多たなんか『初手３八金も７八金もどれも最善手だと思います』とかサラッと言ってたから」

　ちなみに初手７八金は、マイナビの一斉予選で桂けい香かさんが喰らった手。

　これまでの人間的な感覚だと『振り飛車にできるもんならしてみろ』という挑発を含んだ奇襲戦法って位置づけだった。

　これが最善ってことは要するに『振り飛車にしてもらえたらラッキー♪』って意味で、つまり振り飛車全否定だ。

「とはいえ昨日、目の前で自分の弟子が初手３八金で潰つぶされたのを見たばかりですしね。創多の言うことも間違いじゃないかもしれません」

「なるほどな。天才少年の師匠ししょうはコンピューター、ってわけだ」

　小学生棋士の期待すらかかる創多の存在は生石さんも知ってるらしい。

「ま、今後どうするかは検討の余地があるとしても……俺がいきなりソフトの力を借りるってのは難しいだろ。悪いが防衛戦が終わるまで付き合ってくれ」

「「それはもちろん」」

　俺と姉弟子の声が重なる。

　俺達にとっても《振り飛車党総裁そうさい》とまで崇あがめられる超トッププロと集中的に研究会ができるのはメリットしかない。

　それに俺はもう一つ、この研究会に求めるものがあった。

　それは──

「あ、あの……」

　ちょうど話が一区切り付くのを待っていたかのように声が掛かる。

　生石さんの一人娘、飛鳥あすかちゃんだ。

「あれ？　飛鳥ちゃん、今日は体操服じゃないんだね？」

「きょ、今日は……お風呂、お休みだから……」

「そっかー。いいね私服。かわいいじゃん！」

「っ!?　はっ、はわわ……！」

　久しぶりに会った飛鳥ちゃんは相変わらず赤面した顔を伏せて恥ずかしそうにモジモジしてるけど、服装が違うからとても華やかに見える。

　そこを褒めたら飛鳥ちゃんはますますモジモジして、長い前髪を引っ張り始めた。

「……おい八一。父親の目の前で娘を口説くたぁ、いい度胸してるじゃないか」

　生石さんが割とシャレにならない口調で言う。

「いやいやいや！　口説いてなんてませんよ!?　見たままのことを口にしただけで──」


「ぅひぃっ……！」



　飛鳥ちゃんは発火はっかしそうなほど真っ赤になって変な声を漏らす。

　ベコンッ！　と隣から変な音がしたのでそっちを見ると、


「…………」



　姉弟子が空のペットボトルを握り潰して遊んでいた。変わった遊びだなー。

　腕組みをした生石さんが重々しい口調で俺に言う。

「……まあ、俺も単なる頑固親父ってわけじゃない。お前が永世竜王の資格を獲ったら飛鳥との交際を認めてやってもいい」

「最短でもあと三連覇しないといけないじゃないですか！」

　永世竜王の資格は連覇なら五回、通算なら七回も竜王位を獲得しないといけない。

　あの名人ですら成し遂げていないわけで、ほぼ無理ゲーだ。

「っていうか俺は別に飛鳥ちゃんにそういう感情を抱いてるわけじゃないですから！」

「うちの飛鳥のどこが不満だッ!!」

「めんどくさい親父だなぁ全く!!」

　いつもはクールな《捌きの巨匠マエストロ》もかわいい娘のこととなると我を忘れる。人間ってつくづく不完全な生き物である。ソフトをインストールしてやりたい。

　そんなかわいい飛鳥ちゃんは、やっと用件を口にした。


「あ、あの…………お……お食事、作ったから……」



「ありがとう飛鳥ちゃん！」

　控え目な性格そのままにソッと出してくれた料理を見て、俺は目を輝かせる。

「おっ、とん平ぺい焼きじゃーん！　俺これ好きなんだよね♪」


「う、うん……前に、好きって言ってくれたから…………また作ってみた、けど……」



　お好み焼きみたいな大阪おおさか名物『とん平焼き』は、俺とあいがこのゴキゲンの湯でバイトした時に大好きだった賄まかない料理。温かいうちが抜群にウマい。さっそく手を伸ばす。

「うまーい！　飛鳥ちゃん、また腕を上げたんじゃない？」


「あ、ありがと…………えへへ……♡」



　恥ずかしがりながらも喜んでくれる飛鳥ちゃん。

　縮こまるかのようにモジモジと両腕を身体の中心に寄せる……。

　控え目な性格とは相反する自己主張の強い胸部が両腕に押し出されるかのように強調されて……熱いッ!!


「あの、みんな……食べて…………くだ、さい……」



　飛鳥ちゃんに促うながされ、生石さんと姉弟子もとん平焼きに手を伸ばした。

「うん。八一が言うように今日はいつもより味が乗ってるな」

「お、お父さんも……そう思う……？」

「……好きな男に食べさせるためじゃないだろうな？」

「ちッ……違うってば……ッ!!」

　傍から見たら親子漫才にしか見えないんだけど、当人同士は極めて真面目に話してる。

　そして姉弟子はといえば、


「…………………………（ブッスー）」



『不満』という言葉を擬人化したらきっとこうなる、という感じの表情を浮かべていた。

　ちょっとちょっとー。

　タダ飯を食わせてもらってるんだからもうちょっと愛想よくしてくれよー。

「いやぁ飛鳥ちゃんの作るとん平焼きは本当に美味おいしいなあ！　美味しいですよね？　ね？　姉弟子？」


「………………そうね」



　全く美味しいと思ってないような、吐き捨てるかのごとき『そうね』だった。

　飛鳥ちゃんはオドオドビクビクしながら姉弟子にお伺いを立てる。


「あ、あの…………お、お口に……合わなかった……です、か……？」




「………………別に」



　再び吐き捨てるように言う姉弟子。その割にはちゃっかり二つ目を頰張っている。

　心配そうにする飛鳥ちゃんに俺は耳打ちした。

「（大丈夫だよ飛鳥ちゃん。この人、基本的にソースのかかった食い物は大好物だし。っていうかソースさえかかってりゃ何でも美味そうに食うし）」

「（そ、そうなんだ……よかった……）」

　心の底からホッとした様子で、飛鳥ちゃんは大きな胸をなで下ろす。たゆん……。


「（わ、わたし……空そら先生のこと、すごく尊敬しているから…………だから、私の料理を食べてくださって…………うれしいの……）」



　目尻に涙まで浮かべながら、飛鳥ちゃんはそう言った。

　年下の姉弟子に敬語を使うところからも、飛鳥ちゃんがどれだけ空銀ぎん子こという棋士に心酔しているかがわかる。

　将棋が大好きで、努力してきて、しかも同じ女の子だからこそ、姉弟子の凄さを心の底から理解してるんだろう。

　そんな飛鳥ちゃんの気持ちなど微み塵じんも察した様子はなく、


「……………………（ブッスー）」



　姉弟子は最後の最後まで超不機嫌なままだった。

　はぁ……これからしばらく通うことになるんだから、仲良くしてくれよ……。
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「ちょっと姉弟子！　待ってくださいよ！」

　研究会を終えた直後。

『風呂でも入ってけよ』と言ってくれた生石さんの誘いを断って姉弟子はさっさとゴキゲンの湯を出てしまった。

「待ってくださいってば！　姉弟子！　ねぇちょっと！」

「……」

「わかった！　待たなくていいから逃げないでください！」

　てっきり今日は泊まりがけで将棋の研究をするもんだと思ってた俺としては、姉弟子の突然の行動に面食らってしまった。

　慌てて追いかけたものの、横に並ぼうとするとスピードを上げて逃げようとする。

　俺はずんずん歩いて行く姉弟子の腕を摑つかんで、

「もー……何をスネてるんですか？　姉弟子みたいな女の子がこんな時間にこんな場所を一人で歩いて大丈夫なわけないでしょ？　俺が何か気に障さわるようなことしたんなら謝りますから、とにかく一緒に歩いてください！」

「っ……!!」

　姉弟子は俺の手を振り払う。かなり荒っぽい感じだ。何が理由でとかはよくわかんないけどとにかく何かにキレてるのだけはよくわかった。

「もしかして……俺が飛鳥ちゃんの料理を褒めたから怒ったんですか？　まぁ姉弟子の料理は褒めたことがないのに飛鳥ちゃんの料理はベタ褒めだったから、確かにその点はデリカシーがなかったのかもしれませんけど……」

　思い当たる理由を挙げてみる。

「でも飛鳥ちゃんは、俺とあいが生石さんのところでバイ……修業してたときに飯を作ってくれたり風呂屋の仕事を教えてくれたり、色々いろいろと世話になった子なんです。そうでなくても生石さんの娘さんだし、気を遣うのは仕方ないというか当然というか……」

　無視。

「それにあの子、将棋が大好きなんです。生石さんに反対されてたからずっと隠れて勉強してたんだけど、あいに勝ったら堂々と将棋の勉強をさせてくれって頼み込んで、それでしっかり勝って今は親父さんから将棋を教わってるんです。そういうのって何だか嬉しいし、かわいいじゃないですか。姉弟子もそう思うでしょ？」

　無視。

「そうそう！　姉弟子のこと、すっごい尊敬してるって言ってましたよ？　さっきも自分の料理を食べてもらえて泣くほど感激してたし。ね？　かわいいでぼぐぇ」

　こっちの腹に肘ひじを叩き込むと、姉弟子は崩れ落ちる俺を残し一人で改札をくぐって行く。

　み、みぞおちに入ったぞ……。

「ま……待って……！」

　へろへろになりつつも電車が出る寸前で追いついた。

　環状線に乗ってからも、姉弟子は一言も喋らないし俺と視線を合わせようともしない。怒りはどんどん増しているようだ。

　帽子のせいで表情はほぼ見えないけど、剝むき出しになった首筋が真っ赤に染まってる。

　──攻撃色だ……。

　俺は十年以上の付き合いから、この人がこの色に染まってる時にちょっかいかけてはいけないことを身に沁しみて理解している。『公共の場なら大丈夫だろ』とか思ってはいけない。電車だろうがどこだろうが姉弟子は暴れる時は暴れる。


「…………はぁ」



　俺は姉弟子の隣に立って、姉弟子には絶対聞こえないよう小さく溜ため息。

　今日は泊まる予定だったから、あいは師匠の家に預けてある。このまま環状線で野田のだまで行ってあいを迎えに行こうか？　でももう寝てる時間帯だ。それだったら連れて帰るのは可哀想かわいそうだし……。

　とりあえず桂香さんと連絡を取ろうと思ってスマホを取り出そうとポケットに手を入れた、その瞬間。

　ぐいッ！

「えっ!?」

　姉弟子が俺の腕に自分の腕を絡ませて強く引っ張った。

「ええ!?　は、早くない!?」

　電車を降りるみたいだけど、京橋からまだ一駅しか来てない。

　──京橋の隣？　……って、どこだっけ？

　混乱する俺の目に駅名が飛び込んでくる。

『桜ノ宮』。

「はぁぁ!?」

　その駅名を見た瞬間──混乱は大パニックに変わった。

　桜ノ宮といえば、あの桜ノ宮だ。

　関西有数のホテル街だ。

　ホテル……といっても、観光ホテルとかビジネスホテルとかではない。

　その、まあ要するに……アレなやつだ。

　レジャーホテル。カップルズホテル。

　色々と呼び名はある。だが呼び方は複数でもすることは一つ。

　ラブホテルである。

「ええ!?　ちょっ、姉弟子？　どうしてこんな場所で降りるんですか!?」

　パニックに陥った俺の疑問を完全に無視したまま。

　肌を怒りに赤く染めた姉弟子は脇目もふらず駅を出ると、俺を引っ張ったまま大川おおかわ沿いに南へと歩いて行く。

　灯あかりも人通りも少ないエリアをずんずん進み、そこを抜けると一気に明るい場所に出た。

「えええ!?」

　目に飛び込んできたネオンを見て、俺は思わず悲鳴じみた声を上げる。

『２４時間いつでも宿泊ＯＫ！』

『休憩１Ｈ１５９０円』

『全室均一料金──税・サ込みポッキリ価格！』

　ラブホだ！

　間違いなくラブホだ！

　そしてそのラブホの一つに姉弟子は迷わず突撃した。

『ＨＯＴＥＬ白雪姫』に。

「ええええ!?」

　よりによってそこかよ！　という名前の、今となってはそうそう見かけないお城みたいな建物にご入館。

　パネル式のフロントでご利用になるお部屋を秒で選択すると、俺の腕を引っ張ったまま何かに突き動かされるかのように館内を早歩きで移動。

　そしてそのまま俺をプレイルームに引き摺ずり込む。

「えええええ!?」

　外観はメルヘンだが内装は割と平凡……と思っていたら、入った部屋はやっぱり超メルヘンだった。ベッドがピンクでハート型なんですけど！

　そのベッドに巴投ともえなげをするような感じで、姉弟子は両手で俺の襟首えりくびを摑んだまま後ろ向きに倒れ込んだ。

「うおッ!?」

　勢い、俺が姉弟子を押し倒したような感じになる。現実は逆なんだが……。

「ちょっ！　い、いったい何なんですか!?　こんなところに俺を連れ込んで何をしようっていうんです!?」

　まさか将棋!?　……ってことはないだろう。

　密室で俺にヤキを入れる!?　いやそれだったら姉弟子はそこらへんの路上でも躊躇ちゅうちょなくヤキを入れてくる。

　──だとしたら……何だ？

　他に理由を探していると、姉弟子は再び襟首をすごい力で引っ張ってきた。

　ガツン！

「いたッ!!」

　至近距離で不意打ち気味に襟を引っ張られたため、勢い余って俺と姉弟子のおでこが激しくぶつかった。痛いてぇ!!　目に涙が溢あふれた。

　──頭突きか!?　やっぱり密室で俺にヤキを入れるつもりなのか!?

　とか思って痛みを堪えながら目を開けると、


「っ……！　っ……!!」



　姉弟子も涙目になって悶絶もんぜつしてる。自爆だ。

　というか、どうやら攻撃ではなかったようだ。

　──まさか今……キスしようとしたの!?　どんだけ不器用なんだよ!?

　いや俺もしたことないから器用にできる保証はないが……。

　けど少なくとも、姉弟子もそういうことをしたことがないのは痛いほど伝わってきた。実際おでこ痛いし……。

　間違いなく、姉弟子はチューすらしたことない。

　この落ち着きの無さを見るに、ラブホに来るのだって初めてだろう。

　そりゃそうだ。二歳の頃から将棋だけに明け暮れて、将棋が強くなること以外は他に何もこれっぽっちも興味を示さなくて──

　と、そこでハタと気付く。

「姉弟子……」

　こっちの襟首を摑んだままの姉弟子の手をなるべく優しく摑むと、

「もしかして……シューマイ先生に言われたことを気にしてるんですか？」

「っ」

　無言。

　……だったが、その反応は俺の予想が当たったことを示していた。

　そういうことだったのか……。

　俺が飛鳥ちゃんの私服や料理をベタ褒めしたとか飛鳥ちゃんの大きな胸に視線が釘付けになってたとか飛鳥ちゃんとの仲の良さを生石さんに冷やかされたとか、そんなことは姉弟子には全く関係なかった。

　もしかしたら飛鳥ちゃんに嫉妬しっとして、それで衝動的に俺をこんな場所に引っ張り込んでしまったのかとも思ったけど、もちろんそんなはずはない。姉弟子はそこまでバカじゃない。

　──けど、それ以上にバカなことをしようとしてる。

　姉弟子はアマ三冠である辛香からこ将司しょうじさんとの対局に負けた。

　勝った方が三段になれる大きな勝負で、一方的にやられてしまった。

　普段の姉弟子からすれば考えられないほど不出来な将棋で……。

　そのことと、指し初め式の日にシューマイ先生から言われたことが、こういう形でリンクしてしまったんだろう。つまり──

　──処女を失えば将棋が強くなると思ったんだ。この人は……。

　だとしたら想像を絶する将棋バカだ。

「姉弟子……焦る気持ちはわかります」

　横たわる姉弟子を見下ろしながら、俺はできる限り優しい声で語り掛ける。

「ただでさえ将棋に負けた後は、それまでの自分を全否定してしまう。だって、負けた自分を否定しないと、何かを変えないと……強くなれないから……」

　名人に負け続けた時、俺は俺自身が崩壊していく音を聞いた。

　だから強くなるために自分の全てをリセットしようとした。

　それまでの自分を、自分を形作る全てを、否定した。

　弟子を取ったこと。内うち弟子でし時代の温かい思い出。そして……姉弟きょうだいの絆きずなを。

　そうすれば強くなれると思ったから。

「でも、一気に変わることなんてできるわけがない。変わることより変わらずに努力し続けることが重要なんです」

　何かを捨てるだけで何かを得るなんて、そんなお手軽な方法で現実を変えられるのであれば誰も努力なんてしない。

「俺はそのことに、竜王戦の途中で気付きました」

　潤うるみ始めた姉弟子の青い瞳を優しく見詰めながら。

　言えなかったお礼の言葉をようやく口にする。

「……気付かせて、くれたんです。あいや桂香さんや……姉弟子が」

　あいはずっと俺を信じ続けてくれた。

　桂香さんは釈迦堂さんとの激戦を通して、努力が報われる瞬間を見せてくれた。

　そして姉弟子は──

「ハワイの夜のこと、憶えてますか？」

「……！」

　ビクッ、と姉弟子の身体が俺の下で跳ねる。

「あの時、海で姉弟子を見て……恥ずかしい話だけど、俺は初めて姉弟子がすごく綺き麗れいだってことに気付いたんです。天使みたいに綺麗だって。世間が騒ぐのも無理ないって。もっと早く気付いとけって感じですけど」


「…………」



　驚いたような顔で姉弟子は俺を見る。

「姉弟子はすごく綺麗で、《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》なんていう異名も付くくらい有名で、俺には将棋しかないけど姉弟子には他にも色々すごいところがあって……俺なんか師匠が同じってだけで一緒に暮らしてただけの、本当なら姉弟子みたいな綺麗な女の子とは知り合うことすらできないような男で。だから──」

　俺が自じ暴ぼう自棄じきになってた時、姉弟子はそれでも俺を見捨てないでくれた。

　間違ってた俺をブン殴って『間違ってる』と気付かせてくれた。

　だから俺もこう言わなきゃならない。


「だからこんなことはやめてください。こんな…………好きでもないような相手と、そういうことをしようだなんて……」



　やめてください。

　そう言いながら、けれど俺は心のどこかで期待してもいた。

　姉弟子がそれでも俺と、その……そういうことをしたいと言ってくれるのを。


　もしかしたら姉弟子が、俺のことを…………将棋以外のことでも繫がっていたいと思ってくれてるんじゃないかって。けど。




「……………………………………きらい」



　姉弟子の口から漏れた言葉は、まるで反対で。




「八一なんて、だいっきらい!!」




　鋭いナイフのように俺の胸を抉えぐった。

「っ……!!」

　感情が言葉になって外に漏れないよう、きつく唇を嚙かむ。

　そりゃあ、わかっちゃいたさ。姉弟子の態度を見てれば、俺に対して好意を抱いてるなんてことは万に一つもないってことくらい。

　俺達の間には将棋しか無いってことくらい……。

「昔からずっときらい！　ずっとずっとだいっきらい！」

　姉弟きょうだい弟子だから親しくしてるけど、それ以上の感情じゃない。

「将棋バカなところがきらい！　将棋が強くて、将棋のことばっか考えてるところがきらい！　将棋のことを考えてる時の八一の顔が一番きらい！」

　姉弟きょうだいだからこそ、そういう関係にはならない。

「泥臭いところがきらい！　すぐ熱くなるところがきらい！　どれだけ苦しくなっても絶対に心が折れないところがきらい！」

　むしろ竜王戦以降、俺に対して怒る理由はいくらでもあるけど好意を持つような理由なんて一つもない。

「鈍感どんかんで優柔不断ゆうじゅうふだんで誰にでも優しくてフラフラしてるところがきらい……そこは本当にっ！　だいっきらいッ!!」

　ぼろぼろと涙を流しながら姉弟子は叫んだ。

　きらい。きらい。きらい。

　──そんなの、言われなくたって知ってたさ。

　姉弟子が俺を好きなんて、そんなことあるはずがないと知っている。


「きらいよ…………ばか……ばかやいち……」



　だから俺が姉弟子とそういうことをしなかったのは正解なんだ。

　ズキンズキンと胸は痛んでいるけど、正解なんだ。
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　ザアアアアアアアアア────…………。



　浴室から聞こえていた水音が小さくなり、やがてドライヤーの音や、服を着る衣きぬ擦ずれの音が耳に届くようになる。

　そして最後に足音。


「…………シャワー、終わったから」



「あ、はい──」

　ガラス張りの浴室に背を向けてベッドに腰掛けていた俺は、声がした方を振り返る。

　涙の跡を洗い流してさっぱりした様子の姉弟子が立っていた。

　セーラー服だった。

「？？？」

　一瞬、混乱した。

　姉弟子は私服で来たはずだった。しかし今はセーラー服を着ている。

　だが……待て？

　このセーラー服……何だかいつもと違うというか──
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「どうしてそんな服を着ておいでなのですかッ!?」

　教訓。人間はあまりにも魂消たまげると敬語になる。

「自分の服にシワがついちゃうから」

「ほ……他に、なかったんですか……？」

「ない」

　簡潔に言い切ると、姉弟子はボスンと音を立ててベッドに倒れ込む。

　姉弟子は《戦うセーラー服》という異名を付けられたこともあったが……戦えないよ！

　こんな服で戦ったら見えちゃうもの！　おへそとか……もっといろいろ!!

　普通のホテルなら浴衣とかバスローブとか置いてあるんだろうけど、こういうホテルだとこういう衣装になるのか……？

　くそぅ……かわいい。

　やばい。この姉弟子はヤバすぎる。ドキドキするとかそういうレベルじゃないヤバい。


「あ、あ、あ……あの…………じゃあ、俺は床にタオルを敷いて寝ますから……」



　俺は煩悩ぼんのうと戦う道を早々に諦めた。勝てるはずがないからだ。一緒に寝たら襲わない自信がない。

　君くん子し危あやうきに近寄らず。離れていれば何とかなるだろう。

　そう思ってベッドから降りようとしたら──

　ぐいっ。

「えっ」

　背中から服を引っ張られた。割と強い力で。

　動揺する俺に姉弟子が命じる。割と強い声で。

「寝て」

「は？」

「ベッドに。まっすぐ」

「こ……こう？　ですか？」

　ファラオのミイラみたいに真まっ直すぐ横たわる。

「しかし……なぜ？」

「枕がほしいから」

「枕？」

「……抱き枕」

「お、おう……」

　真っ直ぐ横たわる俺に、姉弟子は細い腕を回してぴったり密着。そして耳元で囁ささやく。

「枕は動いちゃだめだから」

「お、おう……」

　吐息のような囁きで俺の耳をくすぐりながら、姉弟子は念を押す。

「指一本でも動かしたら通報するから」

「床で寝たいんですが……」

「だめ」

　ぎゅー。

　わがままセーラーさんは動くことを許されない抱き枕さんを抱きしめて、抱き枕さんの胸にぐりぐり頭を押しつける。女の子のすごくいい香りがした。

　拷問ごうもんだ……！

　これは……拷問だ……!!


「…………さっきの話だけど」



「はひ」


「その……シューマイ先生が言ってたことって、本当に…………強さと関係ないと思う？」



「……ええ。そういうのは関係ないと思います」

　仮に関係があるとしても多少の度胸がつくとかその程度で、そういうことをしたからといって将棋が強くなるとは思えない。

「八一もしたことないの？」


「それは………………まあ、ないですけど……」



「十七歳なのに？」

「うるさいなぁ。相手がいないんですよ」

「小学生は？」

「するわけないでしょ!?　俺を何だと思ってるんですか!?」

「……」

　おい銀子なんで黙る？


「それに今のところは…………そういう相手を見つける気にもなれないし」



　まだズキズキ痛む心の傷を自分で深くしながら、俺はこの傷がそもそもどんな種類のものなのかを考えていた。

　これが失恋の痛みってやつなんだろうか……？

「……たまに考えるんです。もし仮に俺に恋人ができたとしても、今はやっぱり将棋のことの方が大事に思えちゃうんじゃないかって。将棋より大切なものなんてなかったし、将棋以外のことに心を奪われることもなかった。姉弟子もそうでしょ？」

「……」

「大げさじゃなく、本当に将棋が恋人なんです。だからその恋人が人間になるなんて想像もできない。負けた時とか、確かに誰かに慰なぐさめてほしくなったりもするけど……やっぱり今は将棋のことだけを考えていたい」


「…………」



「こんな話、他の人に言っても信じてもらえないかもしれないけど……誰よりも長く俺と一緒にいた姉弟子ならわかってくれると思うんです。だから──」

「じゃあどうして勝てないのッ!!」

　姉弟子はいきなり叫んだ。俺の肌に食い込むほど爪を立てて。

　それは魂からの叫び声だった。

　ずっと心の底に溜めていたものを吐き出すような、悲痛な叫び声。

「どうして私は八一みたいに勝てないの!?　ずっと一緒だったのに！　ずっと同じことをしてきたはずなのに！　なのにどうして八一みたいになれないのッ!?」

　どうして!?　どうして!?

　幼い頃に戻ったかのようにそう繰り返す姉弟子。

　爪が食い込むほど強く俺の背中を抱いて、泣き顔を見られないよう胸に押しつけながら……銀子ちゃんはなおも叫び続ける。

「ねえどうして!?　八一ならわかるでしょ!?　どうしてなの!?」

「それは……」

　──才能が、ない。

　そう切って捨てることは簡単だ。姉弟子に俺と同じ才能があれば俺と同じくらい強くなっているはずだから、そうじゃないということは才能が無いということ……。

　だが、そんなことはないはず。

　姉弟子はまだ十五歳になったばかり。中学三年生で三段まであと一歩の位置にいるのであれば男性奨励会員と比べても出世のスピードは早い。

　つまり才能はある。プロになれる才能は。

　では何が足りないのか？

　一つ、考えていたことがあった。


「姉弟子は…………体力が無いんだと思います」



「……たいりょく？」

「ええ」

　俺の言葉が意外だったようで、姉弟子は泣くのを止めて聞いてくる。

「けど……奨励会の持ち時間は女流のタイトル戦よりも短いわよ？　確かに女流の棋力は奨励会員に比べて低いけど、私は他の奨励会員より公式戦をこなしてるから──」

「奨励会は一日で二局指すでしょう？　俺が言ってるのはその体力のことです」

「……」

「三段リーグになれば東京とうきょうまでの移動も出てきます。それだけで姉弟子は体力を持って行かれる。女流タイトル戦で移動には慣れてるとはいっても、姉弟子は今までずっとストレートで防衛してきたから年間六局しか指してないし……」

　姉弟子の保持する女流タイトルは『女王』と『女流玉座』。

　二つとも五番勝負で、先に三勝すれば防衛となる。

　女流玉座は秋に、女王は春に防衛戦があるから時期的にも被ってないし、スケジュール的にはそこまでキツくないはずだ。

　しかし三段リーグはそうはいかない。

「半年間で十八戦のリーグ戦。昇級ラインは例年だいたい十三勝以上。一勝一敗ペースじゃ全然届かない。連勝は絶対に必要です」

　つまり、一日に二局勝つことがどうしても必要となる。

　さらに言えば『連敗しない』ことも重要だ。

　負けるのは仕方ないとしても六敗以上したらその時点でアウトだから、一局目で負けてもすぐに立て直さないといけない。

　これまでの奨励会でもそれは同じだけど──

「三段リーグは首にロープを掛けられた状態で戦う。一局目で負ければ、首にロープが食い込んだ状態で将棋を指さないといけない。そしてそのロープが緩むことは絶対にないんです……プロになる以外は」


「っ……！」



　俺の胸の中で姉弟子が息を飲んだのを感じた。

　死刑囚同士のデスマッチ。生き残ることができるのは二人だけ。

　それが三段リーグだ。

　極限状態に追い込まれた人間は、恐怖によって正常な思考をすることすら困難となる。

　だから最後まで正気を保った者が勝つ。

　将棋は技術ではなく心の強さを競うゲームだということを、プロは奨励会で学ぶ。

　そんな奨励会で、体力面に不安がある姉弟子が勝つためには何が必要なのか？

　ここで俺は温めていた考えを告げた。

「……振り飛車がいいと思うんです」


「ふり……びしゃ……？」



「はい。居飛車いびしゃはとにかく研究することが多すぎる。相あい居飛車戦は選択肢が多すぎて対策を絞り込めないし、序盤は自分の得意形に持って行こうとして心理戦じみた駆け引きになる……」

「……」

「おまけに振り飛車と戦う時は対抗形の研究もしなきゃならない。事前研究と序盤の心理戦で体力を使い切って、終盤の勝負所で粘りが利かない……三段リーグでそれは致命的です。わかりますよね？」


「…………」



『奨励会は終盤が二度ある』。

　そう言われるほど、奨励会の将棋はいかに粘るかが重要となる。

　そもそも将棋界では『諦めずに粘る』という指し回しのことを『奨励会』と表現するほどなのだから。

「その点、自分が振り飛車をやっちゃえば戦法は自由に選べます。振り飛車党と当たったときは相振り飛車だから、そこは力で勝負すればいい。力勝負なら姉弟子も関西で鍛えられてるから十分に戦えるはずです」

　さらに言えば女流棋戦は振り飛車が多いから、振り飛車の経験値は他の奨励会員よりも姉弟子の方が上だ。

　不安に揺れる声で姉弟子が言う。

「けど……ソフトは飛車を振っただけで評価値が下がるし……若手のプロも、どんどん居飛車党に転向してるんでしょ？」

「だからこそ、です」

　ここからが重要だ。俺は言葉に力を込める。

「確かにプロで居飛車党は増えてる。けど、三段リーグを抜ける人間は振り飛車党の割合が結構あるんです。みんな姉弟子みたいに『強くなるためには居飛車』って先入観があるから、振り飛車を実際よりも低く見てしまっているんですよ」

　これだ。

　俺が生石さんとの研究会に同意したのは、自分の棋力を伸ばすというのが第一。

　だがもう一つの目的として、姉弟子が生石さんの振り飛車を勉強する場を作ってあげたかったというのがある。

「スペシャリストは方針がブレないから、長いリーグ戦で心理的に有利です。戦法の選択で悩むくらいなら一つの戦法を磨いた方が絶対いい」

「……相手にとっても対策を立てやすいんじゃない？」

「居飛車党は相居飛車の研究で手一杯です。振り飛車対策は後回し。姉弟子だってそうだったでしょ？」

「けど、プロで通用しないんじゃ──」

「三段リーグを抜けることだけを考えてください」


「っ……！」



　息を飲む姉弟子に、俺は畳みかける。

「プロになってからどうこう、なんて考えは心の隙でしかない。三段リーグはそんな甘い考えじゃ絶対に抜けられません。姉弟子もわかってるはずです」

「……」

「それにプロになってから居飛車に鞍くら替がえしてトップになった人だってたくさんいます。プロになってからどうするかはプロになってから考えればいい。でしょ？」

「……」

　しばらく身体を硬くしてた姉弟子だけど、やがて力を抜きながら小さく言った。


「…………考えてみる」



「俺も協力しますし、生石さんも助けてくれるはずです。急には無理かもしれませんが、フォームチェンジも視野に入れて三段リーグで戦う準備をしてください」

「……」

　姉弟子は返事をしなかったが、代わりにこんなことをポツリと漏らす。


「…………体力、つけないと……」



「ですねぇ」

「どうしたらいいと思う？」

「うーん。水泳とか？」

「……屋内プールなら日光に当たらないわね」

「キャップで髪も隠せますし、ゴーグルすれば顔も隠せますから。姉弟子は顔が知られてるし目立つから、スポーツジムでエアロビクスとかするのはちょっとアレだろうし……」

　それに身体に凹凸おうとつが少ないから水泳はすぐ上達しそうだし。

　とか言ったら殺される。

「一人で不安なら俺も一緒に通いますよ。ちょうど身体を使う趣味がほしかったんです」

　水泳でクタクタに疲れれば多少は寝付きもよくなるかもしれない。

　そんなことを考えての提案だったんだが、姉弟子は別の意図があると受け取ったようだ。

「すけべ」

「いや、そういう意味じゃ──」

「へんたい。えっち」

　抱きつかれながら『へんたい』とか『えっち』とか言われるのって、どういう意味に捉えたらいいんだろう？

「……八一、眠れてないの？」

「へ？　どうしてそれを？」

「目の下に隈くま」

「ああ……出てますか」

「へんなかお」

　うるさいんだよ。

「名人とのタイトル戦……もっといえば第四局からですかね。頭の中からずっと将棋盤が消えなくて。今じゃあ寝てるのか起きてるのかも曖昧な感じで……」


「…………うらやましい」



「え？」

「……私は盤も駒も、何か黒っぽいのがボヤッと見えるだけだし……うらやましい」

「いやぁ、でもこれはこれでつらいんですよ？」

「やいちのばか」

「んなこと言われたって、俺だって消せるもんなら消したいですよ」

「ばか。ぜいたく」

「贅沢ぜいたくて」


「…………これだから将棋星人は……」



　将棋星人？　なに言ってるんだこの人？

「頭の中に将棋盤が浮かぶからって何だって言うんですか？　あいなんか十一面も浮かぶらしいですよ？」


「………………」



「そのうちの六面を同時に動かせるとか何とか言ってて、そりゃ詰将棋すげーはずだわって。生石さんと俺で三面ずつ持って目隠し六面指しをやってみたんですけど、あいはこっちの二歩まで完璧に指摘して──」

　ガブッ。


「ぎゃあああああああああああ────ッ!!　どっ、どうして嚙むんですか痛い痛い痛い痛い指はやめて将棋が弱くなるからッ!!」



　俺は指を引っこ抜くと、突然の蛮行ばんこうに対して厳重に抗議した。

「ちょっと姉弟子!?　指は反則でしょ指は!?　指と脳は攻撃しないって子供の頃からルール決めてたじゃないですか将棋が弱くなったらどうしてくれる!?」

「しらない。ばか。よわくなれ」

「ったく……あーあー、歯形までくっきり付いちゃってるよもう……」

「……八一なんて、もっと将棋よわくなればいい……」

　くっそー。何をそんなに怒ってるんだ？　今の会話の中でそこまで腹が立つようなことを言ったか？

　悩んでいると、姉弟子がさらにこんなことを言い出した。

「……学校やめる」

「中学は辞められませんよ……」

「高校は行かない。連盟の近くにアパートを借りて一人暮らしする」

「そんな……一人で勝手に決めないでください。ちゃんと親おや御ごさんと話し合って──」

「八一だって一人で勝手に決めたくせに」

「う……」

　それを言われてしまうと何も言い返せない。

　頑かたくなになってしまった駄々だだっ子こを宥なだめるように頭を優しく撫でながら、

「せめて師匠と桂香さんとは話し合ってください。師匠の家に住んでくれるなら、俺も安心ですから……」


「………………」



　姉弟子は何も応えず、ぐりぐりと頭を俺の胸に押しつけてきた。

　これは……同意なのか、それとも抗議なのか……。

「姉弟子？　わかってくれました？」

　しばらくしてから確認してみると、


「……………………すぅ…………すぅ…………」



　寝てやがるぜコイツ……。


「はぁぁ～…………こっちの気も知らないで……」



　腕の中で気持ちよさそうに寝息を立てている姉弟子の顔を覗のぞき込みながら、俺は今日一番の溜め息を吐いた。赤ん坊みたいに無防備な寝顔……。

「……銀子ちゃんは昔からこうなんだよな。さんざん俺を困らせておいて、最後は一人で勝手に寝落ちして……」

　身体だけは大きく美しくなった四歳児を抱っこしたまま、俺も目を閉じる。

　疲れていたのか、この日は驚くほどぐっすり眠れた。
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「………………一泊しちゃったなぁ……」



　桜ノ宮で迎えた朝日は思ったよりも眩まぶしかった。

　人通りが多くなるのを避けるために朝の早い時間に一人でホテルを出ると、駅に向かって足早に歩く。

　朝帰りすることに対する背徳感。

　そして昨日から続く胸の痛み。

　そんな感情がごちゃ混ぜになってて、あまり気分はよろしくない。

「ＪＣ女子中学生とラブホで一泊……しかも熟睡しちゃったし……」

　姉弟子は先にかわいい寝息を立ててたし、今朝も俺より遅く起きた。

　不眠気味の俺も、どういうわけか薬も飲まないのに安眠できた。

　胸の中はザワついてるが、おかげで頭はスッキリしてる。

「……子供の頃を思い出すから、なのか？　……なぁ？」

　地位にも名誉にもお金にも興味が無く。

　人間関係や、それこそ恋愛なんかにも悩まされず。

　ただ、ひたすらに将棋が楽しかった、幼き日々。

　姉弟子の存在は俺にとって最も幸福だった時代を思い出させるのかもしれない。

　もしかしたら俺だけじゃなくて、お互いにとって……。

「まあでも一緒に寝るなんてこれで最後だろうしな」

　姉弟子は俺のことをはっきり『嫌い』と言った。

　俺をホテルに連れ込んで、その……そういうことをしようとしたのも、それで将棋が強くなると思ったからに過ぎない。

「結局、俺達には将棋だけか……」

　将棋を抜きにしてしまえば、俺と姉弟子の間には何も無い。

　そりゃそうだ。

　性格もまるっきり正反対だし、好きなものや生まれた場所も違う。映画とか一緒に観ても感想はまるで嚙み合わない。それどころか喧けん嘩かになる。そしてだいたい俺が負ける。

　将棋以外の共通点がまるで無いのだ。

　そうである以上、将棋に関すること以外でお互いの中に何らかの感情が生まれることなんてあるわけがなくて……。


　──……少なくとも、姉弟子の中には何もなかったってわけだ。



　それなのに……俺は色々と誤解して、一人で勝手に盛り上がって……。

「あああああああ……恥ずかし！」

　一人で駅に向かって歩きながら、朝の冷気で火照ほてった顔を冷ます。

　姉弟子とは時間をズラして出ることにした。

　お互いが世間から注目を集めてるこの状況で、こんなホテルから一緒に出るところを誰かに見られたら大ニュースだ。警戒しすぎるくらいが丁度ちょうどいい。

『今、駅のホームです』

『あと五分で電車がくるのでそれ乗って帰ります』

『俺が電車に乗ったらホテルから出てきてください』

『出るとこ見られないよう注意して！』

　桜ノ宮駅のホームで連続してメッセージを送る。すぐに既読が付いた。

　姉弟子からは『了解』とだけ返事が。

　……ちょっとくらい甘い言葉が届くかと思ってしばらく画面を見てたけど、結局それだけしか言葉は戻って来なかった。

「さて……電車が来る前に口裏だけ合わせておくか」

　今度は通話ボタンを押す。

　数回コールすると相手が出てくれた。

「あっ、もしもし飛鳥ちゃん？　昨日は急に出て行ってゴメンね」


『あ…………こ、こっちこそ……』



「いや飛鳥ちゃんや生石さんには何の非もないよ。むしろこっちの問題でね」

『そ、そう……なんだ……』

「それで、こんな朝早くから電話したのは……ちょっとお願いしたいことがあるからなんだ」

『？』

　飛鳥ちゃんが不思議そうな沈黙で応える。

　こういうのは恥ずかしがらずに一気に言う方がいい。

「実は昨日あれから姉弟子と桜ノ宮で一泊したんだけど飛鳥ちゃんの家に泊めてもらったことにしておいて欲しいんだ。夜通し研究会をして今さっき別々に帰ったってことにしておいてくれるかな？」

　我ながらすごいこと言っちゃってるなぁと思う。

　でもこれはやっておかないといけないことだし……飛鳥ちゃんから返事は無いが、畳みかけるように言う。

「こんなことお願いしてゴメン。あと、お父さんにも口裏を合わせるようお願いしてもらえると大変助かります」

　そこまで一気に言ってから、相手の反応を待つ。


「…………」



　待つ。


「…………」



　……待つ。


「…………」



　しばらく待っても返事が無い。

「飛鳥ちゃん？　聞こえてる？　飛鳥ちゃ──」


『ひゃああ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!』



「っ!?」


『ふ、二人で一泊なんて……ふぁぁ～～～～～～～！　ひぇぇ～～～～～～～～～～っ！』



「どっ、どうしたの飛鳥ちゃん!?」

　いつも静かな飛鳥ちゃんが謎の奇声を!?

　しかもその奇声はあまりにもデカくて、早朝の駅のホームで電車を待ってたリーマンなんかがびっくりしてこっちを振り向いたりするほどだ。


『す、すす、すみません……！　……けど、なんか…………ひゃぁぁぁ～～～～～～～～!!』



「じゃあそういうことでッ!!」

　俺は慌てて通話終了のボタンを押す。

　飛鳥ちゃんの声があまりにもデカいから周囲からの注目を集めてしまっていた。こんな時間に桜ノ宮にいるのを将棋ファンにでも見られたら大変だ。

　ちょうど電車が来たので慌ててそれに飛び乗った。

　走り出した電車の中で大きく息を吐く。び、びっくりした……。

「ふ、普段あんま喋んないからボリューム調整に慣れてないのかな……」

　飛鳥ちゃんの声のデカさのおかげでまだ心臓がドキドキ言ってた。

　あの親父じゃ恋愛とか絶対に許してくれないだろうし……免疫が無いんだろうなぁ……男の裸には全く動じないのに……。

「うーん……誤解されてるんだろうなぁ」

　とはいえ正直に話しても信じてはもらえないだろう。

『昨日はあれから姉弟子と一緒に桜ノ宮のラブホに泊まって部屋にあった妙に薄くて丈の短いセーラー服を着た姉弟子に抱きつかれたまま丸くてデカいベッドで一緒に寝たけど決してエロい展開にはならなかったしむしろ俺からは指一本触れてないよ今朝もお互い何だかよそよそしかったしホテル出るのも時間ズラしたしマジで何もなかったから一緒に一泊しただけで』

「うん！　絶対信じないよね」

　清々すがすがしいほど『お前なに言ってんだ』な内容だ。

「……やっぱり姉弟子とホテルに行ったこと自体を隠す必要があるな」

　幸いにも口封じをする人間は二人だけで、その二人ともあまり他人のプライベートに興味を持たないし、噂うわさ話の類たぐいもしない。

　その点は幸いだったんだけど。

「……飛鳥ちゃんでもあんな反応なんだから……もし、あいがこの事実を知ったら……！」

　か、考えるだけでも恐ろしい……。

　恐怖で震える俺に対し、電車は無情にも福島ふくしま駅にじき到着することを告げた。
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「………………ただー……いまー……」



　帰宅した俺は、なぜか小声で『ただいま』を言っていた。


「……帰り……ましたよー？　あいちゃんー……？　いる……のかなぁ？」



　自分の家に帰ったんだから堂々としてればいい。

　そのはずなんだが……妙に後ろめたい。

　いや原因はわかりきってるんだけどね？　研究会のために一泊するとか言っておきながら女の子とお泊まりしてたわけだし……。

　愛人との浮気旅行から戻った夫のような心境……だろうか？　こんなに不安になるくらいなら浮気なんかしない方がマシってくらい不安だ。

　師匠の家に預けていたあいが先に戻って来てる場合、顔を合わせる前に心を整える必要があった。

　ホテルを出る時に姉弟子の痕跡は消したはずだし口裏合わせも完璧だけど、俺の癖を摑んでいるあいは噓うそを見抜いてくる。このような状況下では最も厄介やっかいな相手だ。

　──心を読まれないようにしなければ……対局に臨む時のように！

「靴がある……戻ってるな」

　だが返事がない。

「……部屋で寝てるのかな？」

　だったらそのまま寝ててくれたほうが都合がいい。

　俺は足音を殺してまずは洗面所で鏡をチェック。妙な痕跡こんせきが無いことを再確認してから、いよいよ弟子がいるであろうリビング方面へと足を踏み入れるが──


「……うん。…………うん。わかってるよお母さん」



　和室から声が漏れ聞こえた。あいだ。誰かと会話をしている。

　気配を殺し、死角から忍び寄る。

「ん？　あれは……あいのお母さん？」

　どうやらあいはタブレットを使って実家とスカイプをしてるようだ。

「……珍しいな？」

　一年近く一緒に暮らしてるけど初めて見る光景だ。

　実家に連絡を入れることは俺も奨励してたんだけど、あいはメールや電話を使ってた。親の顔を見てしまうと修業の決意が鈍にぶると思っていたんだろう。

　だが今は母親とお互いの顔を見ながら話している。

　──一度実家に帰ったことで里心がついちゃったのかな……？

　そんな弟子を放置して寂しい思いをさせてしまったことに、ズキンと胸が痛んだ。

　俺が罪悪感に苛さいなまれているうちにも母子の会話は進んでいく。

『あい。あなたは確かに他よりも一歩抜きん出た存在にはなりました。ですがそれによって周囲から最も警戒される存在ともなってしまった。どちらかといえばそれは不利……一歩前に出てしまったことで、むしろ厳しい立場になったと考えるべきでしょう』

「うん……やっぱりそうだよね……」

『心しなさい、あい。敵はあまりにも強大……いかに一緒に暮らしているというアドバンテージがあろうとも、慢心してはなりません』

　一緒に暮らしているアドバンテージ？

　ああ……俺と一緒に暮らしてることで、常に指導してもらえることを言ってるんだな？

　お母さんはこう言いたいに違いない。

　他の女流棋士と比べて恵まれている環境に安住するな。女流タイトルを獲得するにはそれでもまだまだ足りない……と！

『《浪速の白雪姫》はもちろん、あの胸の大きな年上の女性も、あなたより長い時間を過ごしてきたという事実があります。その事実を謙虚に受け止め、それを上回ることができるよう努力を重ねていきなさい』

　姉弟子と桂香さん。どちらもあいより遙はるかに長く将棋を学んできている。

　そこに勝つには、相手より努力するしかない。お母さんの言葉はまさに金言きんげんといえるものだった。

『無論、上ばかりを見ていては足下をすくわれます。同年代の女の子にも注意を怠おこたってはなりませんよ？』

「わかってる……そこは一番注意が必要だと思ってる」

　厳しい声であいは頷うなずいた。その声は悲ひ愴そうですらある。

　同世代の女の子──。

　天衣のことはもちろんとして、おそらく意識の中にあるのは女流棋士への決意を語った澪みおちゃんだろう。

　かつてあいは研修会で澪ちゃんに勝ったことで、自らも傷を負ったことがあった。友達との戦いはそういう厳しさもある。

　──しかしその優しさこそが致命的。

　今は自分が先を進んでいたとしても、その地位に安住した瞬間から差は詰まり始める。将棋のためには友情すら犠牲にする覚悟が必要なのだ。

　──果たして友達を『敵』と見なせる覚悟がこの子にあるか……!?

　気性の優しいあいにとって、それは難しいことのように思えた。

　しかし次にあいが発した言葉に俺は度ど肝ぎもを抜かれる。

「あいのお友達に、シャルちゃんっていうとってもかわいい子がいるの。師匠のお気に入りで……その子が多分、最大のライバルだよ」

　シャルちゃんを……!?

「……さすがだな、あい」

　背中に冷たい汗が流れるのを感じつつ、俺はそう呟いていた。

　あんなに幼い子に対しても警戒心を持つ用心深さは、師匠である俺からしても理外の発想。

　女流棋士になって腑抜ふぬけたかとも思ったが、とんでもない。

　──やっぱりこの子は天性の勝負師……！

　弟子の底知れぬ才能にゾクゾクしていると、お母さんはさらに言葉を重ねていく。

『それからあの眼鏡の女性。あれにも注意なさい』

「眼鏡？」

『スーツを着た記者がいたでしょう。あの女です』

「供御飯くぐい先生のこと？」

『あの女性からは、他の女性からは感じられない異質な……そう、執念のようなものが感じられました。ああいうタイプが実は最も危険なのです』

　うん。さすが客商売だけあって、お母さんの見る目は鋭い。

　供御飯さんは『山やま城しろ桜おう花か』のタイトルを持つ女流屈指の実力者であることはもちろん、《嬲なぶり殺ごろしの万智まち》という恐ろしい異名を有する危険な女だ。

　その棋風は堅牢にして残虐！　姉弟子を除く女流タイトル保持者ホルダーの中で、あいとは最も相性の悪い相手と言えるだろう。女流帝位《捌きのイカヅチ》祭神雷さいのかみいかのように斬り合いを挑んでくるタイプなら万に一つの勝ち目が存在するが、《嬲り殺しの万智》は億に一つの勝ち目すらも与えてくれない。

　しかも関西所属。今後は女流棋戦でよく当たることとなる。

　あいや天衣あいの壁になる存在だ。

「……それにしてもお母さんの眼力には畏おそれ入るばかりだな。将棋を知らないのに、ここまで急所を見抜いてくるとは……」

『伝説の女将おかみ』は伊達だてじゃない。接客業でトップに立つからには人を見る力というものがあるんだろう。非常に勉強になる……。

『あい。男女の仲において最も重要なものが何なのか、わかりますか？』

「えっと……気持ち？　かな？」

『違います』

　ん？

　今……男女がどうとか言ってなかったか？　これって将棋の話のはず……だよね？

「お母さん教えて！　最も大事なものって何なの!?」

　娘に答えを急せかされ、伝説の女将はゆっくりと口を開いた。

『形、です』

「かた……ち？」

『そう。形式こそが何よりも重要なのです』

　形式……？

　どういうことだ？　マジで何の話？

『気持ちや心などというものは極めて流動的なもの……どうとでも変わるものです。いわば溶かしたチョコレートと同じ。甘いだけではダメ。しっかりとした型かたがあって初めて意味を持つのです。わかりますか？」

「わかる……ような気がする……」

『まずは形を整える。形こそが基本であり極意なのです。将棋でもそうなのでしょう？』

「うん！　定跡じょうせきや囲いを憶えるのが基本なんだよ！」

『そう、全ては形に始まって形に終わるのです。形があるからこそ、そこに気持ちも込められるもの。……しかし、あい。あなたはまだ幼い。形を得るにはまだまだ年齢を重ねる必要があります』

「あとどれくらいかなぁ？」

『具体的には六年ほどかかります』

「ろくねんも……！」

『十六歳の誕生日まで待たねばなりませんが……それはさすがに遠すぎます。あなたの周囲に存在する雌めす狼おおかみどもは今この瞬間にも虎視こし眈々たんたんと狙っているはず。それを思えば一秒でも早く勝負を決める必要がありますが……』

「ど、どうすればいいの!?」

　画面にすがりつきそうな勢いで尋ねるあい。お母さんはボソリと呟く。


『…………既成事実……』



「えっ？」

　えっ？

　今、何か恐ろしい言葉が聞こえたような……？

『母親として、今はここまでしか言えません。後は自分で誰かに聞くなり検索するなりして調べなさい』

「？　わかったよー」

　あんまりわかっていなさそうな感じであいは答えた。

『それでは今回はここまでにしておきましょう……今までは里心が付かないよう連絡は控え目にと思っていましたが、今後は定期的に状況を報告なさい。この母が適切なアドバイスをしてあげます』

「うん！　ありがとうお母さん！」

　小さく手を振って、あいは通話を終える。

　お母さんの姿が消えて画面が暗くなると、すぐに俺の気配に気付いた。

「あっ！　師匠、おかえりなさいませ！」

　あいはこっちを振り向いて無垢むくな笑顔を浮かべながら、

「いつからそこにいらっしゃったんです？」

「ん？　たった今だよ」

　俺はとっさにウソをついた。

　何となく……聞いてはいけないものを聞いた気がしたから……。

「あいこそいつ帰ったんだ？」

「ちょっと前です。お母さんとスカイプしてました！」

「へぇ。それはよかったね」

「お母さんが、顔を見たほうが安心するって言うので……」

「うん。ところであい」

「なんですか？」

「お母さんと何の話をしたの？」

「将棋のおはなしですよ？」

「だよね」

「師匠こそお泊まりで何をしてらしたんです？」

「将棋の研究会だよ」

「ですよね」

　お互いの答えに納得すると、俺達は朝食の準備を始める。

　こうして何事もなかったかのようにいつもの日常が戻った。




















……ような気がしていた。
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「…………まぶし」



　建物を出て朝の光を浴びると、その明るさに私は思わず目を瞑つむる。

　帽子を深く被り直して早歩きでそこを離れた。

　陽の光が射すホテル街は、昨夜とはまるで別の場所みたい。川沿いの道を歩きながら、口の中に残るあの響きをもう一度味わった。

「ばかやいち……」

　昨夜は数年ぶりに一緒に寝た。

　最初はドキドキしたけど、そのうち昔を思い出してぐっすり眠りこけてしまった。泣き疲れたのかもしれない。恥ずかしい……。


「…………ばか……」



　今さらながら自分がやった馬鹿げた行為に猛烈な恥ずかしさと怒りを感じた。

　それと同時に……あのバカの馬鹿さ加減にも腹が立つ。ばか。

　振り飛車を指せというあのバカの提案は、正直なところ不可能だと感じている。付け焼き刃の戦法で勝てるほど奨励会は甘くない。

　それに私の抑え込むような棋風は、振り飛車に必須な捌きとは程遠いから……。

「……才能があるなら別だけど」

　八一が手元に置いて大事に大事に育てている、二人の小学生。雛鶴ひなつるあいと夜叉神やしゃじん天衣。当たり前のように居飛車も振り飛車も指しこなす天才。一人は脳内に十一面もの将棋盤を持ち、もう一人は十歳にして斬新な序盤戦法を創出する。

　ああいう若くて才能のある子供ばかりを見てるからきっと、八一は私にあんな提案をしたんだろう。

　本人も桁外れの才能を持ってるから、私なんかにできっこないことをやれと言うんだろう。

　でも私には無理だ。将棋星人じゃない私には。

　今の奨励会でそんなことができる人間がいるとすれば、それは──

「ッ……!!」

　風が吹き、ぞくりと背筋が凍るような冷気が全身を襲った。私は震え、その場に立ち竦すくむ。

　──おそらく次の例会で当たるのは……その子。

　今までなら、不安や恐怖で歩けなくなっていただろう。けど。


「ロープが緩むことは絶対にない…………プロになる以外は」



　今朝は前に進むことができた。耳にはまだあの声が残っている。

　一月の暖かな光に向かって、私は再び歩き始めた。
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「雛鶴ひなつるさん！　サインちょーだい！」

　四年二組の教室では、あいちゃんが休み時間にＪＳからサイン攻めにされていました。

「うん。いいよ」

　あいちゃんはニッコリ笑いながら色紙やノートを受け取ると、授業で使うお習字セットを広げてスラスラと難しい漢字を書いていきます。

『良妻賢母』『一夫一妻』『幼妻』『一番弟子が一番大事』……師匠ししょうより遙はるかに達筆です。

　そして最後に、猫さんポーチの中から、大きな石の塊かたまりを取り出しました。

「なにそれ!?　ハンコ!?」

　小学生たちは初めて見るそれに興味津々きょうみしんしん。

　マネージャーのようにあいちゃんの隣に立っている澪みおちゃんが得意げに叫びます。

「澪、これ知ってるよ！　『らっかん』ってゆーんだよ！」

「らっかんー？」

「なになに!?　それ、なぁに!?」

「ええと……棋士きしがサインする時には、これを押さなくちゃいけなくて」

　あいちゃんは将棋を知らないお友達にも理解できるよう丁寧に説明します。

「棋士はたくさんサインするし、それをファンのみなさんに買っていただくから『ニセモノじゃありませんよ！』って証明しなくちゃいけないの。これはそのためのもので……」

「だったらこれ、あいちゃんだけのオリジナルスタンプ？」

「すっごーい！　自分で作ったの!?　それとも誰かにプレゼントしてもらったの!?」

　澪ちゃんがすかさず口を挟みます。

「師匠のくじゅるー先生にもらったんだよね？　だよね、あいちゃん？」

「う、うん♡　もう正式な女流棋士なんだから、ちゃんとしなくちゃって……師匠がプレゼントしてくれて♡」

　ほっぺを赤く染めながら、あいちゃんは頷うなずきました。

　それを聞くと、ＪＳのみんなはヒソヒソと言葉を交わし──

「あのさぁ……雛鶴さんって……」

「テレビで見たんだけど……親戚じゃない男の人と一緒に住んでるんだよ……ね？」

「うん！　あいは内うち弟子でしだから、大阪おおさかに来た時から師匠のおうちでお世話になってるよ！」


「「キャ──ッ♡♡♡」」



　つまりあいちゃんは……若い男の人と『どーせー』しているのです！

　ＪＳの興味はそこに一点集中!!　みんなサインをもらいに来たとは言っていますが、真の目的はあいちゃんと師匠の関係を聞きに来ているのですっ!!


「その人と……こ、婚約してるって…………ほんと？」



　いきなり飛び出した『婚約』という言葉に、あいちゃんはぶるぶると首を横に振ります。

「こ、こんやくなんて……！　そんなのまだだよー！」

「『まだ』ってことは、いずれする予定があるってこと!?」

「テレビで見たよ！　雛鶴さんが大人になったら結婚する約束があるんでしょ!?」

「もうチューはしたの!?」


「け、結婚の約束なんてしてないよー！　あれはただ、あいが女流棋士になったお祝いを、うちのお母さんが大げさにやっちゃっただけだし……もちろん師匠とキスなんてしてないから！　………………してない、けど……」



「「けど!?」」

　あいちゃんは「うー……」と悩んだ様子を見せますが、

「あのね？　な、ないしょ……だよ？」

「「うんうん!!」」

「ぜ、ぜったいにないしょだよ!?　ぜったい……だよ？」

「わかったから早く教えてよー！」

「約束は守るから！」

　今では澪ちゃんも他のＪＳたちと一緒になってあいちゃんを取り囲みます。

「あいの実家で竜王戦の第四局をやったでしょ？　その千日せんにち手て局と指し直し局のあいだに休憩時間があったんだけど……その時、師匠のお部屋で……あいが膝枕してあげて……」

「「ひっ、ひざまくらーっ!?」」

　きゃー！　きゃー！　きゃー！　大いに盛り上がるＪＳのみなさん。内緒話のはずが、逆にクラス中に響くような大声でＰＲしてしまっています。

　ですがあいちゃんはまんざらでもない様子で、

「第七局で、師匠が竜王を防衛したでしょ？　その後の打ち上げで、あい、途中で寝ちゃったんだけど……師匠が打ち上げを抜け出して、お部屋まで連れて行ってくれたの。その時に……」

「「その時に!?」」

「お……お姫さま抱っこ……してもらって……♡」


「「キャ──────ッッ!!」」



「あと、あいを抱っこしてくれてるとき師匠は誰かとお話ししてたみたいなんだけど……『弟子がいたから防衛できた』って言ってくれて……」

「それってつまり『あいちゃんのおかげで勝てた』って意味だよね？」

　澪ちゃんが言うと、他のＪＳも一斉に同調します。

「すごい！　雛鶴さん勝利の女神じゃん！」

「それで一緒に暮らしてるって、もうそれ結婚してるのと同じだって！」

　ＪＳの勢いに押され、あいちゃんもノロケが止まりません。

「さ、最近もね？　あいの作った朝ご飯を……毎日たべたい、って……♡」

「ぷろぽーず!!　それって完全にプロポーズだよ!!　あいちゃんＯＫしたんだよね!?」

「ええ!?　あれってやっぱりプロポーズだったのーっ!?」

　あいちゃんは愕然がくぜんとしてしまいます。


「そ、そんな……そもそもあいはずっと師匠のご飯を作ってるから、急にそんな意味をこめられたって困っちゃうし…………それに師匠って、いろんな女の人にそれっぽいこと言ってるから……桂けい香かさんのご飯は世界一だとか、飛鳥あすかさんの料理をいつも食べていたいとか……空そら先生の料理はマズイとか言ってる割には作ってもらったもの全部ちゃんと食べてるし……師匠のだらぶち……！　うわきものっ……!!」



「あ、あいちゃん？　おさえておさえて……」

　あいちゃんのブラックな部分を刺激してしまった澪ちゃんは必死になだめます。

　その時、一人のＪＳが疑問を口にしました。

「でも雛鶴さんって、一緒に住んでたりお姫さま抱っこしてもらったりしてるけど……それで恋人同士っていえるのかなぁ？」

「確かにねー。師匠と弟子って、先生と生徒みたいな感じかも？」

「誰にでもわかる証拠？　みたいなのって欲しいよね」

　それ、お母さんにも言われたことだ！　あいちゃんは動揺します。

「つ、付き合ってる証拠って……何が必要なのかなぁ？」

「やっぱチューじゃない？」

　澪ちゃんが言い、他のＪＳたちも『うんうん』と同意しました。

　あいちゃんはボッと火がついたように顔を赤らめます。


「ちゅー…………ししょうと、ちゅー………………はぅぅ～♡」



「どう？　できそう？」


「…………シャルちゃんみたいに……ほっぺになら……」



「いやいや。相手の気持ちを確かめるなら、まうすつーまうすっしょ」

「はわわ……！　そ、そんなの無理だよぉ！」

「そうかな？　あいちゃんが頼んだらしてくれそうじゃない？」


「そうかもだけどっ！　そ、そんなの……あいが恥ずかしくてお願いできないよぉ……！」



「じゃあ、あいちゃんはどうしたいわけさ？」

　いい加減どうでもよくなってきた澪ちゃんがちょっと投げやりな口調で尋ねます。

　あいちゃんはモジモジしながら、


「理想をいえば……師匠から、あいに、その…………して、ほしい……かな」



「ええー？　でもあの先生って超ドンカンだからムリっしょ」

「はううう……それは、あいもいつも困ってるところだけど……」

　九頭竜くずりゅう先生の鈍感力どんかんりょくは、それをタイトルにして本でも書けば将棋ペンクラブ大賞は確実なほどに定評があります。絶望的です。

「はぁ……仕方がないわね。私が協力してあげるわ」

　そこに現れたのはクラス一のおませさん、美羽みはねちゃんです。

　以前、九頭竜先生が天衣あいちゃんにかかり切りになっていた時、あいちゃんの不安を煽あおるようなことを言って泣かされた女の子です（お漏らしもしました）。

　そんな不幸もありましたが、もともと面倒見のいい美羽ちゃんと基本的には大人おとなしいあいちゃんは、今ではクラスメートとしてお互いを尊重し合う仲となっていました。

　今回は自分の得意分野ということで、美羽ちゃんは自慢げに語ります。

「私のカレは、家庭教師の大学生なんだけどぉ」

「ふぇ～！　大学生っていったら、くじゅるー先生より年上じゃん！　完全にオトナだよー！」

「み、美羽ちゃん……すごい……！」

　澪ちゃんとあいちゃんは美羽ちゃんに尊敬の眼差しを向けます。

「べつに大したことないわ。男なんてみんな子供よ。私がちょっと恋愛テクニックを使ったら簡単にオチたわ」

　本当は、家庭教師の先生には恋人どころか完全に子供あつかいされてしまっているのですが……プライドの高い美羽ちゃんは片想いをしてるだけとは言えず、かわいい見栄を張ってしまっているのでした。

　そうとは知らず、あいちゃんはすがるように言います。

「美羽ちゃん教えて！　恋愛テクニックってどんな方法なの!?　どうすれば身につくの!?」

「この本で勉強したのよ。ここに全部書いてあるわ」

　そう言って美羽ちゃんは、ランドセルから一冊の本を取り出しました。
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「……ただーいまー」

　公式戦を終えて帰宅すると、俺おれは部屋の奥に向かって呼びかけた。

　早く終わったのでまだ夕方だ。

「あいー？　……って、まだ小学校から帰ってないかな？」

　今日は何だかおかしな対局だった。

　相手は関東の中堅棋士。

　後手を引いた俺が力戦型に誘導して形勢不明の序盤を抜け、少し悪いながらも力の出せる展開になってさぁこれから長い長い中盤戦だぞと気合いを入れたんだが──

「それがいきなり投了とうりょうだもんなぁ」

　これには俺も、記録係の鏡洲かがみずさんと一緒に「え!?」と声を上げてしまった。

　どうやら相手は形勢を悲観してたみたいだけど……。

「そんなに悪くないっていうか、むしろこっちが悪いと思ったんだけどなぁ？　俺の形勢判断がおかしいのか？　でも鏡洲さんも俺と同じ意見だったし……」

　終わった気がしないから頭の中ではまだ駒が飛び交ってる。帰り際も、なにわ筋の横断歩道で赤信号に気付かなくて車に轢ひかれそうになった。


「竜王戦も含めてこれで七連勝か…………勝ってるんだから調子はいいんだろうけど……」



　靴を脱ぎながらそんなことを呟つぶやいていると、

「おかえりなさいませ♡　ししょー♡♡♡」

　トテトテとかわいい足音がして、弟子が玄関までお出迎えしてくれた……ん、だが。

「あれ？　……あい？　どうしたんだ、それ……？」

「えへへ♡　ちょっと『いめちぇん』してみました！」

　確かに結構なイメージチェンジだ。

　いつもより高く括った髪が、何だか小悪魔みたいな甘い魅力を醸し出している。『ついんてーる』って言うんだっけ？　普段の髪型もいいけど、これもかわいい。

　服もかわいい。超ミニスカートに、腿ももまでカバーする白いニーソックス。

　袖がブカブカで手が隠れちゃってるのも、たまらなくかわゆい。『萌もえ袖そで』ってヤツだ。

　師匠おやの贔屓ひいき目めなんかじゃない。


「…………かわいい……」



　かわいい！　そこいらのジュニアアイドルより遙かにかわいいぞ！

　写真でも出回ろうものなら『奇跡の一枚』とか言われて超速で拡散されそうだ。『一万年に一度の美少女』どころじゃない。今のあいは確実にそれを上回る。一億年でも足りない。『一億と三年に一度の美少女』と呼びたい。

　あまりのかわいさに視線を外せない俺に、あいはもじもじと顔を赤らめながら、

「あ、あの……変、ですか……？」

「いやいや！　かわいいよ？　そういう服も似合うんだなぁ」

　指し初め式の日、俺はあいに『かわいくなって関西将棋界をＰＲしてくれ』というようなことを言った。真面目なあいはそれを意識してくれているんだろう。

　かわいくなりすぎるのはちょっと不安だけど……健けな気げなその心をただ否定するのでは師としての度量を問われる。女流棋士の自覚が出てきたと思って、ここはまず褒めて伸ばそう。

「うん！　すっごくかわいいよ！　イメチェン大成功!!」

「えへへ♡　じゃあ──」

　あいは無邪気に俺の腕を摑つかんで斜め四五度の目線で微笑ほほえむと、







[image: ]







「いつもと、どっちが好き？」

「へ？」

「師匠はぁ、どっちのあいが好きですかぁ？」


　ズキュゥゥゥ～～～～～～～～ンッ♡♡♡



　と、胸を撃ち抜かれたような衝撃が俺を襲う！

　小悪魔のような甘ったるい口調！

　どんな男の心でも一瞬でとろけさせそうな視線！

　胸がギュッと絞めつけられ、同時に心臓が痛いほど跳ねる!!

　なっ……何だ!?　どうして俺は、小学四年生に見詰められただけで……こんなにもドキドキしているんだ……ッ!?

「ねぇししょー。どっちぃー？」


「いや……え？　……その…………ど、どっちも…………」



「どっちも……なぁに？」


「ど、どっちも………………すき……です……」



「えへへー♡」

　あいは『にぱー☆』って笑顔を浮かべると、一瞬だけぽすんと俺の胸に顔を埋めてから、

「晩ご飯、すぐに用意しますね！」

「あ……ああ。よろしく……」

　パッと離れて台所へパタパタと駆けていく小四の弟子。

　一年近くも一緒にいて見慣れてたはずのその姿が、いつもより眩まぶしく見えてしまって。

　脳内将棋盤に占拠されてた頭もそのショックで覚醒してしまった。


　いやロリコンに目覚めたとかそういう意味とは違うよ？　…………違うよね？






「うわー。今日はごちそうだなぁ？」

「はい！　対局でお疲れの師匠に、ちょっとでも元気になっていただきたくて♡」

　服装同様、あいが作ってくれた料理もいつもと違う品々だった。

　どれも美味うまそうなのはいつも通り。対局が終わるのが早すぎて連盟で夕食を取らなかったから腹もペコちゃんだし、さっそくいただきま～す！

　と、思ったら。

「師匠。しつれいします♡」

　すとん。

　ごく自然な動作で、あいは俺の横に腰を下ろした。ツインテールが俺の肩に触れるくらい近くに寄り添って座ってる。

　いつもは正面に座って食べるのに……。

「えっ？　そこで食べるの？」

「……だめぇ？」

「いや……別にいい、けど……」

　上目遣いにおねだりされて簡単に許してしまう。斜め四五度の視線、最強。


　し、師匠としての威厳が…………師匠おや離れが…………。



「じゃ、じゃあ……いただきます」

「ますー♡」

　ナチュラルに俺の肩に頭をコテンと当てながら、あいは小さなお手々を合わせる。

　そしておもむろにこっちを向いて口を開けた。

「……え？」

　あいはこっちを向いて、何かを期待するように口を開けている。


「…………」



　あいはまだ口を開けている。

　え？　……食べないの？　何なの？

　とか思っていると、あいは開けていた口を閉じて、ちょっと怒ったような表情で、

「……ししょう」

「うん？」

「このご飯は誰が作っていますか？」

「あいだね」

「食後のお茶を用意するのは誰ですか？」

「それもあいだね」

「食器を洗うのは？」

「……あいちゃんだね」

　俺は弟子に頭を下げる。

「ごめん。俺、あいに甘えすぎてたね。これからはせめて食器を洗うのは俺が──」

「そうじゃなくて！」

　え？　違うの？

「あいは料理を作ってるんですから、師匠はあいに料理を食べさせるのがお仕事なんです！」

「そ……う？　なのか？」

「そうなのっ！」

　そうなのかー。

「では最初からやり直しますよ？　あーん♡」

「じゃあ……はい」

「あーん♡」

　小さな口を開けながら、俺にも「あーん♡」と言わせようとする弟子。

「あ、あー……ん」

　しどろもどろになりながらも、弟子のおねだりに応える。し、死ぬほど恥ずかしい……！

　だが。

　ぱくっ！

「ッ……!?」

　弟子が俺の手から料理を食べてくれた瞬間……胸の奥の奥までをも稲妻で貫かれたような衝撃が走る！

　くぅッ！　か……かわいすぎるッ!!

　このまま理性も社会的地位も何もかも投げ捨てて人として超えてはいけない最後の一線を超えそうになるが──


「…………俺はロリコンじゃない俺はロリコンじゃない俺はロリコンじゃない俺はロリコンじゃない…………」



　念仏ねんぶつのように唱えることで、かろうじて心の平衡を保つ。かなり危険な状態……！

　一方、俺にあ～んされたあいの方はというと、


「…………はぅぅ……！　は、はずかしくて、味なんてわかんないよぅ……！」




「はぁはぁ…………ど、どうした……あい？　何か……？」



「な、なんでもないですっ！」

　さっきまでベタベタしてたのに、急にプイッと横を向かれてしまった。どうして？　俺が気持ち悪いから？　ロリコンに目覚めそうになってたから？　そういう臭においとか出てた？

　気まずさを誤魔化ごまかすように、料理の話を振ってみる。

「こ、これは……何の魚なんだい？」

「キスです。キスのてんぷらです」

「キス？　夏の魚じゃない？」

「冷凍したものを実家から送ってもらいました」

　危なくないように買ってあげたノンフライヤーを完璧に使いこなせるようになったらしく、あいの作ったキスの天てん麩ぷ羅らは絶品だ。もちろん他の料理も美味い。

「これは……シチュー？　かな？」

「チュースパイスです。スロベニアの伝統料理で、日本でいうと芋煮みたいなものです」

「め、珍しい料理を知ってるね？」

「べんきょうしたんです！　えらい？」

「え……偉い偉い」

「はにゃ～♡」

　頭をなでてあげるとメチャかわいい声を出す。何これ？　何でこんなかわいいの？

　あいがかわいいのは知ってたし、今までも胸がキュンキュンすることはあったけど……今日はちょっと桁違いのかわいさだ。

　このかわいさは……シャルちゃんをも凌駕りょうがするんじゃないか!?

　俺に頭をなでられて元気が出たらしいあいは、目を輝かせて言う。

「次は中華料理にも挑戦しようと思ってます！」

「が、がんばって……」

「明日の朝食はフレンチトーストの予定です！」

「……楽しみにしてるよ」

　そう返すので精一杯だ。

　もうあいを見られない。かわいすぎて何をしてしまうか自信がないから……。


「はぁ～…………お、美味おいしかったけど……すごく疲れた……」



　あいが食器を持って台所へ行くと、俺はずるずる床に崩れる。

　料理の味とかほとんど憶おぼえてない……が、すごく甘い時間だったことだけは強烈に意識の底に刷り込まれた……。

「ん？」

　ふと、視線を和室にやると──ランドセルの横に置かれていた雑誌が目に入った。

「これは……」

『ＪＳ４年生』




「うわぁ……懐かしいなあ！」

　手に取った表紙を見て思わず声を上げてしまった。小学生向けの雑誌である。

　俺や姉あね弟子でしは雑誌といえば『将棋しょうぎ世せ界かい』や『詰将棋つめしょうぎパラダイス』だったけど、小学校にクラスメートが持って来れば一緒に読んで盛り上がったものだ。

「連載漫画とか算数のドリルとか、小学生には魅力的だったよなぁ～！」

『将棋世界』にも連載講座（『いま石田流がアツい！　下町流軽快石田で居飛穴撃破！』『進撃の棒銀！　急戦の王道・棒銀の優秀性を検証する』等）や詰将棋とか一手必至の問題集ドリルが掲載されてるんだけど、そういうのはあまりクラスメートに羨うらやましがられることはなかった。

「どれどれ？　最近の小学生にはどんな記事が人気なんだ？」

　ページをめくってみる。巻頭特集はこんな記事だった。




『年上のカレを陥落オトす一〇〇の方法』




　飛び込んできた文字列を理解するのに数秒を要した。

　……何だ？　何なんだこれは？

　俺が知ってる小学生向けの雑誌は『よく飛ぶ紙飛行機の折り方』とかを特集してるような、そんな雑誌だったはずだが……。

　好奇心というよりは怖いもの見たさに近い感情を抱きながら次のページをめくる。

『特集！　これが「ロリコン殺しショット」だ！』

　無邪気に二の腕を摑んで斜め四五度の目線で笑うＪＳの写真が、詳細な解説や参考ポーズ集と共に掲載されていた。

　こ、これって……！

「全部さっき俺があいにやられてドキッとしたポーズじゃないか!?」

　慌ててページをめくっていく。

『せっきょく的てきにボディータッチ！　ＪＳは相手あいてにむじゃきにさわっても許ゆるされるから、自分じぶんからどんどんさわってロリコンを悩殺のーさつしちゃえ！』

『とにかく「好すき」と言いわせちゃおう！　ロリコンは女性じょせいに対して積極的せっきょくてきになれないから、こっちからアタック！　せんせいこうげきが基本きほんだょ☆』

『子供こどもは「子供こどもっぽさ」が最大さいだいのぶき！　四年生よねんせいにもなると、ついついオトナっぽいホーコーに走はしりがちだけど、グッとこらえてロリきゃわ☆ろせんを目めざそう！』

『ふぁーすとキスはハードル高たかいよね……だからまず「あーん♡」とかでクチを意識いしきさせたりして、低ひくいハードルからクリアするのがポイントだょ！』


「…………これさぁ……」




　…………さっき俺……全部やられたんですが……。




　しかも……これ全部……やられてドキッとしちゃってるんですが…………。




　と、いうことは……俺って…………もしかして……ロ──




「はは……は…………さ、最近のＪＳはマセてるんだなぁ～（笑）」



　笑って誤魔化すことで心の平衡を保つと、

「そ、そういえば付録とかもついてたんだよな！」

　脂汗を拭う余裕すらないまま、救いを求めて他の部分に目をやる。

「いや～、子供心にあれが羨ましくて！　ドラ●もんとかプリキ●アとかの面白グッズで、なぜか欲しくなっちゃうんだよね～」

　将棋世界にも付録はあるけどほぼ小冊子だけで、しかも『詰めろを防ぐ手筋３９題』『囲いはこう破れ【穴熊編】』『ライバルに差をつける新感覚振ふり飛車びしゃの基本！　いますぐ指そうダイレクト向かい飛車』とかなのでどうしても小学校で自慢するのには向かない。道場のおじいちゃん達には自慢できる。

「今はどんな付録がついてるんだ？　まぁさすがに十七歳にもなって驚くようなものは付いてないと思うけ──」




『とくべつふろく！　ロリコンを殺す服』





「アイエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ────────ッッッ!?」



　俺は驚愕きょうがくのあまりエビのように後方へ反そり返りながら絶叫した。

「師匠!?　どうなさったんですか!?」

　叫び声に驚いた弟子が駆け寄ってくる。

　あいが着ているその服は……紛れもなく『ロリコンを殺す服』だった。

　そうか……。


　そういうことだったのか……ッ！



　全てを理解した俺は、その場に正座して威儀を正す。

「……あい。ちょっとここに座りなさい」

「はぁーい♡」

「違う！　俺の膝の上じゃなくて、正面！　これじゃあ抱っこしてるみたいでしょ！　ちゃんと自分で正座しなさい!!」

「てへー☆」

　あいはペロリと舌を出して小さな拳で頭をコツン☆すると、男のハートを撃ち抜くかのように『ロリコン殺し』の角度で見上げてくる。

　くぅッ！　な……なんて破壊力なんだ……!!

　雑誌に書いてある情報をそのままマネしてるだけとわかっていても……かわいすぎて胸がキュンキュンしやがるぜ……!!　殺される……理性を……!!

　だが!!


「はぁぁ──…………すぅ────………………」



　俺とて将棋界最高位である竜王を連覇した男！

　対局前にやるように深呼吸して心を落ち着かせてから、

「……あい」

　反論を許さない厳格な口調で、弟子に向かって命じた。




「服を脱ぎなさい」





「ふぇぇ……？」



　一瞬、あいはぽかんとこっちを見て。

　それから、高熱にうかされたような赤い顔と潤んだ瞳で頷くと、

「は……はいっ！」

　震える手でボタンを外し始めたのだ！

　小さなその手はさながら、あの名人が勝ちを確信した時に手が震えるのと同じように──勝利への興奮と緊張にブルブルと大きく震えていた。


「つ、ついにこのときが……やっぱり『ＪＳ四年生』は聖典だよぉ……すごいよぉ……美羽ちゃんありがとう…………そして、おとうさん、おかあさん……そだててくれてありがとう……あいは今宵こよい、師匠にすべてをささげますっ……！」



「ち、違う！　そういう意味じゃなくて……わーっ！　ちょっと待って待って待って待って!!」

　いきなり目の前で脱ぎ脱ぎしだした弟子を慌てて制止する。

　どうしてこうなった!?　いや、今はとにかく脱ぐのを止めないと！

「あい！　やめなさい！」


「きゃっ……♡」



　俺は『ロリコンを殺す服』をその場で脱ごうとする弟子の手を摑んで押し倒した。

　状況的にはさらにヤバいことになってるが……このままでは『ロリコンを殺す服』によって社会的に殺されてしまう！　こんなところ誰かに見られたら破滅だ!!

　とか思ってたら玄関が開く音がした。


「八や一いちくーん？　あいちゃーん？　煮物を作り過ぎちゃったから、おすそ分けに来たんだ……け、ど────」



　ゴドンッ！　持っていた鍋を垂直に落とした桂香さんが、震える声で言う。


「あ、あなたたち…………やっぱり………………」



　桂香さんの視線の先には──

　服を脱ぎかけたあいと、その服に手をかけて押し倒す……俺……。

「い……いつからなの？　いいえ言わないで聞きたくないから！　どんな理由があろうと、こんなことは許されない……けど、あなたたちの言葉を聞いてしまうと見なかったことにしてしまいそうな自分がいるの!!　だから何も言わないでぇッ!!」

「ちょっ！　違うからッ!!　桂香さん誤解しないで俺はロリコンじゃない!!」

「ロリコンはみんなそう言うのよッ!!」

「そうです師匠はロリコンじゃありません！　あいを本気で愛してくださってるんです！」


「それがロリコンなのよぉぉぉぉッ!!」



　うずくまって慟哭どうこくする桂香さん。

『ロリコンを殺す服』を脱ごうとするあい。

　そして、脱衣する弟子を止めながら必死に疑いを晴らそうとする俺。

　桂香さんに事情を説明して納得してもらうまで二時間近くを要したうえ最終的には完全に疑いを晴らすに至らなかった。帰り際も明らかに疑惑の眼差しでこっち見てたからな……。

　この瞬間、俺は決意したのだ。


　予定より少し早いが────その時が来たと。
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「見てください師匠！　芸人さんです！　ヨシモトの人ですよっ!!」

「ねー。芸人さんだねー」

　あいがロリコンを殺す服を着て俺を殺そうとした、その週末。

　俺は二人の弟子を連れて『なんばグランド花か月げつ』の前に来ていた。

「あっちにはＮＭＢ４８劇場もあります！　すっごーい!!　たーのしーい!!」

　そういえば、この子をこういう大阪の観光地っぽい場所に連れて来てあげること自体が初めてかもしれない。ずっと将棋ばっかりだったからなぁ。

「何をそんなにハシャいでるのよ？　有名な場所なわけ？」

　つまらなさそうに言う天衣。俺はびっくりして尋ねた。

「天衣おまえ……吉本よしもともＮＭＢも知らないのか？　関西に住んでて？」

「テレビは公共放送とＣＳの囲碁いご将棋番組しか観ないもの」

「そ、そっか……」

　さすがお嬢様。ストイックであらせられる。

「それにしても何？　『晶あきらを連れずに一人で大阪まで来い』って言うから来てみれば、こんな下らない場所で何をしようってのよ？」

「まあまあ。ここ最近、俺のタイトル戦とか連盟の行事とかで忙しかったろ？　たまには師弟水入らずの休日でもと思ってね。女流棋士になったご褒美ほうびご褒美」

「ご褒美？　罰ゲームでしょバカバカしい。それにあなた、私達の相手なんてしてていいの？」

「ん？　何がだ？」

「空銀ぎん子こ。今日、連勝なら三段に上がるんでしょ？」

「俺は奨励会の例会日には連盟への立ち入り禁止令が出てるからさ。姉弟子から」

「……どうせ一日潰つぶすなら、私はそっちが見たかったわ。椚創多くぬぎそうたも三段になるかもしれないっていうし……」

　ブツブツ文句を言い続ける天衣に比べ、あいはずっとニッコニコだ。

「わたしは嬉しいです！　三人だけでお出かけするのって初めてですし！」

「そういえばそう……かな？」

「そうですよー。すごーく楽しみだったから……ほら！」

　あいはサンドウィッチの詰まったバスケットを見せてくる。

「みんなで一緒に食べようと思って、早起きして作ったんです！　えらい？　えらい？」

「……えらいえらい」

「うみゃ～♡」

『なでてなでて』と頭をぴょこぴょこさせる弟子に抗あらがいきれず、俺はあいの猫っ毛を優しくなでる。本物の子猫みたいに目を細めるあい。

　女流棋士になって師匠おや離れするどころか甘え癖が酷ひどくなってるな……ロリコンを殺す服の件もあるし、どんどんダメな子になってく……早く何とかしないと……。

　子猫になったあいとそれをなでる俺を冷ややかに眺めながら、天衣が言う。

「それで？　ここで何するわけ？」

「今日、二人に会わせたいのは芸人でもアイドルでもない。俺達が行くのは──あそこだ」

　そう言って俺は、なんばグランド花月のすぐ南にある通りを示す。

『道』と大きく赤文字で書かれた看板を掲げるアーケードだ。

「な、何よあの……異様な通りは？」

「あれが今日のお目当て。千日前せんにちまえの『道どう具ぐ屋や筋すじ』さ」

「「どうぐや……すじ？」」

「『ここに来れば揃わない道具はない』って道だよ」

　腰が引けてる二人を促し、道具屋筋の中に入って説明する。

「たとえばあれ。座ざ布ぶ団とんの専門店だ」

「「座布団!?」」

「あっちにあるのは暖簾のれんの専門店だな。その向こうは飲み屋の赤提灯あかちょうちんとか看板の店」

　とまあ、主に飲食店で使うような道具を販売する店が並んでいる。

「ふわわ！　すっごく大きなおなべです！　ぎょーむよーです!!」

「へぇ……食品サンプルを自作できるのね。ちょっと楽しそうじゃない……」

　業務用の調理器具に過剰反応するあいと、食品サンプルに興味を示す天衣。大人びてるけどやっぱり子供だ。かわいい。

「悪いが今日の目当てはそういう店じゃないんだわ。こっちに行くぞ」

　名残なごり惜おしそうな弟子達の手を引いて、脇道へ。

「辛しん気きくさい通りね……こんな所に誰がいるっていうの？」

「将棋の神様だよ」

「はぁ？」

　首を傾かしげる天衣。

　その時、あいは何かに気付いたかのように周囲を見回す。

「これ……なんですか？　不思議な香り……」

「っ！　本当ね……どこかで線香でも焚たいてるのかしら？」

　ひくひくと小さな鼻をかわいく動かす弟子達に、俺は匂いの正体を告げる。

「木の香りさ」

「「き？」」

　その店の周囲には、木の香りが漂っていた。

『天辻てんつじ碁ご盤ばん店てん』

「碁盤屋さん……ですか？」

「何よここ、囲碁の店じゃない。こんな場所に将棋の神様って、ニセモノでしょそれ」

「盤屋ってのは基本的に碁盤も将棋盤もどっちも扱うんだよ」

　店先に人はいない。俺は勝手に入って店の奥へ呼びかける。

「先生ー？　いるんでしょー？　どこですかー!?」

　……返事は無い。人の気配も。

　俺の服を摑んだあいが、不安げに言う。

「おるす……ですかね？」

「いや、事前に連絡しといたし。それに作業の前は酒も抜いてるはずだから──」

「さけぇ？」

　胡散うさん臭くさそうな声を上げる天衣。

　狭い店内には所狭しと脚付きの立派な将棋盤が並べられている。それより一回り大きなのは碁盤だ。そして碁笥ごけや駒台、碁石や将棋駒……そのどれにも値札は付いていない。

　どの品も、みすぼらしい店構えからは考えられないほどの逸品だった。

「ここかな……？」

　そんな不思議な店の奥に通じる襖ふすまに手をかけ、開けると──
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　白くて丸くてプリンとしたものが目の前にあった。

「……？」

　これは……何だ？

　指でつついてみる。ツンツン。

「ひゃうんっ」

　あ。何かカワイイ声出た。

「？？？」

　俺はさらに顔を近づけて、クンクンと匂いを嗅いでみた。いい匂いがした。

　そしてやっと気付いた。





　それが人間の────女性のお尻しりだと。






「えええええええええええええええええええええええええええええッッ!?」


　尻ィィィィッ!?　将棋盤の店で、なぜ尻!?



　慌てて部屋の隅まで飛びずさる。離れて見れば一目瞭然いちもくりょうぜん。女だ。全裸の美女だ。

　それは抜き身の日本刀を将棋盤に押し当てている若い女性だった。全裸で。

「どどど、どっ！　どうして全裸なんですか!?」

「騒いではなりません！」

　刀を握ったまま美女は冷静に言う。全裸で。

「神聖な作業場で服を着たまま騒ぎ立てるなど言ごん語ご道断どうだん！　今すぐお脱ぎなさい!!」

「神聖な作業場で全裸のほうがよっぽど言語道断ですよ!?」

「いいから全員さっさと服をお脱ぎなさいッ!!」

「脱ぎませんよ!!」

「ならば即刻この部屋から立ち去りなさい!!」

　美女は刀を振りかざして俺達を追い立てた。俺だってむしろ出たい。

　ピシャ！

　俺が弟子を抱きかかえるようにして部屋から転がり出ると同時に音を立てて襖が閉じられた。

「び、びっくりしたぁ……」

　ラッキースケベというより夜道で痴女ちじょに無理やり裸を見せつけられた感覚に近い。単なる変態行為だ。ぜんぜん嬉しくない……。

「……師匠？　今の女の人はどなたなんですか？　師匠を裸でお迎えするほど親しい女性なんですか？　というかどうして師匠にはいつもいつもああいう女性が周囲にいるんです？　他にもいるなら今のうちに全てリストアップしてくださいあいは一番弟子としてちゃんとご挨拶あいさつしないといけないので一人も漏らさず教えてください」

　あいちゃんは一切の輝きが失せた目で平坦にそう捲まくし立てながら一度も瞬きせず俺の目を覗のぞき込んでくる。師匠、震える……。

　一方、天衣は別の意味で震えていた。

「ね、ねえ……師匠せんせい？　今のって、まさか……？」

「うん。多分そのまさかだよ」

「本当に……本因坊ほんいんぼう秀埋しゅうまい!?　日本囲碁界初の女性タイトル保持者ホルダー……？　あれが……？」

　知ってたか。さすが囲碁将棋番組を観てるだけある。

「天衣の言う通り、あの人は囲碁大三冠のうちの一冠『本因坊』のタイトル保持者である本因坊秀埋先生。囲碁と将棋で違いはあるとはいえ、俺と同じプロ棋士だ」

「「っ……!!」」

　あいと天衣は大きく目を見開く。その顔には『あの痴女が……!?』という感情がありありと浮かんでいた。子供は正直だ。

「そして同時に、現代では数少ない『盤ばん師し』でもあるんだ」

「「ばんし……？」」

　聞き慣れない肩書きに、二人の弟子は同時に首を傾げた。

　指し初め式に乱入してきた時とは雰囲気が変わってるが、そして全裸だが、あれは確かにシューマイ先生だ。あの人は酒が抜けると人格が変わる。

『泥酔したままタイトルを獲った』とすら言われる本因坊秀埋が酒を抜くのは、年に数日。

　それは囲碁の対局のためではなく──

「……せっかく湿度も風も完璧な状況が三日ぶりに整ったというのに！」

　襖が開いて、浴衣ゆかたを着たシューマイ先生が姿を現した。

　あいが勇気を振り絞って尋ねる。

「あ、あの！　……裸で刀を持って、いったい何をしてたんです……？」

「『太刀たち盛もり』ですわ」

「たち……もり……？」

　ポカンとするあいに、シューマイ先生は優しく語り掛ける。

「盤に命を──『神』を宿す儀式のことですのよ？　雛鶴あいさん」




　詳しい話は商品が並べてあるお店のスペースですることになった。

「先ほどは失礼いたしましたわ。八や一いちさんが来られたことは知っていましたが、作業に適した環境が整ってしまったものですから」

「あ、いや……こっちも無理を言って予定を早めてもらいましたし……」

　お茶を出されて恐縮する。

　酔えば下品な四文字を叫び続ける痴女。しかし酒を抜けば淑女しゅくじょへと変貌するのだ。淑女といっても全裸だったんだけど。

　天衣が恐る恐る尋ねる。

「あなた……本因坊秀埋、なのよね？　本物の……」

「はい。本名は天辻てんつじ埋うず。この天辻碁盤店の主ですわ」

「囲碁のタイトルを獲るほどのプロなのに……碁盤も作るわけ？」

「『門前の小僧』というやつです。天辻家は代々続く盤師の家系。もっとも、盤師の中には囲碁や将棋のルールすら知らないという人間も多いのですがね」

　柔らかな微笑みを浮かべつつ、シューマイ先生は語る。

「職業柄、奈良ならにある実家の工房には高位の棋士が訪れることが多かったのです。待ち時間に碁を打つようなこともあったようですが、私は記憶も定かではない幼少時にそれを見て碁のルールを憶えたそうですわ」

「み、見ただけで憶えたって……しかも記憶がない頃って、一歳か二歳？　さすがにとんでもない化け物ね……」

「ですが同時に盤作りの作業も憶えていました。現在はプロ棋士をする傍ら、こうして店を構えて自分の気に入った盤を作ったり売ったりしているのです。ほとんど趣味ですわね」

　俺は全裸以上に気になっていたことを尋ねた。

「ところで先生。さっきの盤は──」

「ええ。八一さんから修繕を頼まれた例の盤ですわ」


「っ……！　もしかしてそれ、わたしが割っちゃった盤……です？」



　無言で頷くシューマイ先生に、あいは必死の表情で尋ねる。

「なおるんですか!?　割れちゃたのに!?」

「もちろんですわ。あの程度の疵きずであればセロテープでも貼っておけばよろしい」

「「そんな簡単に!?」」

「盤は生き物です。伐きった木を枯らすのではなく、生きたまま安定させるのが盤作りの極意。だから自己修復する力を残していますし、生き物だからこそ疵もつく」

「いきもの……？　将棋盤が……？」

　混乱するあいに、俺はタネ明かしをする。

「あの盤は『生盤』なんだよ。だから割れてもいいんだ」


「ふぇぇ……？」



　ますます混乱するあい。

「将棋や囲碁の盤として最も適するとされる木は榧かやです。しかしこの木はそもそも『割れて榧』と呼ばれるほどに割れやすいという性質を持っているのですわ」

「ええ!?　ど、どうしてそんな木を使うんです!?」

「それは榧が『付いて榧』と呼ばれるほどにくっ付きやすいという性質も有するからです」

「ついて……かや？」

「生盤の疵は放っておいてもくっつきます。肉眼では痕あとも探せないほど、ぴったりと。ですがその疵にゴミなどが入ると、くっついた部分が黒い線になって残ってしまう」

「なるほど……セロテープを貼っておけばゴミは入らないから……」

「ええ。ヘタに詰め物などするよりもいいのですわ」

　納得したように呟いた天衣に向かって頷きつつ、シューマイ先生は説明を続ける。

「榧は非常に弾力性に富む材質です。しなやかなその感触は、どれほど強く石や駒を打ち付けても優しく受け止めてくれる……だから榧の盤でどれだけ囲碁や将棋をしても指が疲れることはないのです」

　いい盤ほど指に優しく、指し手の気合いに共鳴するような音を立ててくれる。榧の盤でなければ指は疲れ、その疲れは将棋の内容にも影響を及ぼすだろう。

「碁と将棋が千年以上の歴史を持つということは、盤駒ばんこまも同じだけの歴史を持つということ。棋譜が洗練されていくと同じように、棋具も試行錯誤を経て洗練されてきました。正倉院しょうそういん御物ぎょぶつとして保存されている木画紫檀棊局もくがしたんのききょくと比べると、現代の盤は形も材質も全く違います」

　シューマイ先生はあいの目を見ながら言う。

「八一さんに盤を預けたのは『貸し盤』と呼ばれる行程です。生盤を使用者に貸し出して実際に使ってもらいつつ乾燥させるのです」

「かんそう？　……乾かすんです？」

「そう。盤作りにおいて最も重要な行程は『乾燥』です。一寸に対して一年間の乾燥が必要といわれます」

「七寸盤なら……七年!?　そんなに……？」

　あいはビックリしている。乾燥期間だけでも自分の年齢とそう変わらないとなれば驚きもするだろう。

「しかしいくら乾燥させても、伐採したままの状態では完全な乾燥はできない。短く切って盤の形に成型すれば、そこからまたクルイが生じてくるのは必定ひつじょう。ですから一度、盤にしてみて乾燥させるのです。そしてさらに実際に使用される環境に置いてみて、どの程度のクルイが出るのかを見る。それが『貸し盤』です」

「そこまでするものなの……？」

　驚きの声を上げる天衣にシューマイ先生は頷いた。

「最近はそういう盤師も少なくなりましたが、私は採算を度外視してでも納得のいくものを作りたいのですわ」

　盤師として、伝統技術を後世に伝えていくという意味もあるんだろう。だが。

「それで名局が産まれ、名棋士が育つのであれば、安いものです。盤は工芸品ではありますが、果たすべき役割がある」

　盤師と棋士、両方の顔を持つ本因坊秀埋らしい考えだ。

　先生の言う『強烈な努力』。

　その努力をするためには、棋士の熱意を受け止められる盤が必要だから。

「貸し盤の行程を終えた生盤は、仕上げ鉋かんなで形を整え、最後に目盛りを施します。そうやって完成された盤は、もう割れやクルイは生じません。小説や観戦記などで棋士が駒や石を音高く打ち下ろし『さしもの銘盤めいばんもピキリと音を発して割れた』などと書かれることもありますが、そんな描写はファンタジーです。ありえません」

　お茶を啜すすると、シューマイ先生は浴衣の襟を直した。

「すっかり冷めてしまいましたね。そろそろ太刀盛りの話に入りましょう」

「あれって刀を使ってマス目の線を引いてるのよね？」

　天衣の質問に先生は「はい」と頷くと、

「なぜ刀を使うようになったか、その起源は明らかではありませんが……そもそも囲碁や将棋は貴族の遊びとして発展しましたから、盤作りや駒作りの職人も朝廷や武家と関わりが深いのですわ。駒作りの名手で今も書体に名が残る『水無瀬みなせ』は公家でしたし」

「しょたい……？」

「駒に文字が書いてあるでしょ？　あれのことよ」

　首を傾げるあいに、天衣が教えてあげる。やさしい。

「あれは決まったものを転写して使うのが一般的なの。水無瀬の他にも『錦旗きんき』とか『菱湖りょうこ』とか、人気の書体はそんなところね。要するに駒のフォントよ」

「そればかりとも限りませんわ。好きなプロ棋士に書いてもらったり、それこそ自分で書いた字を書体にして駒を作ることもできますし」

　天衣の説明に先生はそうつけ加えつつ、

「盤作りはもともと指物さしもの師しや仏ぶつ具ぐ師しの仕事でした。それが次第に専門化していって、京きょうや大坂を中心に『御所ごしょ派』と呼ばれる盤師達が生まれていったのです。我が天辻家も御所派の流れを汲む盤師であり……御所派に伝わる技法こそが太刀盛りなのです」

　先生の口調からは、伝統を受け継ぐ盤師としての誇りが感じられた。

「一方、江戸えどに移住して幕ばく府ふ御ご用よう達たしとなった職人のことを『お城碁盤師』と呼びます。彼らは太刀盛りを行わず、ヘラや筆を用いて線を引きました」

「なんで刀を使わなかったんでしょう？」

「武家社会の中心である江戸において刀は武士の魂。その魂を盤作りなどに使う事は控えるべき、という判断があったのかもしれませんわね」

　先生は俺の疑問に自身の推論も交えて答えつつ、

「個人的には、目盛りの作業において太刀盛りが最も優れた技法だと考えています」

　と、自信を持って断言した。

「他の技法は漆うるしで線を『書く』のですが、太刀盛りは漆を『垂らす』。なので自ずと高く盛り上がった気高い線を引くことができる。そして何より太刀盛りは習熟すれば他の技法よりも早く線を引くことができますから」

「……盤師や太刀盛りについては、だいたいわかったわ」

　お茶に手を付けようとしないまま天衣は言う。

「けど、どうして全裸で？」

「そうです！　それを教えてください！」


　あいはまだ俺とシューマイ先生の関係を疑っているようだ。俺の腕をガッシリ摑みながら「むぅぅ～！」と威い嚇かくするように先生を見ている。



「漆を扱う作業では埃ほこりを立てるわけにはいかないからですよ。乾燥前の漆に埃が付着してしまうとその部分が汚れます。線の美しさが少しでも損なわれれば盤全体の調和にクルイが生じ、それまでの作業が全て無駄になります。だから脱ぐのですわ！」

　シューマイ先生は力強く断言した。

　酔ってないのに目がちょっとイッてる。

「『糸クズが落ちてしまうかも？』という不安が少しでもあると、線を引く作業に没頭することができません。それ故、歴代の名工達は真冬でも褌ふんどし一つで刀を握りました。私にとって盤作りの師に当たる父もです」

「なら先生もパンツくらい履いてくださいよ！」

「竜王ともあろう人が何という志の低いことを……弟子は師を超えてこそ一人前！　師匠が褌なら私は全裸！　そこは譲れませんわ!!」

　頑かたくなに全裸を貫こうとするシューマイ先生に、天衣が言う。

「だったら水着でいいんじゃない？　ナイロンとかなら糸クズも落ちにくいだろうし」

「ッ……!!」

　ハッとしたような顔で天衣を凝視するシューマイ先生。

「いやいや先生、なにを『こやつ、やりおる……!!』みたいな顔してるんですか。そんなんでうちの弟子を認めないでください」

　棋力とか才能で評価して欲しい。

　シューマイ先生は俺の言葉を聞いてるのか聞いてないのか、天衣と目を合わせたまま、

「あなたが夜叉神やしゃじん天衣さんですわね？」

「そうだけど？」

「ふふ……なるほど。八一さんのお見立てはなかなか鋭い」

「は？　……どういうことよ？」

　天衣は不審そうに先生と俺の顔を見る。俺は視線を逸そらして知らんぷりだ。

「……う～」

　まだ盤師が全裸である理由に納得し切れていない様子のあい。


「…………」



　棋道の世界で遙か先を行く本因坊秀埋と目の前の全裸女が同一人物かを疑っている天衣。

　そんな二人に、シューマイ先生は立ち上がりながら言った。

「普段は決して作業中は部屋に人を入れませんが……女流棋士になったお二人へのプレゼントです。盤作りの秘技ひぎをご披露いたしましょう」
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「どうして私まで服を脱がないといけないわけ!?」

　さっさと脱いだ俺とあいに向かって、まだ服を着てる天衣は叫んだ。

「んなこと言ったって、太刀盛りを見学させてもらう条件が下着になることだったんだから仕方ないだろ？」

「だったら私は見なくていいわ！　一人で帰るから！」

「シューマイ先生の強さの秘密がわかるかもしれないぞ？」


「っ……！」



　天衣は唇を嚙かんで黙り込むと、忌々いまいましそうに上着に手をかけた。強くなるためなら何でもするという覚悟が見て取れる。姉弟子みたいだな。

　一方、あいは家でも風呂上がりなんかは下着どころか裸で歩き回ろうとするくらいなので、ケロッとした顔で脱いだ。

　そして俺はロリコンじゃないので小学生が下着になろうがそれをご褒美だのラッキースケベだの思ったりしない。本当だぞ！

「ししょー。刀で線を引くって、どんな感じなんです？」

「俺も子供の頃に一度だけシューマイ先生の親父さんに作業を見せてもらったけどね。こう、盤を刀で押し切るみたいな感じで……とにかくすごかったよ。うん」

「……ここまでやって大したことなかったら、あんた日本刀で刺すから」

　下着姿になった俺達は、板敷きの作業部屋をハタキ、箒ほうき、掃除機で三重に埃払いすると、最後にたっぷり水で濡ぬらした雑巾ぞうきんを使って拭いた。

　そして水に濡れたままの板の間の中心に、半畳の畳を置く。

　その畳の中心に盤を据えた時──ゆっくりと襖が開いてシューマイ先生が姿を現した。

「……準備は整いました」

　抜き身の日本刀をぶら下げた盤師・天辻埋は、天衣のアドバイスに従って全裸ではなく水着を纏まとっていた。豊満な身体を包み込むピッタリとした紺色のナイロン生地。どこか懐かしさを感じるデザイン。

　スクール水着である。

「シューマイ先生……それは、さすがに……」

　いくら酒を抜いた状態の先生がお淑しとやかな美女とはいえ、二十代という年齢でのスク水は弟子達に悪影響だ。教育上の配慮が欲しい。

「……これしか無かったのです」

　さすがに先生も少し恥ずかしそうだ。素面しらふでスク水で日本刀だからな……。

「先ほども申しましたが、太刀盛りを行うに当たって埃は厳禁。見学中は一切動かず、咳せきやクシャミも控えていただきますわ。埃を立てた者は……斬るッ！」

「「ッ……!!」」

　板の間に座布団も敷かず下着姿で正座した俺達は、その剣幕に無言で口元を引き締める。髪や埃が落ちるので頷くことすら許されない。

「太刀盛りにおいて最も注意すべきは漆の状態です」

　シューマイ先生は容器から取り出した漆を刷毛はけで練り始めた。

「漆の粘度は刻一刻と変化します。そして粘度の変化は引いた線にも必ず現れるもの。最初に引いた線と最後に引いた線に違いがあれば、その違いは盤全体の調和を乱し、ひいては盤を使用する者の思考をも乱す……」

　漆の気持ちを読み、漆そのものと自己を同化させる。

　それが太刀盛りのキモだとシューマイ先生は語った。深い……。

「ところで先生。その漆を練ってる刷毛は何で出来てるんです？　漆の色に染まってるからかなぁ？　何だか人間の髪みたいに見えて……」

「人間の髪の毛ですわ」

　シューマイ先生は当たり前のように肯定する。ええーッ!?

「漆刷毛には若い処女おとめの髪が最上とされます……そういえば雛鶴さんも夜叉神さんも、極上の漆刷毛が作れそうな髪をしてますわね？」

「「……！」」

　あいと天衣は恐怖からブンブンと首を横に振りそうになるが、埃を立ててはいけないということを思い出して我慢した。えらい。

　練った漆を刃に乗せるシューマイ先生の手つきは、緊張で微かに震えていた。

「ここから先は時間との勝負。全ての線を引き終えるまで、最長でも十二分間が限度。十五分もかかるようでは失敗といえましょう」

　そんなに短いのか……!?

「碁を打つ際にも同じことがいえますわ。本当に手が読める時は、第一感で瞬時に最善手が見えるもの。何時間も長考するような場合は思考が堂々巡りしているだけで、どれだけ考えてもいい手は見えません。これは憶えておくとよいでしょう」

　盤の材料となる木が育つまで数百年。

　乾燥に数年。それを盤の形にするのに数ヶ月。

　さらにその状態で半年は使い込んで、やっと盤に適した状態となる。

　だが最後の最後。四角く形成した木を『盤』にするための作業は、わずか十数分。

　気の遠くなるような時間を掛けて、しかし成否は一瞬で決する。

　気の遠くなるような修練の果てにたった一手で全てが決まる囲碁や将棋と、それはとてもよく似ている。

「……この盤に使ったのは樹齢五百年にはなろうかという日向産の本榧ほんかや。しかも天てん地ち柾まさ。これだけのものは、あと百年は待たねば採れませんわ。さすがの私も手が震える……」

　日向産の本榧は盤作りにおいて極上とされる。

　天地柾とは、盤の上と下（天地）が柾まさ目めになっているということ。

　木目が縦に真まっ直すぐ入っているのが柾目で、これは盤として最上の状態とされる。

　榧は弾力があるので指に優しく、そして真っ直ぐな木目は目にも優しい。

　それ故、どれだけでも将棋を指すことができる。

　だからこそ榧の盤は最上とされるのだ。

　いつまででも、どれだけでも将棋を指したいという棋士の熱い気持ちを受け止めることができる、唯一の盤だから。

「こういう作業しょうぶの前こそ酒に逃げたくなるものですが……」

　自嘲気味にフッと微笑むと、シューマイ先生は刃を構える。手の震えは消えていた。

　その顔は鬼気迫るようなものではなく、むしろ微笑んだままで──

「来たか」

　本因坊秀埋の中に何かが宿ったことを感じさせた。

　傍らで正座する二人の弟子に囁ささやく。


「しっかり見ていなさい。神に選ばれた棋士に────神が降りる瞬間を」



「「っ……!!」」

　あいと天衣は同時にゴクリと唾を飲み下した。

　シューマイ先生の手が動く。

　刃に漆を付けた日本刀を盤面に押しつけ、刀の反りを利用して盤を斬るように線を引く。

　簡単に。単純に。同じことを淡々と繰り返す。

　引いた線は二十本。

　時間にして十分足らず。

　そのわずか十分間で……榧の木は、将棋の神が宿る器となった。
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「どうだった？」


「は、はい…………何だかすごくて……その……」



　俺が太刀盛りの感想を尋ねると、頰を紅潮させたあいはもどかしそうに「その」とか「あの」を繰り返す。圧倒されて言葉が出ないみたいだ。


「…………」



　天衣も黙って何かを考えている様子。第一人者の絶技を見て、そこから強さの秘密を探り出そうとしているのかもしれない。

　太刀盛りを終えたシューマイ先生は、升ます目めを引き終えた盤に四つの星を打ってから、盤面全体を板で覆って保護した。この後は漆室うるしむろと呼ばれる保管所でゆっくりと乾燥させる。

「俺と姉弟子も十年前、師匠に連れられて盤作りを見学させてもらったんだ。俺達があんまりにも盤駒を雑に扱うから」

　姉弟子は負けると駒を俺に投げつけたり脚付きの将棋盤で殴りかかったりと、やりたい放題だった。脚付きの将棋盤で殴ろうとするのは今もだけど……。

「俺達が見たのはシューマイ先生の親父さんの太刀盛りだったけど……あれを見てからは、俺も姉弟子も盤駒を大切に扱うようになった」

　盤作りに懸ける執念や熱さ。

　線を引くだけで木が盤に変わる神秘。

　そういったものが、理屈抜きで俺達に『将棋の神様』を信じさせてくれた……。

「私と八一さん達が初めてお会いした日のことですわね。あの頃の私はまだ、本物の日本刀ではなくオモチャの刀を振り回すだけの子供でした……懐かしいですわ」

「ところでシューマイ先生」

「何ですの？」

「男性経験の有無は将棋の強さに関係すると思いますか？」

「はぁ？　するわけがないでしょうバカバカしい。誰がそんなことを言ったのです？」

　あんただよ。

　あいは胸をなで下ろしながら、

「でも安心しました！　師匠が竜王防衛の記念に購入なさった大切な盤を傷つけてしまって、どうしたらいいのかすごく不安だったから……綺き麗れいに直って本当によかったです!!」

「竜王防衛？　ああ、違う違う」

「ふぇ？」

「あれは俺のじゃない。あいのだよ」

「ふぇ？　……ええええええ──ッ!?」

「あいや澪ちゃん達の体格に合わせて少し削ってもらおうと思ってたんだ。だからちょうどよかったのさ。研究会とかで使って欲しいしね。女の子に七寸盤は大きすぎるだろ？」

「そんな……！　いいい、い、いただけません！　そんな高価なものっ！」

　空を飛べそうなほどブルブルと首を横に振るあいに苦笑しつつ、俺はなぜあの盤を用意したのかを説明する。

「弟子がプロや女流棋士になったら、師匠は記念に何かを贈るのが将棋界の習わしなんだ。俺と姉弟子も師匠からもらった。だからあいも受け取ってくれないと困るんだよ」

「で、でも……」

「あんまりにも二人の出世スピードが早すぎて、慌てて準備し始めたのは八月だったかな。知り合いの女流棋士にも相談して……」

　相談した月つき夜見よみ坂ざかさんと供御飯くぐいさんには着物をタカられそうになったけど、結局はシンプルな物に落ち着いた。

「あの盤はね。一人前になったあいへのお祝いであると同時に、半人前だったあいに俺から伝える最後の教えでもある。だから受け取って欲しい」

「わたしへの……おしえ？」

「そう。それからもちろん天衣にも渡すものがある」

「は？　私に？　……何を？」

「駒ですよ」

　答えたのはシューマイ先生だった。

「知り合いの駒師に私から発注して用意いたしましたわ。お客様がお求めならば道具は何でも揃う場所、それが道具屋筋ですもの」

　先生は店の棚から駒箱を取り出した。

　対局で使う駒箱とは違う。ディスプレイ用の平たい駒箱だ。

「八一さんからのご注文で、天衣さんには駒を特注で作らせていただいております。こちらは神ではなく『魂』を宿らせて欲しいとのご依頼でして」

「ハッ！　ナンセンスだわ」

　天衣は即座に吐き捨てた。

「棋具きぐなんて単なる道具じゃない。そこに神様や魂が宿るなんて迷信よ」

「そうか？　シューマイ先生の太刀盛りを見て、天衣も何かを感じただろ？」

「研ぎ澄まされた技術に神秘性があるのは認めるわ。自分よりも遙かに深く読んで指された手を見た時、相手を神様みたいに感じる時があるもの」

　あの名人が若手棋士から『神』と呼ばれる理由もそうなんだろう。

　天衣の言葉はそこで終わらなかった。

「けど、だったら魂の宿らないソフトの将棋に感動するのはどうしてよ？　パソコンで指したって名局は名局でしょ？」

「……うん。確かにそうかもしれない」

　俺は頷くと、

「ところでシューマイ先生。頼んでおいた駒ですけど……今日は何か、こっちに確認して欲しいことがあるとか？」

「はい」

　駒箱の蓋ふたを開けながらシューマイ先生が言う。俺ではなく、天衣を見て。

「まだ彫り埋めをして瀬戸せと磨みがきをした段階ですが、字の具合を見ていただこうと思いまして」

「字？」

「ええ。こればかりは娘さんに見ていただかないと自信が持てないので」

「はぁ？　何を言ってるの？」

　天衣は面倒そうな表情で駒箱を受け取ると、

「字なんて、どうせ錦旗とか水無瀬とかよくある書体で──」

　だが宝石のように一枚一枚駒箱の中に並べられたその駒を目にした瞬間、天衣は言葉を飲み込んだ。

　そして、震えながらその駒を凝視する。

「こ、これ……！　この字って、まさか……!!」

「天ちゃん？　どうしたの？　誰の字なの？」


「……………………お父さま…………」



「え!?　けど天ちゃんのお父さんって、もう……」

　動揺するあい。

　そう。天衣のご両親はもう亡くなっている。けど。

　駒の作成を依頼した俺が説明する。

「お父さんが書いた棋譜が残ってたんだ。その筆跡をもとに字母じぼを起こして、駒を作ってもらった」

　棋譜には駒の文字が記される。

　現在は電子化されているものも多いが、天衣のお父さんがご存命の時代は手書きのものがほとんどだった。

「で、でもこんな……お父さまの字なんて、どこに……？　おじいちゃまが全て捨ててしまったはずなのに……」

「お父さんは東京とうきょうの大学の将棋部に入ってたんだろ？　手書きの棋譜は必ずどこかに残ってると思ったんだ。さらにその前は関西に暮らしてたはず。アマ名人になるほどの人なら昔から大会に出たり部活に入ったり、どこかの道場に出入りしてたかもしれない。心当たりがありそうな人を片っ端から当たったら……意外と身近に、お父さんを知ってる人がいてね」

「誰が!?　誰がお父さまのことを知ってたの!?　誰が棋譜を探し出してくれたの!?」

「鏡洲さんだよ」

「鏡洲？　あの年寄りの奨励会員が……？」

「奨励会員はアマチュア棋戦の運営の手伝いをしたりもするからね。鏡洲さんは十三歳で故郷の宮崎みやざきから大阪に出てきて一人暮らしをしてるから、もう十七年近くもアマ大会に関わってる。天衣のお父さんの事ももちろん知ってたよ」

　知ってるどころの話じゃない。

　鏡洲さんは天衣のお父さんに、かなり鍛えてもらったという。

『居い飛び車しゃ党の本格派で、プロ顔負けの筋のいい将棋を指した人だった。随分と厳しいことを言われたよ。きっとご自身が家庭の事情でプロを目指せなかったから……俺みたいなヤツに夢を託してくださったんだろうな』

　寂しそうにそう語った鏡洲さんが方々に連絡を取ってくれて、ようやく一枚の棋譜を手に入れることができた。

「鏡洲さんだけじゃない。関西も、そして関東も……将棋に関わる全ての人達が、天衣のために動いてくれたんだ」

「どう……して……？」

　小さな身体を震わせながら、天衣は尋ねた。答えは決まってる。


「もう一度────お父さんと一緒に、将棋を指させてあげたくて」






　その言葉を聞いて、天衣はその場に泣き崩れた。


「お…………おとうさまっ…………おとうさ……ま……!!」



「その駒には、お父さんの魂が確かに宿ってる。だって天衣はその駒を見てすぐにお父さんのことを思い出してくれたから……そうだろ？」


「っ……！　っ……!!」



　天衣は駒を胸にかき抱き、涙をぼろぼろとこぼしながら、声にならない言葉を口にしつつ何度も何度も頷いた。

「将棋の神様がどこに宿るのか。十年前、師匠は俺と姉弟子にこう教えてくれた」

　あの日の師匠の口調を思い出しながら、俺は自分の弟子達にその教えを伝える。

「将棋の神様は、将棋を愛する者に宿る」

　俺と姉弟子の頭に優しく手を置いて、師匠は教えてくれた。

　だから盤や駒を大切にしなさいと。

　だから対局相手に敬意を払いなさいと。

　だからどんな対局でも心を込めて指しなさいと。

　だから……たくさんの人と、いっぱいいっぱい将棋を指しなさい、と。
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「あい」

「はい……師匠」

「俺のことを慕したってくれるのは嬉しい。けどこれからは、自分の世界も持って欲しいんだ。自分の盤を持つことで、その盤を多くの人と囲むことで、世界を広げていってくれ」


「…………はいっ！」



　あいは寂しそうな、悲しそうな目で俺を見上げ──

　けれどその目は強い意志に輝いている。

　親鳥の後をよちよち歩きで追い続けるだけの雛ひなは、いつの間にか逞たくましく育っていた。

「天衣」

　俺が声を掛けると、もう一人の弟子は涙に濡れる顔を上げた。

「棋士として、誰にも頼らず一人で戦う決意は立派だと思う」

「……」

「けど、これだけは憶えておいて欲しい。お前は一人じゃないってことを」


「…………は……い………………はい……！」



　ぼろぼろと大粒の涙を零こぼしながら、天衣は赤ん坊のように素直な返事をした。

　宝石みたいに綺麗な涙の粒は、きっとこの子に宿っている美しい心の欠片かけら。
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　かつてそうしたように二人を抱きしめたかったけど、もうそれはしなかった。

　ただ、俺を見上げるあいと泣きじゃくる天衣の頭にそっと手を置く。

　将棋を指す時は一人。

　けれど一人では強くなれない。

　一人で戦っていても、一人で強くなっているようでも、自分の将棋の中にはとても多くの人達が宿っていて……一緒に戦ってくれている。名人と戦った時、俺がみんなの存在を感じたように。

　女流棋士になったことで、俺達の絆は永遠のものになった。

　しかし同時に、その絆は今までのように一方通行じゃない。

　将棋は広大で……そして将棋で繫つながった人と人との関係もまた、無限に広がっていく。

　俺達は口下手で、不器用で。

　戦うことでしか自分を表現できないけれど。

　盤と駒を使えば、お互いを知ることができる。

　この世にあるどんな行為よりも深く。熱く。

「どんなに好きなことでも、仕事にすればつらい時もある。一生続けていくうちに、迷うことや苦しむことも山ほどある。アマチュアなら指さなければいいけど……女流棋士になるってことは、その迷いや苦しみから逃げないということに他ならない」

　後戻りできない道に足を踏み入れた二人に、俺は最後の餞はなむけを贈る。

「だから忘れないで欲しいんだ。将棋が好きって気持ちを」

　その気持ちさえあれば、将棋は絶対に応えてくれる。

　きっとそれを『将棋の神様』と呼ぶんだろう。

「……強くなろう。みんなで一緒に」

　師匠と弟子ではなく。

　同じ高みを目指す棋士なかまとして、俺は二人にそう語り掛けた。




　愛いとしき弟子達に、将棋の神様の祝福を。
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「うぐっ…………ぐすっ…………ひっく……！」



　結局、天衣はあれからずっと泣き続け、店を出てからもまだ泣いていた。


「お、おとうさまぁ…………ぐすっ…………」



「よしよし。天てんちゃん、これで涙をふいて？　ね？」

　隣を歩きながら天衣の背中をずっとなでてるあいが、涙でぐっしょり重くなったハンカチを新しいのに取り替えてあげながら慰なぐさめる。あいは常にピシッとアイロンをかけたハンカチを三枚は持っている。えらい。

　それにしても──

「……あの高飛車たかびしゃな天衣お嬢様がここまで泣くとはなぁ……」

　盤と駒が届くのはまだ先になるけど、現物が届いたらまた大泣きしそうだ。まぁそれでこの子が少しでも変わってくれるならプレゼントしたかいもある。

　天衣にはマイナビ本戦という高い壁を越えてもらいたい。

　そこまでの力があるかどうかは未知数だけど、将棋への取り組み方を見直せばもしかしたら道が開けるかもしれない。

　準決勝を勝ち抜き、挑戦者決定戦に駒を進める。

　そして史上最年少の挑戦者として、史上最強の女王に挑む。

　今までのように敵意を剝むき出しにしてぶつかるのではなく、互いを認め、その力を出し切れるような番勝負にして欲しい……そんな俺の願いが叶かなうかもしれない。

「……将棋の神様のおかげかな？」

　神様が、天衣のお父さんが書いた棋譜きふを授けてくれた。

　だからきっと天衣も神様に愛されているはず。そう思っておこう。

　──ただ、一つだけ……不安材料がある。

　天衣が変わる切っ掛けになってくれると感じると同時に、俺の中の冷徹な勝負師の部分が、この子の中に隠されていた弱点を発見していた。

　それがいずれ表面化したら──

「ごうがーい!!」

　道具屋筋のアーケードを抜けた瞬間そんな叫び声が聞こえてきて、俺の思考を中断させる。

　なんばグランド花月の前に人だかりができていた。

「号外です！　号外でーす！」

　人だかりの中心では、叫びながら新聞を配っている。

「あれ……何でしょう？」

「……？」

　あいがそっちを見ながら珍しそうに言う。天衣は泣きすぎて目が腫はれちゃってるから見られないが、気にはなったようだ。

　弟子達とは違い、俺の胸には違和感が生まれていた。

「この時期に号外……？」

　その違和感は次第にある予感へと変貌していく。

　大阪で号外が配られるのは、甲子園の大阪代表校が決まった時とか甲子園で関西の学校が優勝した時とか阪神タイガースが優勝した時とか。ほぼ野球だ。

　だがこの時は違った。

「号外！　将棋界でビッグニュース！　つい先ほど、福島ふくしま区の関西将棋会館で史上初の快挙が達成されました！　号外でーす！」

　ドクンッ!!

　心臓が大きく跳ねる。予感は一気に現実となっていた。

　俺は人だかりを搔かき分けて号外に手を伸ばすと、引ったくるようにそれを受け取る。

　見出しには大きな文字でこう書かれていた。





『史上初──────三段誕生』






「ッ……!!」

　号外を受け取った瞬間、俺は息を飲んだ。

　そこに書かれていた文字が、名前が……俺の心臓を強く摑む。

「師匠!?　何があったんですか!?　奨励会ですか!?」

「どっちが上がったの!?　空銀子!?　椚創多!?　それとも……」

　俺の服にすがりついて尋ねるあいと、涙を引っ込めて確認してくる天衣。


　そして、『三段』の前に記されていた文字は────
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　朝。私には迷いがあった。

「……裏口に回った方がいいのかな」

　福島ふくしま駅に向かう環状線の中から将棋会館の建物が見えた瞬間、そんな思いが胸の中に湧き起こる。

　おそらく正面は取材陣で固められているだろう。編入試験の時みたいに。

　あの日はボロ負けだった。

　なら別の方法を取った方が上手うまくいくかもしれない。変化を選択するのは勝負師として自然な発想だ。おみくじを何度も引くように。

「けど……」

　それは『逃げ』のような気もする。

　勝負の前にカメラから身を隠す。そんなことに思考や体力のリソースを振り分けて、しかも取材されたことを敗戦の理由にするようなメンタリティーをそのままにしておいて、果たしてこの先もっと強くなることなんてできるだろうか？

　三段リーグに上がれば、最初と最後の例会は関東で行われる。

　そこでの取材はさらに激しいものになるだろう。

　宿泊先のホテルから追い回される可能性だってある。

　私が活躍する以上、取材が収まることはありえない。

　負ければ騒がれ、勝てばもっと騒がれる。

　だったらむしろ、騒ぎの中心に飛び込むくらいの覚悟が必要だ。強くなるためには。

　──あのバカならきっと、そうするよね？

　そう考えただけで不思議な力が湧いてくるように感じたのは、きっとまだ私が寝ぼけているからに違いなかった。




「空そらさん！　今日の勝率は何パーセントくらいだと思いますか!?」

「勝てば史上初の女性三段ですが、自信のほどは!?」

「今朝は何を食べて来ましたか!?」

「空さんは蠍さそり座ですよね!?　蠍座の今日の運勢は十一位ですが、それについて何かご感想はありますか!?」

　案の定、連盟の前では大量の報道陣が待ち構えていて、私の姿を見つけた瞬間にカメラを向けて駆け寄ってくる。

　そんな圧力を実際に見て、


「っ……！」



　覚悟を決めていたつもりでも、私の足は竦すくんでしまう。

　──史上初の女性三段。

　プレッシャーは私の全身を縛り……燃え上がっていた闘志が急速に冷えていくのを感じた。

　辛香からこさんの退会駒に触れた時のように。

　──冷えるな！　奮い立たせろ……!!

　頭が真っ白になりつつも何とかギリギリで持ちこたえ、言葉を絞り出す。

「……すみません。対局の後に全てお答えします」

　私は一礼して連盟の中に入ろうとするが、

「待ってください空さん！」

「せめて写真撮影だけでも!!」

「まだ対局まで時間はあるんでしょ!?」

　報道陣はそれでも諦めず追いすがり、私を報道陣が取り囲もうとする。

　その時だった。

「取材の方には後ほど記者会見の場を設けます！　ここから先への立ち入りはどうかご遠慮ください！」

　峰みねさんを筆頭に、連盟職員の皆が身体を張ってバリケードを作ってくれたのだ。

「銀ぎん子こちゃん！　今のうちに早く対局場へ！」

「みんな……？　どうして……？」

「……編入試験の時は、守ってあげられなくてごめんね」


「ッ……！」



「銀子ちゃんの将棋があそこまで崩れるなんて、何か理由があると思ったんだ。将棋は確かに娯楽だけど……奨励会員の人生は見世みせ物ものじゃない」

　子供の頃から私を見守ってくれてきた人達だ。

　初めて連盟道場へ来た時に、手合いカードを作ってくれた人。

　取材の申請があるたびに、一緒になってどう答えればいいか考えてくれる広報の人。

　連盟に来るたびに、一番最初に優しく挨拶あいさつしてくれる守衛さん。

　よく見れば、一階に入ってるレストランのマスターまでいる。いつも私がカウンターに座ってもぶっきらぼうな対応で、将棋のことなんて何も知らないはずなのに……。

　そんな人達が、私を守る壁になってくれていた。

「奨励会は人生のかかった真剣勝負です！　どうか対局に集中させてあげてください！」

　先頭に立ってそう叫ぶ峰さんに、

「真剣勝負ったって、プロの試合じゃないならアマチュアだろ!?　もったいつけるなよ！」

「そんなんだから将棋界が衰退するんじゃねえか！」

「編入試験は取材させておいて今日はさせないとか、俺おれ達を都合良く使うな!!」

　報道陣からは怒りの罵ば声せいが飛ぶ。

　外部の人間からは、何の利益も生まない奨励会の対局なんて価値のないものだと思えるんだろう。説明しても理解してもらえるとは思えない。

　だから職員の皆は頭を下げ続けた。

「すみません！　ご理解ください！」

「今日だけはどうか許してください!!　お願いします!!　お願いしますっ!!」

　奨励会員のために……私のために、何を言われても、どんな罵声を浴びせられても、一切反論することなく頭を下げ続ける。そうすることでしか私達を守れないから。

　そんな姿に、思わず目頭が熱くなった。

　どんな取材を受けても揺るがないと思っていた心が、初めて揺れた。


　──割り切るしかない。勝負のことだけを考えなくちゃ……！



　頭ではそう理解していても。

　その覚悟を決めたつもりでいても。

　今すぐ取って返して、職員の皆と一緒に戦いたいと思ってしまう。


「…………これが弱さなのかな……」



　後ろ髪を引かれるような気持ちを振り切って、私はエレベーターに乗り込んだ。

　狭い空間でやっと一人になって、対局室に着くまでの一分足らずの時間で気持ちを切り替える努力をする。

「戦うんだ……勝つことでしか終わらないんだから」

　助けを求める言葉は、ぐっと胸の中に仕舞い込む。

　その名前ことばを口にしなかっただけで……やっぱり、少しだけ強くなれた気がした。
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「負けました」

　目の前の相手が頭を下げた瞬間、自分が息を止めていたことに気付いた。

「……ありがとうございます」

　ホッと息を吐いてから、礼を交わす。

　奨励会の例会は、級位者が一日に三局。有段者は二局指す。

　戦う相手は対局の直前に告げられるため、この時点では二局目の相手が誰だかはわからない……けど、人数の少ない関西奨励会では、次に誰と当たるかはだいたい予想できる。

　一局目を勝利で終えた私は、相手が盤の前から去ってもそのまま座っていた。

　普段は席を外して休息を取るが、今日はどこに記者がいるかわからない。対局室ここにいれば安全だった。

　逆に言えば、今はここしか安全な場所はない。


「八連勝……十二勝四敗……十四勝五敗……十六勝六敗…………十八勝七敗……」



　三段までの昇段規き程ていを口の中で唱える。

　最初、私は十一勝四敗で昇段にリーチをかけていた。

　だが五敗目を喫して最初のチャンスを逃し……そこからズルズルとチャンスを逃し続けて、現在は十七勝七敗。

　最後のチャンスを迎えていた。

「あと一つ。あと一つ勝てばいい……負けることは考えない……」

　手負いの獣が体力の回復を待つかのように、盤の前にうずくまったまま自分に言い聞かせる。

　三段リーグは年に二回。

　四月と十月に新たなリーグが始まるため、例えば五月に三段になっても十月までリーグ入りを待たされることになる。その間、奨励会で将棋を指すことはできない。

　──このチャンスを逃したら、次は……。

「椚くぬぎ、また勝ったってよ」

「七連勝かよ……バケモンやな」

「勝ちっぷりもエグいエグい。詰めろで勝てるところを即詰みだとさ」

「さっさとプロになって欲しいぜ。俺達で勝てるわけないからな……」

「次勝てば三段リーグに行ってくれるだろ？　絶対勝つから大丈夫さ。だって相手は多分──」

「おい！　聞こえるぞ……」

　対局を終えた奨励会員達の囁ささやきが聞こえた。

　これまでの三段昇段最年少記録は十三歳八ヶ月。

　椚創そう多たはまだ十一歳だ。

　四月までに三段になれば、小学校卒業までに三段リーグを二期経験できる。前代未聞の『小学生プロ』の可能性すら……。


「…………私だって…………」



　──史上初の女性プロになれる可能性を持っている。

　言葉にしてしまえば、それにどれほどの価値があるのか。自分が惨みじめになるだけだった。

　この惨めさを消す方法は一つしかない。




　そして二局目の時間となった。

「銀子さん。よろしくお願いします」

　一局目を終えた時と同じまま盤の前に座っていると、女の子のような高い声でそう挨拶された。予想通りの声。





　声の主────椚創多が、ゆっくりと正座しながら私に問いかける。






「平手で指すのは初めてですよね？」

「……そうね」

「楽しみです」

　駒を並べ、先輩の私の振ふり歩ふ先せんで振り駒を行う。と金きんが五枚出て創多の先手となった。

　前回対局したのは半年前。香落ちで戦い、上うわ手ての私が敗れている。

　空銀子二段と椚創多一級。

　さらに言ってしまえば、椚創多が六級で奨励会に入会した時──空銀子わたしは一級だった。

　──将棋星人め……。

　こいつらを同じ地球人と思ってはいけない。私達とは別の感覚器官を持ち、脳内にあるクリアな将棋盤は光の速度で駒を動かすことができて、しかも全ての駒の利きを感覚として知ることができる。読まなくても勝手にわかるのだ。


　──……卑怯ひきょうよ。そんなの。



　そう。将棋の神様は不公平だ。

　私を将棋星人に産んでくれなかったから……一方に才能を与え、もう一方には与えない。そして戦わせる。面白がってるとしか思えない。

　前回は駒落ちでの対局だった。

　その対局では私が負け、そして私が二段で停滞しているあいだにこの異星人は同じ二段まで無敗のまま昇って来た。

　その連勝は今も続いている。

　女流相手に白星を稼いでる《浪速なにわの白しら雪ゆき姫ひめ》なんかイミテーションにしか見えない。同じ将棋星人達から本物の白星を搔かき集め、将棋の神に選ばれた子供は私の前に現れた。

　私からも白星を奪うために。私の最後のチャンスを奪うために。

「それでは対局を始めてください」

　幹事の合図で一斉に戦いの火ひ蓋ぶたが切られる。

　屈託くったくのない声で挨拶をして、創多は頭を下げた。

「よろしくお願いします」

「……お願いします」

　私は対局時計チェスクロックのスイッチを押す。

　先手番は創多。

　彼は間を置かず、昇段へのプレッシャーなどまるで感じない手つきで角道を開ける。

　私は息を止めて数秒、右手でスカートを握り締めた。

　頭の中で声が響く。

『振ふり飛び車しゃがいいと思うんです』

　一瞬、その言葉に縋すがりそうになった。

　将棋がどうこうじゃない。

　ただ一瞬だけ、その声に全てを委ねてしまいたくなったのだ。

　けれど。

「ッ……!!」

　心の中のその声を搔き消すかのように高い高い駒音を立てて指した私の初手は。

　──飛車先の歩を突く、８四歩。

　居い飛び車しゃで戦うことを明示すると同時に、相手に戦型の選択を委ねる一手。両手を広げて一歩前へ踏み出したのだ。かかってこいと。

　──私が上よ？　文句ある？

　才能で劣っているのならば。生物として下等ならば。

　──気合いと執念で上回る……！

　それが関西将棋。泥臭いけど、それが私の将棋だ。


「…………へぇ……」



　椚創多は呟つぶやきを漏らし、口の片端を吊つり上げる。

　そして選んだ。まだ幼さの残る小さなその指で。

　将棋界の王道を歩むことを既に運命付けられているその子供が選択した戦型は、王者にふさわしいものだった。


　変わりゆく現代将棋の中で変わらない将棋の正統オーソドックス────『矢や倉ぐら』。
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　奨励会。

　正式名称を『新進棋士きし奨励会』というこの機関は、関東と関西に分かれて存在する。

　その対局は本来、対局者以外には誰の目にも触れないはずのものだった。

　しかし関西奨励会では例会ごとに『熱戦譜』をネット公開している都合上、注目度の高い対局については天井カメラを使って記録していた。

　今日の例会でのそれは──椚二段と空二段の一局。

「ふぅ……」

　棋士室のモニターでその対局を見ていた男は、銀子と創多が角道を止めて互いに固く囲い始めた瞬間、タバコの煙と一緒に長い溜ため息を吐く。

　生石おいし充みつる。

《捌さばきの巨匠マエストロ》と呼ばれるその男は、モニターの向こうで行われている対局を観戦しながら、一つの伝説を思い出していた。

　──かつて関西奨励会において、昇段の一局だけは立候補制が取られていたという。

　それは現行の三段リーグが行われる前の、古い古い話。

　奨励会で昇段にリーチがかかった一局。それはつまり、人生の懸かった一局。

　その多くで、自他共に認める親友が立候補した。

　そうして実現した親友同士の対局では、多くの場合、立候補したストッパーが勝利したという。積み上げてきた勝利という石の塔を無情にも崩す地獄の鬼のように。

　人を鬼に変える対局──『鬼勝負』。

　立候補ではないにせよ、この将棋も鬼勝負だと生石は思った。

「……とはいえ、プレッシャーが掛かるのは後がない銀子ちゃんか。それを跳ね返してこそ真の三段だが……」

　珍しく一人しかいない棋士室で生石が継ぎ盤を動かしていると、ドカドカと大きな足音を立てながらもう一人、同年配の男性が入室してきた。

　辛香からこ将司しょうじ新三段だ。

「やあやあ生石先生やないですか！　日曜日まで連盟にお越しなんて、さすがタイトル保持者ホルダーは研究熱心ですなぁ！」

「気持ち悪いな。普通に喋しゃべれよ」

「ほなそうさせてもらうわ」

　いきなり砕けた口調になると、辛香は生石の向かいに座る。

　視線を盤に落としたまま生石は言った。

「暫しばらくだったな。十年ぶりくらいか？」

「せやね。三段リーグで充くんが僕の首を切った時以来や。それでも僕は充くんのこと友達や思ってるわ」

「そんなこともあったかね」

　生石は特に感慨も無さそうにタバコをふかす。

　かつて二人は三段リーグで戦った。

　そして片方はプロになり、片方は年齢制限により奨励会を去った。

　奨励会ではよくある話だ。

「で？　お前は何をしに来たんだ？」

　再び棋士室へ足を踏み入れたかつての仲間に、生石は問いかける。辛香は即答した。

「銀子ちゃんの応援」

「ほう？」

「あの小学生は、ここで負けたってすぐ上がってくる。けど銀子ちゃんはここで負けたら上がってくるまでしばらくかかるやろうからね。あの子にはここで上がってもらわんと」

「優しいじゃないか」

「そらそうよ」

　辛香三段はニタリと嗤わらい、優しさの理由を告げる。

「確実に白星をくれる相手が三段リーグに入るんやもの♪」




　対局室では淡々と駒組みが進んでいた。


　──…………焦じれる……。



　銀子は創多の表情を盗み見ながら戦機を覗う。駒組みは飽ほう和わしつつあった。

　──先に仕掛けようか……？

　近年、矢倉の将棋では後手番に有利な手が続々と発見されていた。

　かつては神鍋かんなべ歩あゆ夢むが矢倉先手番において『神鍋流１五香』やその発展形である『神鍋流３六香』で勝ち星を荒稼ぎしていた時期もあったが、その神鍋すら現在では矢倉よりも雁木がんぎの採用率が増えている。

『先手矢倉は死にました』

　関東の若手にはそう言い放つ者すらいる。

　矢倉で革命を起こしたのは、プロ棋士でも女流棋士でも、ましてやアマチュアでもない。

　将棋ソフトである。

　そしてその事実は銀子を慎重にさせていた。


　──……初手に７八金とか３八金が最善手なんて言い放つようなヤツだもの。



　創多の特殊な感覚がソフト研究で育まれたことは明らか。

　その創多が先手番で矢倉を選んだからには、何らかの研究があると見るのが妥当。

　──熱くなるな……冷静に、冷静に……。

《浪速の白雪姫》は汗で濡ぬれる手の平をスカートで拭うと、そのままギュッと握り締めた。




「それにしても四階うえが騒がしいな」

「どっちが三段に上がっても号外が出るレベルやからねぇ」

　棋士室では生石と辛香が盤外の事情について言葉を交わしている。

　朝から連盟に詰めかけていた報道陣は四階の多目的ルームに通され、そこで対局の推移を見守っていた。対局室には絶対に入らないという条件で。

「しかも《浪速の白雪姫》と天才小学生の直接対決まであるんやから、そりゃ取材するわ。タイトル戦より視聴率稼げるもの。来期は同じ三段リーグで戦うことになるであろう不肖ふしょうこの僕もインタビューしていただきました」

「だが、奨励会に注目が集まりすぎるのは問題だろ？　いくら世間から騒がれたって修業の身である奨励会員にいい影響があるわけがない。そもそも三段リーグは非公開──」

「理事会が決定すれば公開になる」

「月光つきみつさんがそんなことを許すかよ。タイトル戦以上の聖域だぞ」

「充くんはいつまでたっても純粋やなぁ。ホンマ眩まぶしいわ」

　わざとらしく手を翳かざしながら辛香は言う。

「会長は月光先生。そら確かにそうや。けど理事会のメンバーは？　関東は四人。関西は二人。民主主義の根本は多数決や。数の多い方が強い」


「…………」



「月光先生は将棋連盟の顔やね。とっても綺き麗れいな顔や。せやけど脳は別の場所にある」

「……なるほどな。お前の編入試験を見世物にした連中こそが連盟の頭脳で、そしてお前はその脳ミソに尻尾しっぽを振ってるってわけか」

「社会に出てぼくは成長したんや。強い相手に突っ張っててもムダ。長いものには巻かれる、権力者には阿おもねる。ご主人様スポンサーには尻尾を振る」

「成長？　畜生ちくしょうに堕おちたの間違いだろ」

「処世術と呼んでやー」

「犬に将棋は指せないぜ？」

　生石は吐き捨てるように言い、辛香は笑顔を貼り付けつつも場の空気は険悪になっていく。

　そんな空気を、鋭い駒音が引き裂いた。

　先手の椚創多がいきなり歩を突き捨てて銀子への攻撃を開始したのだ。

「「ここでッ!?」」

　創多の攻めのタイミングに、生石と辛香は同時にそう叫んでいた。

「……新感覚の一手、だな」

　生石が唸うなる。唸らざるを得ない。

　持ち駒の歩を惜しげもなく全て投入すると、創多は次に桂馬を１七に跳ねた。

「そっちかい!?」

「……なかなか浮かばない手だが」

　通常、桂馬を１筋に跳ねさせるのは筋が悪いとされる。駒の可動域が半分になるからだが、今回の局面では指されてみればなるほどという手だった。

「強引に攻め駒を捌いて、たった七手で一気に銀子ちゃんを突き放したか……振り飛車をやらせても上手そうだな」

「《捌きの巨匠マエストロ》が褒めるんなら相当やね」

　スマホを操作していた辛香が、ディスプレイを確認して口笛を吹く。

「ソフトの最善手と同じや。二十億局面以上読ませた候補手とピタリ一致する手をたった二分で捻ひねり出しよった……はは。ホンマモンの化け物やで」

「？　スマホでも将棋ソフトは動かせるもんなのか？」

「充くんは昔から機械に弱いなぁ。これはリモートディスプレイいうて、スマホを使って自宅のパソコンをコントロールしとるの」

　辛香は嘲あざけるような表情でつけ加える。

「ま、最近はスマホでも人類よりよっぽど強いけどな」

　先攻された銀子だったが、無論、黙って殴られ続けるだけではない。

　９筋から反撃を加えると、創多が受けに回ったのを見て５筋に戦力を集中させ、総攻撃を開始した。

　溜めていた力を全て叩たたきつけるような猛攻だったが、対局の推移を冷静に眺めていた生石と辛香は、形勢が次第に創多に傾いていくのを感じ取っている。

「受け将棋やねぇ」

　同じく受けが棋風の辛香は嬉しそうに言い、生石も呻うめくようにこう漏らす。

「強引に先攻しつつ、実際は相手の攻めを引き込んで丁寧に潰つぶしてやがる。小学生のくせに気持ちが悪いくらい老獪ろうかいだな……」

「知ってるか充くん。ソフトは人類より長く将棋を指してるんやで」

「……何を言ってる？」

　将棋の歴史は千四百年。

　しかし将棋ソフトの歴史はたかだか数十年ほど。比較にならないはずだが。

「『アルファ碁』っちゅうソフトが世界中のトップ棋士を軒並み潰してるやろ？　囲碁いごは将棋より複雑やからあと十年は人類の方が強いっていわれてたのに、あっちゅうまに追い越した」

「それが？」

「あれはグーグル先生の資金力で超ハイスペックのＰＣを五十台、三週間フル回転させて何千万っちゅう自己対局をさせた結果、経験を積んで急速に強くなったんや。人間と同じやね。一つ違うのは、人間は三週間不眠不休で対局しても千局指すのも難しいいうことや」

「……」

「ソフトはもう、人類が今まで指してきた将棋の総局数を超えた。人間が最後の拠り所にしてきた『経験』も、とっくにソフトに抜かれてるんや」

　辛香は断じた。

「将棋も囲碁も結局は算数や。答えがわからんから神秘性に包まれとるだけで、結局は計算が速いやつが勝つ。人格とか行儀作法とか伝統文化とか、そんなんは将棋やプロ棋士を権威づけるためのものに過ぎん」

「そんなことを言ってると将棋の神様に嫌われるぜ？」

「もう十分嫌われてるわ。いっぺん殺されたんやからな」

　吐き捨てるようにそう言うと、辛香はスマホを掲げて見せる。

「今の僕にとっての神様は、これや」

　スマホのディスプレイには、将棋ソフトが一秒ごとに数千万もの局面を探索していく様子が映し出されていた。

「プロ棋士の先生方が『神』て呼んでるあの名人だって、今のソフトと戦えば十中八九……いや、絶対に負ける。ええ加減、現実を見る時や」

「ご高説こうせつありがとよ」

　人類で四人しかいないタイトル保持者の一人である生石充玉将は、モニターの中で椚創多が指した一手を継ぎ盤に並べながら、

「まあソフトが名人より強いかはさておくとして──」

　嚙み締めるように言った。

「この子、強いぞ」





「…………強いッ……！」



　急所に放り込まれた歩を見た瞬間、銀子は呻いた。

　──飛車を見捨ててまで斬り合いを挑んでくる……強い!!

　玉ぎょくの近くに打ち込まれた歩を無視して銀子も斬り合いを受ける。

　互いに防御を手抜いたスピード勝負。怯ひるんだ方が負けるとでもいうように、ノータイムで手を動かしていく。

　──玉の固さは向こうが上……けど!!

　創多の玉が二枚金の壁によって守られているのに比べ、銀子の玉は露出していた。

　しかし銀子は冷静に、と金をその壁に向かって這はい寄らせる。

『と金の遅おそ早はや』。

　将棋の格言だ。と金の足は遅いが、敵の囲いに喰らいついて交換すれば歩と金カナ駒を交換することができるため形勢を一気に有利にすることができるのだ。

　そのためと金は『蝮まむし』とも呼ばれる。当然、創多は這い寄ってきた銀子の蝮を振り払うはず……だったが。

「えっ!?」

　創多が指した手を見て、銀子は思わず声を上げていた。

　驚くべきことに、創多は蝮が喰らいつくままに放置し、攻撃を継続する道を選ぶ。

　左手を毒蛇に嚙かませながら右手で銀子の心臓を握り潰しに来たのだ。驚愕きょうがくの３五銀!!

「手抜いた!?　ここで!?」

　一秒も読まなかった手だ。心の隙間に恐怖が侵入するのを銀子は感じた。

　──詰んでるの……!?

　将棋において最も重要なのは形勢判断だ。

　駒の損得。手の損得。玉型。駒の利き。

　そういった様々さまざまな要素を比ひ較かく衡こう量りょうして局面の優劣を決める。人間もソフトも、棋力の向上においてはこの形勢判断能力こそが最も重要とされる。


　しかし人間にとってそれよりも重要なものは────自分を信じる強い心。



　いくら正確に形勢を判断できようとも、素晴らしい手を思いつこうとも、それを信じることができなければ何の意味も無いのだから。


　──……大丈夫！　まだ大丈夫なはず!!



　創多が防御を無視して攻め合ったのを見て、銀子は自玉が詰んでいる可能性を一瞬だけ疑った。

　だが彼女の心は強かった。

　銀子は恐怖を振り払うため、最後に残された時間を全て使って気を高める。闘志によって全身の血を煮沸させる。

「熱い」

　銀子は慎重に練り上げる。必殺の一撃を。




　棋士室でモニターを見詰めていた辛香は、自分でも気付かないうちに、その対局に引き込まれていた。

　画面に顔を寄せ、時折チラつくモニターに文句を言う。

「画面が重いな……」

「どいつもこいつも気になって覗のぞき見してやがるのさ」

　生石は新しい煙草に火を付けながら苦笑した。

　連盟の天井カメラはＩＰカメラであり、アドレスさえ打ち込めば世界のどこでも見ることができる。

　東西の棋士達は自宅でこの対局を観戦しているのだろう……生石はそう指摘していた。ＩＴの知識が皆無な生石はこうして足を運ばざるを得なかったが。

　その証拠に、棋士室には異様なほどに人がいない。

　──頼もしいじゃないか。

　生石は美味うまそうに煙を吐く。

『小学生棋士』の期待がかかる椚創多のことは誰もが興味や恐怖を感じているはずだが、若手棋士の中には露骨に不機嫌になりながら創多について「よく知りません」と吐き捨てる連中もいる。そういうプライドこそ勝負師として最も大切だと生石は知っていた。

　対局に引き込まれていた辛香は、バツが悪そうにモニターから身体を離しつつ、皮肉めいた口調で生石に言う。

「……にしても優しいやないの。銀子ちゃんのことを見守ってあげるために《捌きの巨匠マエストロ》がわざわざ連盟まで来るなんて」

「辛香お前、緩ぬるくなったな」

「はぁ？」

「ふっ……」

　生石は銀子の将棋を見に来たわけではなかった。

　銀子が四段になれないと思っているわけではない。いつかはプロになれるだけの才能を持った少女だと評価はしていた。

　だが同時に生石は、銀子が四段になっても脅威ではないと見切ってもいた。


　しかし、その対局相手は────






　対局時計が秒を読む音が続いている。


「はぁ……はぁ……はぁぁ────…………」



　ピッ。ピッ。ピッ。

　喘あえぐように浅く呼吸し、銀子は秒読みの電子音とリズムを合わせて脳内将棋盤を動かして、読み筋の最終確認を行う。


　ピ──────────────────……



「……ッ!!」

　銀子は『残り五秒』のアラートが響いた瞬間に右手を盤の向こう側に伸ばし、必殺の一手を放った。

　──７六角成!!　これで決める……!!

　この一手は『詰めろ逃れの詰めろ』。

　相手のフィニッシュブローを無効化して逆にこっちがトドメの一撃を叩き込む痛烈なカウンターだ。読みに読み、耐えに耐えた末に銀子が放った決め手だった。心の熱を全てぶつける必殺の一手……!!

　──やったか!?

　銀子は顔を上げて創多の表情を見る。

　盤の向こうの天才少年は、


「…………」



　無言で駒台に手を伸ばすと、摘み上げた駒をペン回しの要領でクルクルと器用に回し始めた。

「……？」

　──何の駒？　桂……？

　銀子は創多の指先に目を凝らす。

　持ち駒を相手から見づらくするのはマナー違反ではあるが、それを意図的にやっているようには思えない。おそらく癖なのだろう。

　──桂を打つ？　どこに？

　だが創多は持っていた駒を駒台に戻すと、別の駒を持ち上げて銀子の玉に直接攻撃を仕掛けてきた。３四銀！

「王手……!!」

　一瞬、背中が粟あわ立だつ。だが。


　──……望むところ！



　創多の王手ラッシュは銀子の予想手の中で最上のものだった。頭の中で描いたシナリオ通りに局面が進むことに、銀子は己おのれの血が沸くのを抑えられない。

　──見える！　私の脳内将棋盤でも……勝ちが見える!!

　創多は鋭くノータイムで王手を掛け続けてくる。

　後手玉は盤の最下段にまで追い込まれてしまうが──

「ここ……ッ!!」

　銀子は『詰めろ逃れの詰めろ』を掛けた時に成った馬を玉に引き寄せ、創多の攻めを潰しにかかる。攻防一体となったその一手によって、銀子の玉はギリギリ詰まない。

　はずだった。


「…………」



　創多が再び駒台に手を伸ばし、摘んだ駒をクルクルと回す。


　──……桂馬？



　既視感から不審に思った銀子が駒の文字を読み取った、まさにその瞬間。

　創多はその桂を、予想もしなかった地点にポンと置いた。

　受けにも攻めにもなっていない、緩手かんしゅにしか見えない一手……。

「桂？　８五に……桂を打った？」

　銀子は混乱した。

　こんなソッポに桂を打てば、銀子に反撃の隙を与えてしまう。

　──なに……この手は？　いきなり楽に……。

　不審に思って盤に顔を寄せる銀子の耳に、その時、ポツリと少年の呟きが聞こえた。

「お返しです」

「えっ」

　そして銀子は悟った。その手の意味を。




　──詰めろ逃れの詰めろ……ッ!!





「まさか……!?　う、噓うそでしょ……？」



　全身の血液が凍りついたかのように、銀子は固まった。

　それは本局における二度目の詰めろ逃れの詰めろだった。銀子の角が攻防一体の妙手だったように、創多の打ち付けた桂馬も形勢を一手でひっくり返す絶妙手だったのだ。

　しかし、本当に恐ろしいのは。

　椚創多がこの局面まで読み切っていたのは、最初に桂馬を弄もてあそんでいた一〇八手目のあの時だったということ。

　そこから二十手で、創多は同じように詰めろ逃れの詰めろを返してみせたのだ。偶然に生まれた一手ではない。明らかにこれを狙ってやっていた。

　──あんなところから……ここまで読んでいたというの!?

「４三角成に７一玉と逃げれば……４四馬とされて王手飛車取りで詰み!?　そんな……!!」

『やられたらやり返す』

　椚創多はこの一手で、銀子の心を折ろうとしていた。その矜恃きょうじを踏みにじり、二度と自分に刃向かわないよう調教しようとしていた。

『ただ勝つだけなら簡単なんですよ？』

　銀子はそう言われているような気がした。

　心理的なショックは甚大じんだいで、頭の中の将棋盤はどうやっても像を結ばない。


　──……ダメ！　一手も読めない……!!



　パニックに陥っていた銀子に、対局時計が秒を読む音が追い討ちをかける。

　ピッ。ピッ。ピッ。

　それは死へのカウントだった。


「あ、あ……あああ…………」



　そして最後の五秒。

　銀子は震える手を盤に伸ばす。その手はまだ、どの駒を持つべきか迷っていた。電子音が鳴り響く。


　ピ──────────────────────────…………






　その瞬間、銀子は考えることを止めた。




　──神様……ッ!!

　祈りと共に飛車を限界まで走らせた。そしてその駒を、銀子は縋すがるように裏返す。

　竜。

　駒に書かれたその文字は一瞬だけ恐怖を忘れさせてくれた。冷や汗でベタベタになった銀子の全身が、少しだけ温かくなる。

《浪速の白雪姫》はマッチ売りの少女のように、小さな温ぬくもりに救いを求めた。もはやその一手は将棋ではない。童話のように、泣き叫ぶ子供を宥なだめるための物語。

　しかしその物語は悲劇なのだ。


　──…………終わった……。



　銀子は盤を見ることができなかった。ガクッと折れた首をもたげる勇気が持てない。

　だが──

「ッ……!?」

　うな垂れる銀子とは対照的に、創多は電撃が走ったかのように動きを止める。

「!?　……!?　ッ……!!」

　そして盤に額がくっ付くほど前傾し、顔を寄せて高速で何かを読み始めた。

「……？」

　いつまでも執行しっこうされない処刑に銀子は疑問を抱く。

　恐る恐る、顔を上げる。

「？？？」

　──何だろう？

　とにかく飛車を逃がそうと、王手飛車取りで負けるのだけは避けようと思って、先を全く読まずに飛車を敵陣の奥の奥まで走らせた。

　そんな、初心者のような発想で指した一手に、創多は激しく動揺している。それが銀子には不思議だった。


　──……何かが起こっている？



　考えることを一度は放棄した銀子は、状況を把握し直そうと冷静に盤に向き合う。

　そして気付いた。


「…………あっ!?」






　──さっきの一手が……三度目の『詰めろ逃れの詰めろ』になってた!?




「え？　そんな……え？」

　信じられないほどの幸運だった。

　銀子が秒に追われて何も考えず指した一手は、起死回生の絶妙手として最高の形で創多へのカウンターになっていたのだ！

　指ゆび運うん。

　そうとしか表現できない。神様が物語の結末を変えてくれた……。

　ギリリッ。

　音が鳴るほど奥歯を嚙み締めながら、創多は８五に打った桂を成り込ませる。自玉を逃がすために道を作る。

　それは形勢の悪化を自ら認めたことを意味していた。

　──勝てる……の？

　ここで銀子は自分が勝勢になったことを知った。自玉の安全や敵玉の詰みを自分で読んだのではない。創多が自分の敗北を読み切ってしまったがゆえに、銀子もそれを知ったのだった。

　手が見えすぎるあまり、創多は自身の敗勢を銀子に教えてしまったのだ。

　美しい詰みを作ろうとするあまり、椚創多は間違えてしまったのだ。

　俗手ぞくしゅを指して銀子の玉を追い続ければ、おそらく銀子は受け切れず倒れていたろう。それどころか、銀子の指した詰めろ逃れの詰めろを無視して即座に指し返せば、銀子は自分の絶妙手に気付かず投了すらしていただろう。

　強いからこそ勝つのが将棋。

　だが、強すぎる故に負けることがあるのも将棋なのだ。

　──詰んでる……？

『詰みがある』とわかってしまえば、それを発見するのは難しいことではない。実戦では詰みの有無を見極めるのが最も難しい。

　銀子の指は駒が持てないほどに震えていた。

　詰んでいる。

　確かに創多の玉は詰んでいる。


　──……十七手だ……。



　信じられなかった。手数はそこそこ長いが、一瞬で読み切ることができる詰み。それが自分の手の内に転がり込んでいた。

　詰んだことは創多も知っているだろう。それでも手を動かし続けるのは、最後の最後まで相手に間違わせようとしているのか、それとも感情の整理が付かないからか。おそらくその両方だろうと、銀子はのたうつように逃げ惑う創多の玉を見詰めながら思った。

　互いの玉が向かい合う。

　銀子は駒台に手を伸ばすと、最後の決め手を放つために、駒を持った。

　銀。

　自らの名前と同じその駒を盤に打ちつける。


　指は震え、駒は乱れたが────先手玉は確かに詰んでいた。



　それを見た創多は両膝に手を置いて頭を下げる。

「負けました」

　その高い、少女のような声を聞いて……盤の向こうに座っている相手がまだ十一歳の小学生だということを銀子は思い出していた。




　迄まで、一五四手をもって椚二段投了。

　この瞬間、史上初の女性奨励会三段が誕生した。
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　勝った。

「あ……？」

　最初、その事実を認識することができなかった。

　目の前で下げられていた椚創多の頭を見てもまだ、私は戦闘態勢を崩せないでいた。

　盤上の敵玉は完全に詰んでいる。

　それでもまだ、自分が勝ったことを信じられなかった。

「椚に勝った……!?」

「すげぇ……!!」

「史上初の女性三段か……さすが白雪姫……」

　対局を終えて観戦していた奨励会員達の声が聞こえ、ようやく私は状況を少しずつ理解していく。

　勝った？

　上がった？

　私が……三段に？

「おめでとうございます。銀子さん、これで三段ですよね？」


「あ……ええ。あの……ありが、とう…………」



　頭を上げた創多は屈託のない笑顔で祝福してくれた。

　まだドキドキと心臓が胸を突き破りそうなほど激しく動く中で、こんなことを思う。


　──……将棋の神様が応えてくれた。



　擦かすれた声で、私は言う。


「………………ここが…………」



　震える指で、最終盤の飛車を走った手を示す。私が神様に縋すがった瞬間を。神様が私に応えてくれた瞬間を。


「ここ……読み切れてなくて…………頭の中で、将棋盤が全然動かなくて──」



「頭の中の将棋盤？　ああ、脳内将棋盤っていうやつですか」

　創多は軽く首を傾かしげてから、

「銀子さんは頭の中に将棋盤があるんですね。すごいなぁ」

「？　あなた、詰将棋が得意なんでしょ？　終盤もすごく正確だし……脳内に将棋盤がいっぱいあるんじゃないの？」

「ええ。詰将棋は得意です。でも──」

　椚創多は頷うなずきながら、さらりと告げる。

　私の胸を抉えぐり、心臓を吹き飛ばすほどの、衝撃の事実を。
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「ぼくは頭の中に将棋盤なんてありません。全て符号で思考しますから」





　…………………………は？



「読み筋が符号で浮かぶんです。盤駒ばんこまをイメージするんじゃなくて」

　符号で考える？

　脳内将棋盤が……無い？

「え？　でも、詰将棋は──」

「詰将棋も符号で考えます。そんなに考えなくてもだいたい見た瞬間に作意を読めるから、初手がわかれば後は勝手に棋譜が頭の中に並ぶんです」

　軽く首を傾げながら、創多は本気で不思議そうに私を見る。

「やろうと思えば盤を浮かべて考えることもできますけど、かえって手間がかかっちゃうので。でもわざわざ頭の中で駒を動かしたりするのって、面倒じゃないんですか？」

　そんな。

　そんなの。

　ソフトの影響を受けてるとか、そういう次元ですらない。


　目の前に座ってる子供は────コンピューターそのものだった。
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「そ、そう……なんだ…………」



　将棋星人ならまだ何とかなる。同じ生き物だから。

　でも生物ですらない相手を前に、一体どんな対策をすればいいというのか？

「この局面も、８七とから詰まされそうな気がしてたんです。８五桂を打った瞬間に詰みそうだと思って……だからその筋を読んでたら飛車を走られたでしょ？　もしかしたら詰みを逃れたかと思ったんですけど、ダメですね。３二角打からはもうこっちに勝ち目はない。この角は３一に打つべきでしたか？」

　詰み？

　そんなもの、私には一瞬だって見えなくて──

「とにかく、おめでとうございます！　ぼくもすぐに追いつきますからね！　三段リーグでも一緒に戦いましょう！」


「え…………ええ……」



「ありがとうございました。じゃあ」

　創多はペコリと頭を下げると、私が駒を片付けるのを見届けてから、軽い足取りで対局室を出て行った。


　私は…………立てなかった。



　足も、腰も、背骨まで全て砕かれたような衝撃に、座布団の上にうずくまったまま、視線すら動かすことができず盤の一点を見詰めていた。

　──私が勝てたのは、考えるのを止めたから。

　──彼が負けたのは、自分の負けすら読み切ってしまったから。

　今日は勝てた。運がよかったから。

　けどこれから先、どちらが強くなるかは……考えるまでもない。

　私は勝負には勝った。実力ではなく、運で。


　けど────将棋には負けた。



　私が最後にやったのは将棋じゃない。ジャンケンと同じ運試しだ。そんなもので勝ったところで成長するわけがない。

　椚創多は現時点でも私より強く、これから更に強くなるだろう。

　だって彼は常に思考しているのだから。

　私が投げ出してしまう局面でも、最後の一秒まで、生物を完全に超越した演算力で最善手を考え続けているのだから。

　もし。

　もしまた次、当たったら──

「絶対に勝てない」

　一人だけ残された盤の前で、その事実が、ついに私の心から漏れた。

　ふらふらと対局室を出て幹事の先生に勝利の報告をすると、すぐに記者会見が行われた。

「空さん！　こっちに視線お願いします!!」

「笑ってください！　笑顔、笑顔でっ!!」

　目を開けていられないほどのフラッシュに包まれる。

　隣には会長が座り、目の前には部屋いっぱいの記者団。

　正月にシューマイ先生から『壁を越えろ』と言われたその部屋で、壁を一つ越えた私は、切れ間なく寄せられる質問に答えた。

「女性初の奨励会三段となられたわけですが、今日は必ず昇段するという決意で対局に臨まれたんですか!?」

「女流タイトルを獲るのとどっちが嬉しいですか!?」

「高校に進学するご予定は!?」

「高校の制服はセーラー服とブレザーのどちらがいいですか!?」

　どう答えたかは憶おぼえていない。

　それが現実かどうかすら曖昧あいまいなまま、記者会見を終えて三階の事務室に戻ると、職員の皆さんが拍手で迎えてくれた。

　峰さんがテレビを示しながら笑顔で私に告げてくる。

「すごい反響だよ銀子ちゃん！　どのテレビ局でも速報を流してくれたし、大阪中で号外を配ってるってさ！　夕方の番組でも特集してくれるっていうし……いやぁ、これで女性にも将棋ブームが来てくれるといいねぇ！」

　乾いた笑顔で応じるのが精一杯だった。この人達に対しては、笑顔を見せる義務があると思った。

　テレビではさっそく、さっきのインタビューの様子が流れている。

『空さん。女性初の奨励会三段となられたわけですが、今日は必ず昇段するという決意で対局に臨まれたんですか？』

『もちろんです。常に勝つつもりで対局に臨んでいますから』

　澄ました顔で答える、セーラー服の少女が映っていた。

　画面がスタジオに切り替わり、テレビの中の人達がその少女を褒めそやす。

『素晴らしいですね！　受け答えも、とても中学三年生の女の子とは思えません！』

『全ての女性に勇気を与えてくれますね！』

『彼女なら必ず史上初の女性プロ棋士になってくれると思いますよ！』

　──違う。

　コメンテーター達が次々と浴びせる称賛の言葉を、私は心の中で否定していた。

　違うの。私には三段の実力なんて無いの。

　今日は運で勝っただけなの。三段リーグを抜ける力なんて、今の私にはあるわけがない……。

　その瞬間、恐ろしい事実に思い至る。

　私とは違う、実力でその座を勝ち取った本物の三段達と、これからリーグ戦で戦わなければならないという事実に。

「ッ……!!」

　当たり前のその事実にゾッとした。

　私の棋き風ふうは丸裸にされている。

　普通の奨励会員はあまり棋譜きふが出回らないけど、女流棋戦に出場している私の棋譜は誰でも見ることができるから。

　そして誰もがこう思っているだろう。

『初めて女に負ける三段には絶対になりたくない』

　何の武器も持たず、身を隠す服さえなく、丸裸で猛獣の檻おりに放り込まれるのだ。

　──地獄だ。

　そう思った。

　奨励会に入った頃から憧れていた三段リーグ。

　目標だったそのリーグに遂に入ることができるというのに……私はその事実に怯おびえていた。

　四歳の頃から知ってるはずの、自分の家のように落ち着くはずの関西将棋会館。

　そこがまるで地獄のように感じられた。

　自分の部屋のように温かく、居心地のいい棋士室が、まるで牢獄ろうごくのように思えた。

　創多に勝った直後、私は将棋の神様に感謝した。これまでの行いを神様が見ていてくれて、私の努力に応えてくれたと思った。

　幼い頃に否定した将棋の神様は、いる……はずだった。

　だがそんなものはもう綺麗さっぱり消えていた。私は叫びたかった。


　──……いないよ。



　こんな場所に……神様なんていないよッ!!


「……やいち…………こわいよ。たすけてよぉ…………」



　赤ん坊のように頼りない足取りで、私は将棋の地獄から逃げ出した。
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「お父さん！　ちゃんと録画できてるの!?」

　台所から桂けい香かさんの厳しい声が飛んできて、師匠ししょうと俺はカメみたいに首をすくめた。

　ちゃんと録画できてないのだ。

「……うーん、やっぱり調子悪いなこれ」

　俺はテレビの録画機能を何度も試してみるものの、どうにも上手くいかない。そろそろ寿命なんじゃないかこのテレビ？

　画面の中では連盟で記者会見をする姉あね弟子でしの姿があった。生中継だ。

『空さん。女性初の奨励会三段となられたわけですが、今日は必ず昇段するという決意で対局に臨まれたんですか？』

『もちろんです。常に勝つつもりで対局に臨んでいます』

　姉弟子が三段になったことを知った俺達は、そのまま師匠の家に来た。

　待ち構えていた桂香さんが「お祝いの準備するわよ！」と宣言し、あいと天衣あいは台所で使し役えきされ、戦力外と判断された俺と師匠は居間に隔離されたというわけだ。

　今も台所はドッタンバッタン大騒ぎである。

「ま、事前にお祝いの準備しておくとプレッシャーがかかるし運も逃げるっていうし、こうなるのも仕方ないですけどね」

「……」

　師匠は無言でテレビに見入っている。

『月光会長。空さんは中学生で三段となられたわけですが、この年齢で三段になったということはかなり有望と考えてもよろしいのですか？』

『もちろん有望です。それは間違いありません』

　姉弟子の隣に座っている会長が静かに肯定した。

『ですが空三段がこれから抜けねばならない三段リーグというのは、将棋界で最も苛か酷こくなリーグです。私や名人は中学生で四段になりましたが、当時は三段リーグがありませんでした。現行の三段リーグ制になって中学生で棋士になれたのは九頭竜くずりゅう八や一いち竜王のみ。そして九頭竜竜王は四段になってすぐ棋界最高位の竜王を獲得しました』

『つまり……三段リーグを抜けるというのは、プロのトップに立つのと同じくらい難しいということでしょうか？』

『ええ。それほど三段リーグというのは苛酷なのです。その三段リーグを抜けられるのは原則として一度に二人だけ……そうであれば、才能云々うんぬんの話だけで抜けられるかなど語れません。心の強さこそが重要なのです』

『心……ですか？』

　質問した記者はピンと来てないようだが、隣で聞いている姉弟子は姿勢を正した。

「会長は記者じゃなくて姉弟子に言ってるんでしょうね。餞はなむけの言葉を」

「……」

　師匠は画面に向かって拝おがんでいた。

　本来なら師匠も会見に同席するべきなんだけど……清滝きよたき師匠は昨日、親知らずを抜いた影響で喋しゃべることができない。

　それでも和服を用意して連盟へ行こうとしたが、兄弟子に当たる月光会長から「喋れないなら来なくていいです」と多少キレ気味に言われ自宅待機となったらしい。そりゃそうだ。

「だいたい師匠、何でこんなタイミングで親知らずなんて抜いたんですか？」

「ふゅんふぃへんひひゅうひゅうひゅうひゃへひゃ」

「これは会見出ちゃダメだわ」

　シャルちゃん以上の難易度だ。

　師匠の言葉を聞き取るのを諦めた俺は、せめて姉弟子のコメントを聞き漏らすまいとテレビに注意を向け直す。

『四月から始まる三段リーグに参戦するということになります。最短で半年後にプロになれるわけですが、自信のほどは？』

『とにかく目の前の対局に勝つことだけを考えています』

『何歳くらいまでに四段になれたらいいなとか、そういう目標は？』

『三段リーグはこれまでとはレベルが違うので、今はとにかく最初の一勝を挙げることだけを考えています』

『女流棋戦との両立は難しくはありませんか？』

『対局の機会が多ければ成長の機会も多いと考えています』

『三段リーグとタイトル防衛戦が時期的に被かぶりますが、そこの部分について、やりにくさなどを感じておられますか？』

『どちらも大事な対局ですので、どちらも全力で戦うだけです』

『女王戦の挑戦者として同門の夜叉神やしゃじん天衣女流が上がってくる可能性がありますが、それについて一言お願いします』

『誰が相手でも自分の将棋を指すだけです』

『高校に進学するご予定は？』

『それは今後、師匠や親と相談して決めようと思っています。個人的には将棋に集中できる環境を最優先したいと考えています』

『空さんのトレードマークといえばセーラー服ですが、高校の制服はブレザーとセーラーのどちらがいいですか？』

『ブレザーを着たことがないのでよくわかりません』

『《浪速の白雪姫》という異名について、ぶっちゃけご本人はどう思っておられるんです？』

『ファンの方に憶えていただきやすくなるので、そこはありがたいと思っています』

『海外の有名ファッションブランドが、空さんをイメージした服を制作中とのことです。ぜひモデルとして空さんにそれを着て対局して欲しいと希望しているようですが？』

『プロになれたら考えさせていただきます』

　絶対お断りだという表情で姉弟子は答えた。

　その後も好きな食べ物とか好きな芸能人とか将棋と関係ない質問が続く。

「……どっちかっていうと芸能リポーターみたいな人が多いのかな？」

「ひんほふぉひっふぁふぃふぁっふぁふぉー」

「師匠。ちょっと静かにしててください」

　会見の時間は終わりに近づいていた。

『それでは次の質問を最後とさせていただきます』

　司会役の男鹿おがさんが宣言する。

　どの記者もまだまだ質問したいようで、一斉に手が挙がるが──

『では……そちらのメガネの女性』

『観戦記者の鵠くぐいです』

　最後に選ばれた記者が名乗り、そして質問を口にした。

『目標としている棋士はいますか？』


『…………』



　姉弟子はそこで初めて言葉に詰まる。

『……目標としている棋士は、いません』

　しばらく考えて、姉弟子はきっぱりとそう言った。

　そしてまっすぐカメラを見て、





『けど────プロになって戦いたい棋士なら、います』






　会場が色めき立つ。

『どなたですか!?』

『タイトル保持者!?』

『それとも師匠!?』

『やっぱり名人ですか!?』

　姉弟子は立ち上がって深々と頭を下げる。

『すみません。それはプロになれた時に言います』

　それを合図に、隣に座っていた月光会長が会見の終了を告げた。

『ではここまでということで。個別のご質問には後日、文書でお答えいたします』

　しかし。

『空さん！　もう少しお話を！』

　会場を去ろうとする姉弟子を記者達は一斉に追いかける。

『何年くらいでプロになれると思いますか!?』

『芸能事務所も空さんに興味を示しているようですが!?』

『お付き合いをされている男性はいらっしゃるんですか!?』

　押し寄せる記者達。

　だが──

『ご注目いただけるのは大変ありがたいことと存じます』

　姉弟子を守るように彼らの前に静かに立ちはだかったのは、盲目の棋士。

　月光会長は見えないはずの目で報道陣を睨にらみ据えると、

『ですが奨励会員はプロ棋士でも、ましてや芸能人でもありません。将棋以外の全てを捨てて棋き道どうのみに邁進まいしんする一介の修業の身。三段でようやくスタートラインに立った状態です。どうか静かに見守ってやってはいただけませんでしょうか？』


『『…………』』



　凜りんとした会長の言葉に、報道陣は何も言えなくなった。さすがだ。

　映像がスタジオに切り替わる。

　夕方の情報番組が始まるが、そこでもまた姉弟子の話題がトップニュースのようだ。

「おっ。この後スグにまたニュースでやるみたいですよ」

「ふふょいふゅーふょふふぉふゃふぁー」

「そうですね。そうですね」

　全く何を言ってるかわからなかったが、俺はとりあえず頷いておいた。こんなのでも師匠だからね！

「しっかし三段になっただけでこれなら、プロになったらどれくらい騒がれるんでしょうね？　将棋界とか関係ないくらいビッグな存在になっちゃうのかなぁ？　今のうちにこういう映像も録画しておくと十年後くらいにお宝になったりするんですかねぇ？」

「……ふぉーふぁふぁー」

「あと、プロになったら指してみたい棋士って誰のことでしょう？　やっぱり名人かなぁ？　師匠ってことはないだろうし」

「ふぉんふぁふぉふぉふぁふぇふぃふぃふぁっふぉふひゃふぁいふぁ」

「そうですね。そうですね」

　そんな感じで、師匠と一緒にテレビと格闘していると。

　ちょんちょん。

　後ろから肩を指でつつかれた。

　桂香さんだ。反対側の手にスマホを握っている。

「ん？　……ああ桂香さん。うん大丈夫だよ。会見の様子はハードディスクじゃなくて俺と師匠の脳裏に鮮明に録画しておいたから。姉弟子が帰ってきたら二人で完全再現して──」

「それはもういいから」

　桂香さんはスマホを握り締めたまま、俺の耳に口を寄せて囁く。

「……八一くん。ちょっと駅まで銀子ちゃん迎えに行ってあげてくれない？」

「駅？　福島駅までってこと？」

「ううん。野田のだ」

　野田駅なんて目と鼻の先だ。

「銀子ちゃん、いま電車に乗ったって。すぐ野田に着くから迎えに行ってあげて」

「どうしてさ？　野田駅まで来たら後は道路一本越えるだけでしょ？　わざわざ迎えに行かなくても──」

「いいから行ってきて！」

　桂香さんの勢いに押されて、俺はよくわからないまま玄関へ向かった。

　あいや天衣は料理の準備で忙しそうにしている。

　──まあ……俺がここにいても邪魔そうだしな。

　そんなことを考えながら一人でひっそり家を出た。
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　連盟を出た私は、ほとんど本能だけで動いていた。


「…………たすけて……たすけてよぉ……」



　ブツブツとそれだけを呟きながら、電車のポールにしがみつく。

　乗ったのは環状線。

　行く先は……師匠の家。

　まだ内うち弟子でしだった子供の頃に何千回と通ったルートを本能的に選択していた。タクシーを使うという発想すら無いほど追い詰められていた。

　吐きそうなほど気持ちが悪かった。

　変貌した将棋会館のことが意識に浮かぶたびに、私は空から嘔え吐ずきを繰り返した。希望は全て吐き尽くし、ただ苦しみと絶望だけがこみ上げてくる。


　──……地獄だ。



　誰も助けてくれない。

　盤を磨いたり駒を磨いたりしてあれだけ尽くしてきたのに、いい子にしてきたのに、将棋の神様は私に何もしてくれなかった。


「…………かみさまなんて、いないもん……」



　神を呪のろう言葉だけが、私の中から出る全てだった。

　電車を降りて、壁づたいに階段を一段一段、時間をかけて下って行く。

　ナメクジみたいにノロノロとしか動けない。


「…………いないよ…………かみさまなんて……どこにも────」



　そうして駅を出た時に、私は出会った。

















　──…………ああ………………。



　私はその瞬間、初めてそれを感じていた。

　幼い頃に師匠に言われても、これまでずっと将棋を指していても、一度として実感したことのなかった存在を……今この瞬間に初めて確信していた。




　将棋の神様は、いるんだと。




　自分でも、チョロいなと思う。

　あれだけ神様を否定しておきながら。

　神様を罵ののしっておきながら。

　ちょっとご褒ほう美びをもらっただけでもうこうして神様に感謝してるんだから。

「姉弟子」

「八一」

　泣きながら駆け寄りたかったけど。

　私は精一杯の虚勢きょせいを張って背筋を伸ばすと、姉弟子としての威厳を示すために、セーラー服の襟カラーで風を切るように颯爽さっそうと道路を渡る。

　道の反対側で待っていた八一が心配そうに言う。

「姉弟子……大丈夫ですか？　顔色が──」

「吐く」

「ええ!?」

　私は八一の胸に顔を押しつけるようにしてもたれかかる。

　限界だった。

　体力もそうだけど──もう無理だ。

　泣かないでいるのは。


「…………ちょっと、休憩…………」



「お、俺でいいんですか？」

「……がまんする」

　我慢なんてしてない。

　本当は八一がいい。八一じゃなきゃいや。

　ずっとこうしていたいけど、それはできないことも知っている。

　甘えちゃうと弱くなるし……それに八一は私を選んでくれないから。私が迫れば八一はまた困ってしまうから。

　そんな顔はもう見たくないから。

　でも……今くらいは許されるよね？


「…………三段に、なったよ……」



「ええ。記者会見テレビでやってましたよ。録画はできなかったけど俺と師匠の目に焼き付けときましたから」

「……椚創多なんて大したことなかった……」

「その意気です。気持ちで負けたら三段リーグは絶対に抜けられません。自分が一番強いっていう自信が一番大事なんです」

　なら私はもうダメだ。

　励まそうとして私の心にザクザクとナイフを刺してくるのは、やっぱり八一も将棋星人だからだろう。

　地球人わたしの気持ちなんてわかるはずがない。

　別の星の人間なんだから……。

「昇段直後は勢いがありますからね。このまま突っ走りましょう！」

「一期で抜けて、四段になって、八一を公式戦でぼこぼこにしてやる……」

「姉弟子は本当に俺のことが嫌いですねぇ……」

「そうよ。八一なんかきらい。だいっきらい」

　──鈍感だから。

　将棋のことなら私の頭の中なんて全部お見通しのくせに、その他のことでは私の心なんて読もうとすらしてくれないから。

　私は八一がきらい。私のことを見てくれないから。

　私は八一がきらい。私のことを……好きになってくれないから。

　けど、それも仕方ない。

　雛鶴ひなつるあいのように、かわいげがあるわけじゃない。

　夜叉神天衣のように、才能ある親の子供として生まれたわけでもない。

　桂香さんみたいに胸も大きくないし、優しさで八一を包み込むこともできない。

　不器用で性格の悪い私には、何もできない。

　八一に何かしてあげられるわけじゃない。八一に何かを与えてあげることもできない。

　日光に当たるだけで壊れてしまうような出来損ないの身体と、将棋盤をくっきり思い浮かべることすらできないポンコツの脳。

　それが私の全て。

　だから私には、将棋しかない。

　八一を振り向かせられるものは、将棋しかない。

　今はそれも不十分だけど。

　プロ棋士になれば……公式戦なら、本気で将棋を指してもらえる。

　本気で私のことを見てもらえる。

　たとえ将棋を指している間だけとはいえ、私だけを見てくれる。

　もし。

　もし……将棋の神様が本当にいるのなら。

　どうか私を四段にしてください。

　どうか私に力をください。

　才能をくださいとは言いません。将棋の力を上げてくれとも言いません。

　一期だけ。

　次の三段リーグ……半年間だけ、全力で戦えるだけの力をください。私の根性についてこられる強い身体をください。




　私の好きになった男の子は、将棋の星の王子様だった。

　私はその星を地球から見上げて憧れている、ただの地球人。

　こうして彼の胸の中にいても、何千光年という隔へだたりを感じる。

　将棋星人が棲すむ星はすごく遠くて、その星の空気は地球人にとって毒。行けばきっと、死んでしまう。

　けれど……私はそこに行きたい。

　今、胸が張り裂けそうなほどそう思う。







　どうか神様。

　私を八一と同じ場所に立たせてください。

　そして一度だけでいいから、将棋を指させてください。














　そのためなら──────死んだって構わない。










あとがきに代えて──『祖父の事』






　幼い頃、私に将棋のルールを教えてくれたのは、母方の祖父でした。

　母子家庭で育った私にとって、祖父は父親のような存在でもあったと思います。

　初孫だったこともあり、幼い頃から私は祖父にとても甘やかされて育ちました。母子家庭でも金銭的に全く苦労しなかったのは、ひとえに祖父のおかげです。

　そんな優しい「おじいちゃん」との関係にヒビが入ったのは、私の取ったある行動が原因でした。

　それは私がライトノベルを書いたことです。

　昭和一桁世代の祖父にとって、ラノベなど文学のうちに入りません。ましてやラノベ作家など、職業として認められるわけもありません。

　私がデビュー当初、プロフィールに噓を書いていたのも、家族にラノベを書いていることがバレないようにするためでした。

　しかし隠し通すことはできず、祖父は私に「家を出ろ」と言いました。

　私は家を出ました。

　それから三年後に祖父は亡くなりました。

　私は祖父の死に立ち会うことはできませんでした。

「おじいちゃんが亡くなりました」と母から連絡を受けて久しぶりに帰った実家は、私が住んでいた頃とは一変していました。

　私の作品で溢れていたのです。

　祖父の枕元には『のうりん』の二巻が、付箋がびっしり貼られた状態で置いてありました。

　居間には丁寧に額に入れられたアニメのポスターが何枚も飾られ、台所には舞台となった美濃加茂市で販売されていたコラボグッズのお菓子がありました。漫画版もＤＶＤもブルーレイも全巻揃っていて、大切に並べられていました。

　八十歳を超えた老人が、ラノベを読み、コミカライズを読み、アニメを観て、さらに聖地巡礼までしてくれていたのです。脳梗塞の後遺症で、歩くことすらつらかったはずなのに……。

「ごめんなさい……」

　それしか言葉が出てきませんでした。

　遺体の傍らに座り込んで泣き続ける私に、集まった親族は口を揃えて言いました。

　祖父がいつも私のことを自慢していた、と。




　葬儀の準備をするため自分のアパートに戻った私は、作業机の上に置いてあった紙の束を手に取りました。

　この『りゅうおうのおしごと！』の、１巻の原稿です。

　パソコンで書いた原稿を印刷し、そこに多色ペンで何度も何度も修正を施した紙の束を、私は祖父の棺に入れて、一緒に焼いてもらいました。

　発売日まであと二ヶ月に迫った、暑い日のことです。




『りゅうおうのおしごと！』は、私の全てを注ぎ込んだ作品です。

　自分の書きたいものを書こうという、誰に読まれても恥ずかしくない本を書こうという決意のもとに生まれた作品です。

　そんな本を書こうと思ったのは、祖父に認めて欲しかったから。

　ライトノベルという、私が選んだものの可能性を知って欲しかったから。

　ただ一つ後悔があるとすれば、一番読んで欲しかった人に読んでもらえなかったこと。

　祖父は本が届かない場所へ行ってしまいました。

　けれど本は届かなくてもきっと、天国から私のことを見守ってくれていると思います。







　おじいちゃん。また作品をアニメにしてもらえることになったよ。

　今度は一緒に見よう。

















「うお!?　な……なんじゃあこりゃあ!?」

「あ、月つき夜見よみ坂ざかさんチワーッス」

　関西将棋会館三階の棋士きし室を久しぶりに訪れた月夜見坂燎りょう女流玉将は、室内に足を踏み入れた瞬間、驚きの声を上げた。

「何か……何だ？　すっかりキレェんなっちまって……」

「あいちゃんが大掃除してくれやしたのどすー」

　ピッカピカに磨かれた机にほっぺをすりすりしながら供御飯くぐいさんが言う。

　机だけじゃない。

　その上に置かれた将棋盤も、傷だらけだったのが新品同然に生まれ変わっている。

『これからはわたしが棋士室を管理します！』

　と宣言したあいは、土日を費やしてせっせと棋士室をお掃除した。

　深夜にやってる海外の通販番組で買った謎の洗剤や掃除用具を使って数十年分のしつこい汚れを綺き麗れいさっぱりストンと落とすと、シューマイ先生に盤駒ばんこまの修繕をお願いし、アパートのベランダで育てているお花を飾って香りや雰囲気もリフレッシュ。

　歴代の関西棋士の血と涙が染みついた貧乏くさい部屋は、今や梅うめ田だのオシャレなパンケーキ屋みたいに生まれ変わったのだ！

「あんまりにも居心地がええから、ダラダラと入り浸ってしもうてなぁ。あいちゃんがお掃除してくれてからずっとこんな感じどすー」

「ですよねー。こんなステキな部屋で将棋なんか指すのバカバカしいから、今はこうしてお茶会を開いてるんですよー」

「いや……そりゃ逆にマジーんじゃねえの？」

　あまりにも綺麗になりすぎた部屋に、ヤンキーの月夜見坂さんは若干の居心地の悪さを感じているようだ。この人は廃墟とかをアジトにしてそうだからな。

「棋士室ってのは将棋指すための部屋だろ？　なのにここに来たら将棋指したくなくなるってのは本末ほんまつ転倒てんとうじゃねーか……あーあー、将棋雑誌の代わりに『クロワッサン』とか本棚に並んでるし。ったく、どうしちまったんだ関西は？」

「全部あいちゃんがやってくれたのどす。あの子はええ子どすなぁ」

「あいちゃんって……アレか？　クズの弟子の小学生か？」

「はい。マイナビの本戦で月夜見坂さんと当たった小学生が、俺おれの弟子の雛鶴ひなつるあいです」

　師匠として、改めて弟子の先輩に挨拶あいさつする。

「その節は厳しく教えていただいたみたいで。ありがとうございます」

「ん……まあちょっと言い過ぎたっつーか？　オレも小学生相手にムキになった部分があって悪わりィなーとは……」

　バツが悪そうに月夜見坂さんは視線を逸そらす。弱い者イジメの自覚はあったらしい。

「けど、あのちっこい小学生が一人でやったのか？　これだけの掃除を……」

「俺の弟子は家事とか完璧ですからね」

「女子力やなぁ」

　紅茶を上品に飲みながら供御飯さんが言う。

　この茶葉もティーセットも、あいがチョイスしたものだ。

　俺はちょっと意地悪な気持ちを込めて、

「以前からもこの部屋には何人か女子が出入りしてたはずなんですけどねぇ」

「銀ぎん子こちゃんは将棋一筋やから、女子力が足らんくても仕方おざりまへんよ」

「だな。銀子は女子力とかゼロだからな」


「…………」



　自分達のことを完全に棚に上げて姉あね弟子でしをディスる女流タイトル保持者ホルダーの方々。さすがのメンタルである。

「まあ……順位戦も佳境かきょうになって、棋士室にも人が溜たまるようになりますからね。またすぐ前みたいになるとは思いますけど」

「『将棋界の一番長い日』やね」

「この時期はなぁ……喜びと悲しみが表裏一体で、連盟に来るのがツラいんだよなぁ……」

　女子力で盛り上がっていた室内が急にしんみりしてしまう。

　順位戦は名人への挑戦権をかけて棋士が戦う、将棋界最大のリーグ戦。

　だがその本質は『降級争い』にあるといっていい。

　名人への挑戦者はたった一人。つまり順位戦で一位になった者に挑戦権が与えられる。

　その一人を決めるため参加する全ての棋士に順位を与えるこのリーグ戦は、棋士としての実力が番号となって割り振られるのだ。一位以外にも。

　どんなに偉大な実績を持つ棋士も、負ければ少しずつ落ちていく。力の衰えが、所属するクラスや順位として白日の下に曝さらされる。

　順位が下の者には『降級点』という刺青いれずみが与えられ、それが溜まれば最終的には引退へと追い込まれてしまう。

　そんな残酷な日々が、もうすぐ始まろうとしていた。

「で？　どうなんだよクズ」

「何がですか？　ああ、順位戦ならおかげさまで今のところ全勝──」

「違ちげぇーよ。トボけんなって。聞いたぞ？　小学生と婚約したんだって？」

「あ、あれは違うんですよ！　俺は会長と旅館の女将おかみさんにハメられたんです!!」

「ついでに小学生ともハメまくりましたってか？　ロリコンきめー」

「下品すぎるでしょあんた!?　それでも女子の端くれですか!?」

　女流タイトル保持者の自覚を持てよ!!

「それだけやおざらん。これは確かな筋からの情報やけど、桜さくらノ宮みやで銀子ちゃんとお手々つないで歩いてたいう目撃談も──」

「マジかよ！　ラブホ街じゃねーか!!」

「ちちち、違うんですって！　それは……研究会！　実は内緒で生石おいしさんと京橋きょうばしで研究会をしてて、それを見られたんです！　で、でも秘密の研究会だから誰にも言えなくて──」

「すげーよなー。竜王ともなると選より取どり見み取どりだもんなー」

「同棲どうせいしている小学生と晴れて婚約した竜王。だが、かつて一緒に暮らしていた中学生の味も忘れられず人目を盗んで逢瀬おうせを重ねる……まさに昼ドラのようなドロドロ愛憎劇どすなぁ」

「やっぱ男って若い女が好きなのかねぇ？　けどいくら銀子が残念体型だからって、小学生よかマシだろ？」

「若さもやけど、結局は女子力や。尽くすタイプが人気どす」

「何でも言うこと聞いてくれる都合のいい女が最高、か。やっぱこいつ最低なクズだぜ」

「だから違うって言ってんでしょ!?　話を聞いてくださいよ!!」

　好き勝手言い放題の二人に向かって俺は叫んだ。いい加減にしろッ!!

「女子力だかなんだか知りませんけど！　男ってのはねぇ、そういう部分は全く見てないんですよ！　見てないところに魅力なんて感じません！」

「じゃあどこを見てるんだよ？」

「おっぱいしか見てませんから!!」

　魂の叫びが関西将棋会館を震わせる。

　あまりにも大きなその声は……聞かれてはいけない二人にも聞こえてしまい……。

　俺の背後で、棋士室のドアが開く音がした。そして、聞き慣れた声──

「師匠？　ちょっとお話ししたいことがあるので、そこの床に正座してください」

「月夜見坂先生。供御飯先生。すみませんが席を外してもらえますか？　……服に返り血が付くと申し訳ないので」

「「どうぞどうぞ」」


「あっ！　月夜見坂さんも供御飯さんも何を無関係ってツラしてんですか!?　むしろあんたらが姉弟子の女子力がゼロだとか残念体型だとか小学生よりはちょっとマシとか言ってたんじゃちょっと待てって！　ま……待って！　待ってください置いてかないでああああああああああああああああああああ!!　あああああああああああああああああ!!　あっ、やめっ、あっ……ああああああああああああああああああああああああ────────────ッッッ!!」



　その日、綺麗になったはずの棋士室は、また少し汚れた。




　俺の流した……新しい血と涙で……。







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　この巻を書いている期間中、将棋界は何十年分の変化を数ヶ月で消化するくらいの勢いで大変動しました。史上最年少棋士の連勝、八大タイトル制への移行、そしてソフト発の新手が増加したことで将棋の内容自体も大きく変わり……そんな変化に戸惑い、何をどう書けばいいか迷いましたが、最後はこれだけを思って書きました。「熱い戦いが書きたい」




イラスト

しらび

　通常版、限定版ともにカバーを姉弟子尽くしにさせていただきました。本編と一緒に楽しんでいただければ幸いです
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